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Phaseｉ







　異常事態だった。

「どうなってるのよ……どうなってるのよコレ……！」

　無意識に、何度も同じ言葉を連ねてしまっている。

　荷物を抱かかえたまま、私は駅前の通りを懸けん命めいに駆かけているところだった。

　東京で独ひとり暮らしをしている私は、久しぶりに、実家のある故郷の田舎いなか町まちに帰って来ていた。

　まとまって取得出来た休暇を利用し、早めの冬休みを満まん喫きつするはずだったのだ。




　記憶に残されていた懐なつかしい田園風景を、電車の窓から眺ながめていた。

　私はただ当たり前のように、故郷に思いを馳はせていただけだったのだ。

　それなのに……

　新幹線を降りて在来線を乗り継ぎ、ようやく故郷の駅に辿たどり着いてからの事である。

　────違和感を感じた。

　私は虚こ空くうに白く息を刻みつけながら、駅前の小さな交番に駆け込む。

　すぐさま、そこにいた駐在の警官に訴えた。

「すいません！」

　私に声をかけられた警けい官かんは、ストーブの前で手を擦こすっているところだった。

　余裕のない私の態度とは裏腹に、警官はノンビリと歩み寄って来るではないか。

　その気け怠だるい雰囲気に苛いら立だちながらも、私は自分が気付いた違和感について告つげた。

「お巡りさん、おかしいんです……！　この町おかしいんですよ！」

「はいはい。慌あわてないで、落ち着いて話してください」

　呼吸を乱しながら喚わめいている私を、警官は微笑ほほえみ混じりに宥なだめてきた。

　そのノンビリした態度に益ます々ます苛立ちを募つのらせながらも、私は報告した。

「駅前のビルの近くで、小学生くらいの子供達が駆けっこをしてるんですよ！」

　私は交番から見える、すぐ近くのビルを指差しながら言った。

　私が指し示す先には、言った通り数人の子供達の姿すがたがあった。

　キャッキャと笑い声を上げながら、ビルの周りを駆け巡めぐっているところだった。

「変なんです、あの子達！　建物の周囲をずっとグルグル回ってて、息の１つも切らしてないんですよ！」

「子供は風の子、元気の子ですからねえ。はは」

「元気なんて言葉で説明は付きませんよ！　私、数えてましたけど、もうあの子達は１００周以上もビルの周りを走り続けてるんですよ！　普通じゃないです！」

「なるほどなるほど」

　警けい官かんは手帳を取り出し、私が口にしている事をメモし始めたようだ。

　メモを取る事に何の意味があるのか。

　こちらの言っている事を真剣に聞いている様よう子すがない警官に詰め寄り、私はさらに言った。

「それだけじゃないんです！　その事を通行人の人に聞いたら、こんにちはって、何度も同じ挨あい拶さつしか返してくれないんです！　まるでそれしか言える台詞せりふがないみたいに、何度話しかけても同じ事しか言ってくれないんですよ！　私、気味が悪いったらなくて……！」

「なるほどなるほど」

　言いながら警官は、さらにメモ書きを続けている様子だった。

　私は苛いら立だちのあまり、思わず警官の肩を摑つかんで言う。

「ちょっとあなた、真ま面じ目めに私の話を聞いてるんですか！」

「なるほどなるほど」

「……え」

　私は気が付いた。

　一気に両腕に鳥肌が沸わき立っていく。

　先さき程ほどから警官は同じ言葉しか返してこない。

　しかも警官が書き綴つづっているメモの内容は……文字ではなかった。

　空白のページの真ん中に、ペンでグリグリと。

　黒い渦うずを何重にも描き続けているだけではないか。

「ひっ……！」

　私は思わず、摑んでいた警官の肩を突つき放はなして後あと退ずさる。

「なるほどなるほど。なるほどなるほど。なるほどなるほど」

「ひっ……ひいいいいい！」

　私は悲鳴を上げて交番を飛び出た。

　警官は同じ言葉を繰り返し続けるだけである。まるでその台詞しか言えないかのように。

　何だ……何なのだ、この町は！

　誰も彼もが同じ行動を繰り返し、同じ言葉を繰り返す事しかしていない。

　まるでロールプレイングゲームの、ＮＰＣだ。

　話しかけられたら、同じ台詞しか答えられない村人のようではないか。

　私が知っている故郷と、ここは違う町であるのだとしか思えない。

　同じなのは風景だけで、そこにいる人間はおかしな連中ばかりではないか。

「……こんにちは」

「ひっ！」

　交番を出て狼ろう狽ばいしていた私に、話しかける声があった。

　振り返った先には、見た事もない少年が立っていた。

　黒のシンプルショートヘアー。真ま面じ目めそうな細ほそい顎あごの面おも立だちに、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけている。グレーのダッフルコートを着込んだ、高校生くらいの少年である。

「あ……あなたは……？」

「……」

　少年は、私の質問に答えようとしない。

　……この少年も、同じ台詞せりふしか答えられない他の人々と同じなのだろうか？

「ごめんなさい」

　少年は唐とう突とつに私へ謝罪をしてきた。

　一体どういう事なのか。

　怪け訝げんな顔をしている私の態度など関係なしに、少年は続けた。

「ここは今……あなたの知っている故郷の町ではなくなっている」

「……え？」

「ここへ来てしまった以上、ここでの日常を過ごして貰もらうしかない。他の人達と同じように」

「いったい……何を言っているの、あなた」

　懐かい疑ぎの眼まな差ざしを向ける私に、少年は寂さびしそうな微笑ほほえみを浮かべながら言った。

「……ここは噓うそつきの町です。それぞれが信じたいものを信じ、思い描いた虚構に浸ひたっているだけの町。この町で育ったあなたなら、きっとすぐに溶け込む事が出来るはずですよ」

　次の瞬しゆん間かん、目前から少年の姿すがたが消えていた。

　それどころか私は、いつの間にか実家の玄関先に立っていた。

　数秒前まで駅前広場に立っていたはずなのに、そこから３キロメートルは離れている実家に瞬間移動していた……？

　何が起きたのか理解出来ず、ただその場で立ち尽つくしてしまう。

　しかしそんな私を出迎えようと、実家から両親が歩み出て来た。

　その姿は決して偽にせ物ものなどではなかった。私がよく知っている両親そのものである。

　……全ては悪い夢だったのか？

　駅前の気味の悪い人々も。私が話していた少年も。

　私には何もかもが、よくわからなくなってしまう。

「オカエリ」

　懐なつかしい両親のその言葉を聞くと、それまで感じていた違和感や恐怖が急速に薄れる。

　思い悩む事が馬ば鹿か馬鹿しく思えてきて、私は苦笑してしまった。

「…………タダイマ、オトウサン。オカアサン」

　ノイズがかった声で、私は薄ら笑う両親に帰省の挨あい拶さつをした。







プロローグ







　12月の凍こごえる夜。

　地平線の近くまで続く広大なアスファルトの土地を、雪が埋め尽つくしていた。

　一面が白と化した世界の中に、除雪された２本の滑かつ走そう路ろが通っている。

　闇やみ夜よに浮き立つ漆しつ黒こくの滑走路は、明めい滅めつする赤いパイロットランプで縁ふち取どられていた。

　滑走路を一望出来る、１つの高い塔とうが聳そびえている。

　空港の敷地内に聳えたその塔の上階には、航空機の離着陸を管理している管制室があった。




　最低限の明かり以外が落とされた管制室内は暗い。

　室内の足下を照らす橙だいだい色のネオン照明だけが、部屋の輪りん郭かくを闇の中に浮き立たせていた。

　それ以外の目立った光源と言えば、計器モニターやＰＣ画面くらいしか存在していない。

《メーデー、メーデー、メーデー。こちらはＪＮＡ２４６便。聞こえるか、新しん千ち歳とせ空港管制塔》

　今夜の管制室内には幾度となく、無線のその呼びかけが続いていた。

「この騒ぎは何事だ！」

　騒然としている管制室へ、苛いら立だった様子の室長が怒ど鳴なり込んで来た。

　帰宅途中に、緊急呼び出しを受けたのであろう。室長の機き嫌げんは最悪だった。

　室長に答えたのは、１人の管制官である。

「旅客機からの遭そう難なん信号を受信中です！」

　管制官は部屋の中央に設置された巨大テーブルに腰こしかけ、片耳にヘッドセットを当てながら、手招きで室長を呼び付けていた。室長は無言で管制官の傍そばへと歩み寄って行った。

　管制室中央のテーブルの天板は、巨大なディスプレイモニタとなっていた。

　そこには飛行情報区の地図と、飛行中の機影の位置が表示されている。

　室長を手招きした管制官は、そのテーブルの一角に、何人かのエンジニア達と集まっていた。各々に自分のモバイルＰＣ画面と睨にらみ合っている様よう子すだった。

　テーブルに歩み寄った室長は、管制官のＰＣ画面を覗き込んで尋たずねた。

「状況を簡潔に報告しろ」

　ＰＣ画面から目が離せない管制官は、傍かたわらの室長を見向く事もせずに言った。

「羽はね田だ空港発、新千歳空港行きＪＮＡ２４６便。２１１７にレーダー上から機影消失。それより13分経過が現在の状況です。本管制塔から位置を補ほ捉そく出来ていません……！」

「なら、この救難信号はどこから受信していると言うんだ！」

「わかりません……一方的に受信する事は出来るのですが、発信場所の特定が出来ません。２４６便がこちらからの呼びかけに反応する様子もありません……！」

「そんな馬ば鹿かな……くっ！」

　室長は言葉を詰つまらせてしまう。

　顔色の悪い室長に、管制官は追い打ちをかけるように続けた。

「救難信号によれば……エンジン不調トラブルの上、ＧＰＳ装置が故障していると。電子機器アビオニクスの大半が機能を失っているようです。このままでは……重大事故の可能性も……！」

「そんな泣き言ごと、思っていても軽けい々けいに口にするもんじゃない！」

　室長は悲観的な管制官を怒ど鳴なり付け、周囲のエンジニア達を見渡して言った。

「レーダーから機影が消えた場所はどこだ！　周辺の無線標識ＶＯＲ送信局の距離測定装置ＤＭＥデータはどうなっている！」

　室長の言葉に、管制官の横にいたエンジニアの男が、恐る恐る答えた。

「それが……データを見る限り、忽こつ然ぜんと空間から消えたとしか……！」

「４００人近くの乗客を乗せた巨大金属の塊かたまりだぞ、霧のように消える事なんてあり得ないだろ！　他の旅客機の位置が補ほ捉そく出来ている以上、送信局の設備がおかしくなっているわけではない。一刻も早く２４６便を捕つかまえろ！」

「は、はい！」

　エンジニア達はモバイルＰＣを抱かかえ、それぞれの持ち場へ小走りに駆かけて行く。

　室長は管制官の横の席に腰こしかけ、先さき程ほどから垂れ流されている無線の声に耳を傾けた。

《メーデー、メーデー、メーデー。繰り返す。こちらはＪＮＡ２４６便。現在、高度２２０００フィートへ降下中。ＭＣＰのオートパイロットが利きかなくなったため、現在はマニュアルで操縦中。コード77。当機は緊急事態に陥おちいっている》

　室長は管制官からヘッドセットを受け取り、マイクに向かって言葉をかける。

「……聞こえるか、ＪＮＡ２４６便。こちらは新しん千ち歳とせ空港管制塔とうだ。当管制塔はそちらの位置を捕捉出来ていない。繰り返す。本管制塔はそちらの位置を捕捉出来ていない。この声が聞こえているのなら答えてくれ。あとどれだけ航続可能なのか。燃料の残量はどのくらいだ」

　室長の呼びかけに……やはり２４６便は答えない。

　ただひたすらに。録音されている音声ででもあるかのように。

　一方的に緊急事態を告つげてくるだけだった。

　管制塔の状況を知らぬ２４６便の機長と副操縦士は、無線の向こうで会話を始めた。

《……駄目です、機長。新千歳空港の管制塔と連絡が付きません……！》

《諦あきらめるな。我々が諦めたら、当機の乗員全てが諦めなければならなくなる。幸い、まだ何とか航行は続けられる状態にあるんだ。今の内に、管制塔へ何度でも呼びかけよう》

《はい、機長……！》

　両者は不安を押おし殺しているのだろう。

　無線越しにも、鬼き気き迫る操縦席の雰ふん囲い気きは伝わってきていた。

　無線を聞きながら、室長は歯は嚙がみしていた。

《……！　待ってください、機長。前方に、ほらアレ。何か見えませんか……！》

　しばらくして、２４６便の副操縦士の声が、無線の向こうで言った。

　副操縦士の言葉に、機長が尋たずねた。

《どうかしたのか。何か見えるのか？》

《窓の前方。向こう側……何か見えませんか……！》

《…………何だあれは……！》

　無線が入ったままになっているため、操縦席の２人の衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。

　どうやら身を乗り出して、機体前方に見えるという何かを注視しているようである。

「こちらは新しん千ち歳とせ空港管制塔とう。２４６便、応答しろ。何が見えるんだ！　応答してくれ！」

　再び室長は、マイクに向かって語りかける。

　しかし２４６便には届かない。

《……黒い光？》

《いや、違う……》

《………………ブラックホール？》

　無線から発せられた意味不明な単語の登場に、室長も管制官も黙り込んでしまう。

　その言葉の少し後だった。無線の向こうで、機体が小刻みに軋きしむ音が聞こえ始める。

《うわ、うわあああああああああああ！》

《駄目だ、引き寄せられてる！　吞のみ込まれるぞ！》

「どうした、何が起きてる！」

　無線の向こうの振動音は、徐々に大きくなっていく。

　操縦席のグラスコクピットのアラーム音が、次々と増えていくのが聞こえる。

　やがて────２４６便からの無線は唐とう突とつに途と絶だえてしまう。

「シグナルロスト！　通信、完全に途絶えました！」

　管制官が悲鳴のように宣言する。

　静まり返ってしまう管制室。長い沈黙の後に、青ざめた室長が苦々しく発言した。

「……現時刻を以もつてコード・レッド６を発動する」

「コード・レッド６……飛行機つい墜らく落事故の可能性、ですか」

「万が一だ……レーダーから機影が消えた座ざ標ひようと、その後の航続時間から、落下予測地点を割り出すんだ。すぐに内ない閣かく官かん邸てい連絡室と近きん隣りんの消防に通報しろ。何事もなければそれで良い」

「はい！　すぐに取りかかります！」

　再び慌あわただしくなる管制室。

　室長は、管制室のガラス壁かべの向こうに見える、黒い寒空を見上げて呟つぶやいた。

「いったい、空で何が起きているというんだ……！」







Phase1：マンデルブロの闇







　北ほつ海かい道どう新幹線が開通したのは、つい２週間くらい前の話だ。

　俺はテレビのニュースで、知事達がテープカットをやっている様子を見た。

　ニュースの解説によれば、北海道新幹線の開通により、東とう京きようと札幌さつぽろの間は僅わずか４時間で結ばれるのだと言う。

　開通記念という事で、今月だけ利用料金が大幅割り引きになっていた。

　出来たばかりのこの新幹線を利用する観光客は、俺達を含めて大勢いた。

　俺達が乗り込んだ自由席の車両も、満席状態である。




　俺は新幹線の窓まど際ぎわの席に座っていた。

　目的地である札幌へ到着するまでの間、俺は気分良く読書をして過ごしているところだった。読んでいるのはホラー小説。怪かい物ぶつ達に襲おそわれた洋館でのサバイバルを描いた作品だが、旅行に行く前に読む本ではなかったかもしれないと、少しだけ後悔していたりもする。

「本当に持ってねえんだろうな……！」

「あたしは持ってないよ！」

　そんな読書をしている俺の傍かたわらから、同伴者達の会話が聞こえてきていた。

　俺は何となく、会話の聞こえる方へ目を向ける。

　そこにはトランプのババ抜きに耽ふけっている、不ふ穏おんな面おも持もちの３人組がいた。

　１人は、向きを反転させた前の席に腰こしかけて、俺と対面している目つきの悪い男だった。

　ワイルドショートの茶髪に、リングピアスをした風貌。俺のクラスメイトである明あく津つ憲けん剛ごである。明津は顔色悪く、額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべながら問いかけた。

「本当の本当に、ジョーカー持ってねえんだろうな、冴さえ上がみ妹……！」

「明津さんはしつこいなー。持ってないって言ってるじゃん！」

　俺の隣となりの席に座っている快かい活かつな少女が、得意げに答えていた。

　長い黒髪をポニーテールに結ゆっている少女、冴上愛あい架かは俺の妹である。

　愛架は、手にした２枚のカードの裏面を明津に見せ付け、意味ありげな怪あやしい笑みを浮かべていた。明津は慎重に、愛架の持っているカードへ指先を伸ばそうとしていた。
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　長らく逡しゆん巡じゆんした挙あげ句くに……明津はようやく１枚のカードを選んで引く。

「……あっつ……んぐぅっ！」

　その瞬しゆん間かん、明津は妙みような呻うめき声を漏もらした。

　明津は自分が引いたカードの絵柄を確認し、青ざめている。

　苛いら立だちを顕あらわに歯は軋ぎしりを始めたその様よう子すは、見ていて、とてもわかりやすかった。

　明あく津つは引いたのだ────ジョーカーを。

　してやったりな顔でニヤニヤと微笑ほほえむ愛あい架かに構わず、明津は自分の隣となりの席を見た。

「クソ幸ゆき村むら、次はてめえの番だ！　おら、さっさと引けよ！」

　明津の隣の席には、ニット帽の少年が座っていた。

　同じくクラスメイトの幸村弘ひろ樹きである。

　弘樹に向かって、明津は手にした３枚のカードを突つき出した。

　……わざとらしく、真ん中の１枚だけを目立つようにして。

「……おやおや～、明津ちゃん。この真ん中のカードが、いかにも俺に引いて欲しいアピール全開だけど、何のつもりなのかな～？」

　見み透すかしたように微笑んでいる弘樹を、明津は苦し紛まぎれに睨にらんだ。

「へへっ。安全なカードに決まってんじゃねえか……俺を信用しろよ？　なあ？」

　弘樹は明津の持っているカードに手を伸ばす。

　敢あえて、明津が目立つようにしているカードではないものを摘つまんでみる。

　すると……その様よう子すを見ていた明津の頰ほおが綻ほころんでいく。

　明津の歓喜の表情に気付いた弘樹は、即座に思い直す。

　今度は明津が目立つようにしているカードを、摘んで見せた。

　途端に明津の表情から笑みが消え、露ろ骨こつな焦あせりの色が窺うかがえる。

　弘ひろ樹きは迷わず、明あく津つが目立つように出していた真ん中のカードを引いた。

「ああ！」

　明津の悲鳴が上がる。弘樹が引いたカードは、弘樹が欲しかった絵柄だった。

「やった、上がり確定だぜ！」

「てめえ！　何で本当に俺の言葉を信用しやがんだよ！　狡ずる賢がしこい幸ゆき村むららしくねえだろ！」

「うははは！　明津ちゃんったら、顔に気持ちが出すぎなんだってば。まんまとジョーカーを２枚残しちゃってるんでしょ。素直すぎる事～」

「クッソ、てめえ何で俺がジョーカー２枚持ってんのを知ってやがんだよぉ……！」

　毒づく明津に構わず、弘樹はペアになったカードを捨てる。

　残り１枚のみになった弘樹のカードを、次の番である愛あい架かが引いた。

　弘樹は手札がなくなったため、１番抜け。

　愛架は、弘樹から引いたカードで最後のペアが出来たため、２番抜け。

　最終的に、明津の手の中に２枚のジョーカーだけが取り残されていた。

　悔くやしげに歯は嚙がみしていた明津は、苛いら立だちに任まかせて人差し指を立てた。

「もう１回！　もう１回だけ勝負だ！」

「えー、まだやんのかよ。明津ちゃんさあ、これで負けるの何度目よ～」

「明津さん、カードゲーム弱すぎですよ。才能ないんじゃないですか」

「うっせー！　俺は負けるのが嫌きらいなんだ！　負けっ放しは大嫌いだ！」

「んもー、明津ちゃんはわがままだなあ。まあ別にいいんだけどさ～」

　呆あきれた口調ながらも、弘樹はやる気満々の様よう子すでカードをシャッフルし始める。

　弘樹がカードを混ぜている間に、隣となりの席の愛架が、俺にねだるように話しかけた。

「ねーねー、誠せい一いちもやろうよ。４人でやったら、もっと楽しいよ！」

「んー。あー、後でな」

　乗り気でなかった俺は、ババ抜きの観戦をやめて再び読書に戻ろうとする。

　俺を横目に見ていた弘樹が、皮肉っぽく言った。

「ノンノン。無駄だって、愛架ちゃん。読書に夢中になってる時の誠一は、何を言っても上の空だから。この新幹線が爆ばく破はされるとか、いきなり美女に唇くちびるを奪うばわれるとか、それくらいのインパクトがなきゃ微動だにしないね、この年中マイペース男は」

「ぶー。つまんないお兄ちゃんだ」

　愛架は頰ほおを膨ふくらませてむくれて見せる。

　それを弘樹がなだめた。

「まあまあ。そう言いなさるなよ、愛架ちゃん。俺達がこうして冬休みに温泉旅行に行ける理由の半分は、誠一監督様のおかげと言って過言じゃないんだぜ。今日の誠一は、ある意味で神様のようにありがた～い存在なんだから」

　愛あい架かは、弘ひろ樹きの適当な説明に感心し始めた様よう子すだった。

　そんな愛架へ、弘樹は得意げに話を続けた。

「１ヶ月前の文化祭の劇合戦に勝てたから、その優勝賞金で、今日の交通費が賄まかなえてるわけよ。しかも運の良い事に、雛ひな木ぎの親しん戚せきが北ほつ海かい道どうで旅館やってるなんてなあ。そのコネで、クリスマスシーズンの真まっ只ただ中なかに北海道で遊べるとか優雅すぎるだろ！　貴族すぎるだろ！」

「優雅だ！　貴族だ！」

「そうだろう、そうだろう！　とまあ、ありがたい存在にあらせられる誠せい一いち様が、読書をご所望しておられるのだから。ここはご意志を尊重し、俺達はトランプでもやって邪じや魔まにならないようにしているのが、せめてもの心遣づかいってやつだと思うぜ。優しい俺達って、男前だよな」

「あたし女だよ！」

「おっとそうだったね！　まあともかく今日は誠一様、いわゆるゴッドに等しい彼を崇あがめなければならんだろうとも！　さあ、俺と一緒に、誠一様にひれ伏ふそう！　ははーっ！」

「ははーっ！」

　万ばん歳ざいをして、わざとらしくひれ伏す仕し草ぐさをする弘樹。

　アホの弘樹の真ま似ねをしてひれ伏したのは、面おも白しろがっている愛架だけだった。

　俺は本を読みながら、弘樹の言葉に嘆息を漏もらして言う。

「……別に俺のおかげじゃないだろ。クラスのみんなが頑がん張ばったから優勝出来たわけでさ」

「何だ～、実はよくわかってるんじゃないのよ、誠一君！」

「って……え？」

　急に態度を変えた弘樹に、俺は肩かた透すかしを喰くらう。弘樹は拳こぶしを固めて力説した。

「ほんとの決め手は誠一の脚本じゃなくて、やっぱり羽う鷺さぎちゃんの白雪姫姿すがたが可愛かわいすぎたからだ！　これに尽つきるぜ全く！」

　すると唐とう突とつに、それまで黙っていた明あく津つが弘樹の意見に同意した。

「たりめえだろ。優勝出来たのはクソ冴さえ上がみの脚本のおかげなんかじゃなく、師し匠しようの完かん璧ぺきな演技があったからこそに決まってんだろうが」

　弘樹は、自分に同意している明津に向かって、親指を立てて見せた。

「お、わかってるね明津ちゃん！　劇の最後で、あんなふうに綺き麗れいに泣かれちゃ、誰だってうちのクラスに１票投じちゃうよなあ！　そりゃ優勝しちゃうってもんだよなあ！」

「おい、弘樹……数秒前までは俺のおかげだって言ってたじゃないかよ」

「あれれ、誠一君。数秒前に、俺のおかげじゃないって自分で否定したんじゃなかったかな？」

「くっ……」

　弘樹に弄もてあそばれてしまった事を不覚に思い、俺は悔くやし紛まぎれに読書を再開した。

　俺と弘樹のやり取りを聞いていた明津が、溜ため息いきを交まじえて弘樹に言った。

「……まあ、何でも良いからとっととカード配れや、クソ幸ゆき村むら。今度こそ俺が勝つぜ」

　いつまでもババ抜きを再開しようとしない弘ひろ樹きに、明あく津つは苛いら立だちながら歯は嚙がみしている。

　明津に促うながされ、弘樹はカードを配り始めた。

　弘樹からカードを受け取りながら、愛あい架かが言った。

「羽う鷺さぎさんって、確かに綺き麗れいな人ですよね」

「おお。そういえば愛架ちゃんも、羽鷺ちゃんの事知ってるんだったね」

　弘樹の言葉に、愛架は頷うなずいて見せた。

「何か、そこらの芸能人とかじゃ太た刀ち打うち出来ないくらいに可愛かわいいし。あたしも誠せい一いちの劇を観てましたけど、確かに羽鷺さんの白雪姫の衣装は凄すごく似合ってましたよ……」

　何な故ぜか愛架は、不ふ機き嫌げんそうに俺を横目で睨にらんで言った。

「どうして誠一なんかが、あんな綺麗な人と親しいんですか」

「それは俺が知りたいくらいだよ、愛架ちゃん。我が東ひがし第だい一いち高校の７不ふ思し議ぎの１つだ」

　愛架は小さな背を伸ばして、周囲の席を見渡しながら言った。

「そう言えば……周りの席に、羽鷺さんと雛ひな木ぎさんの姿すがたが見えないですよね。ホームまでは私達と一いつ緒しよだったのに」

　弘樹はカードを配り終え、自分の手札を確認しながら愛架に答えた。

「無理ないよ。この高い乗車率に加えて、俺達が乗ってる車両は自由席だしね。まとまって座るのは不可能さ。違う車両に乗ってるのは確かなんだけど……くー、一緒の席が良かったぜ！」

　弘樹はカードを配りながら、眉み間けんを険けわしくさせて悔くやしがっていた。

　北ほつ海かい道どう旅行に来てもブレない弘樹の軽薄さに、俺は何となく安心した。




　　　　■■■




　新幹線が終点の札幌さつぽろ駅に到着すると、乗客達は頭上の棚たなから荷物を取り出し始めた。

　その流れに倣ならい、俺達も荷物を棚から引っ張り出す。

　１泊２日という事もあるため、俺達の荷物は大して多くはなかった。俺は自分のキャリーケースを取り出してから、愛架の分の荷物も下ろしてやった。

　荷物を持って車両を降りると、周辺気温が一気に低くなるのを感じた。

　暖房が効きいていた車内とは異なり、新幹線ホームは、息が白くなる寒さだ。

　車窓から雪景色が見えていた事からも覚かく悟ごはしていたが、比較的、温暖な関東の気候になれている身には堪こたえる寒さである。急速に体温を奪うばっていく外気から肌を守ろうと、俺は無意識にマフラーに顎あごを埋うめた。

　先頭を歩いていた弘樹が、携帯電話を操作しながら俺に言った。

「この人混みの中じゃ合流するのも無理だし、シャトルバス乗り場で待ち合わせするように雛木にメール送っておくわ」

　弘ひろ樹きは歩きながらメールを作成している様よう子すだった。

　メールを送った後、弘樹は頭上を見上げながら呟つぶやいた。

「たしか雛ひな木ぎの祖ば母あちゃんがやってる旅館までは、無料シャトルバスが出てるんだったな。北口のバスターミナルだったと思うけど。えーっと、案内板はどこかなっと」

　改札口に向かって歩く人々の流れに混じり、俺達は天井から生はえている駅構内の案内表示を見上げる。そこで俺達は、一様に感嘆の呟きを漏もらしてしまう。

「……おお！」

　驚く事に、頭上の空間には立体映像の構内案内図が漂ただよっていたのだ。

　どの角度から見上げても、図が確認出来る作りになっているようだ。

　出来たばかりの新幹線ホームという事もあるのだろうが、あちこち細かいところにハイテク器機が使われているらしい。ホームの隅すみの方には、目的地までの行き方を案内してくれるロケーター端末や、周辺ホテルの空き部屋の検索が出来る端末などが設置されている。

　物珍しい設備が点在する駅構内は未来的で、見ているだけでも楽しかった。

　俺達はバスターミナルの場所を確認してから、最も寄よりの改札口を目指して歩き始めた。

　改札口を抜け、北出口を目指して歩く。

　やがて出口を抜けると、目の前には12月の札幌さつぽろの街並みが広がっていた。

　まだ夜の６時になってもいないのに、駅前の景色はすっかり夜よ闇やみに包まれていた。

「うほお、こりゃ凄すごいクリスマスイルミネーションだな！」

　傍かたわらの弘樹が、目を輝かせて感想を言った。

　弘樹の言う通りであった。駅前のオブジェクトやビルは、青色や白色の数え切れないＬＥＤランプで装飾されていた。幻想的なイルミネーションに、俺達は思わず目を奪うばわれてしまう。

　弘樹は腕を組みながら皮肉っぽく言った。

「こりゃあ国こく分ぶが悔くやしがるかもしれないねえ。彼女と２人でイブを過ごすためとは言え、こんなにリッチな旅行を断ことわってしまうだなんて。ん～！　国分ちゃんったらかわいそ！」

　弘樹に言われて、俺は眼鏡めがね面づらの国分の顔を思い浮かべる。

　普段から無表情な国分が、悔しがっている姿すがたなど想像出来なかった。

　むしろ逆に、恋人のいない俺達を憐あわれんできそうな予感さえした。

「……余よ計けいなお世話だ」

「何１人で呟いちゃってんだよ、誠せい一いち」

　唇くちびるを尖とがらせながらぼやいた俺に、弘樹が不ふ思し議ぎそうな顔をしていた。

　そんな時。俺達の横で呆ぼう然ぜんとしていた明あく津つの口の中に、いきなり雪の塊かたまりが叩たたき付けられた。

「ぶおっ！」

　明津は口いっぱいに詰つめ込まれた雪玉を吐はき出し、周囲に鋭く視線を投げ付ける。

　明津に雪玉を投げ付けたのは、雪景色にはしゃいでいる愛あい架かであった。

「わーい！　雪だー！」

「てっめえ、冴さえ上がみ妹！　いきなり予告無しにヘッドショットたぁどういう了りよう見けんだ！」

　怒り心頭の明あく津つを見ながら、愛あい架かは悪戯いたずらそうな笑みを浮かべて言った。

「いやー、ちょうど雪玉が入りそうな口の開き具合だったから、入るかなーと思って」

「ほほう……ならてめえの開いた口にも、たらふく雪玉食わせてやろうかっ！」

　そう言って明津も、手近に積もっていた雪をかき集めて雪玉を作り始める。

「おらあ！」

「きゃあ！　やったなー！」

　愛架と明津の不毛な雪合戦を尻しり目めに、俺と弘ひろ樹きは周囲の積雪に目を向けた。

　────積雪は20センチメートルと言ったところだろうか。

　分厚い雪が、建物の上や、道の脇わきに積もっている。

　すでに除雪されているため、車道に雪は少なかった。

　だが歩道には、除雪しきれなかった雪の塊かたまりが多く残されている。

　腕組みをしながら、弘樹は満足そうに頷うなずいて言った。

「まだ12月だってのに積雪とはねえ。北国の降雪は、気合いが入っててよろしい！」

　……確かに関東で12月から雪が積もっているのを見た事はない。

　しかし今年の関東に限っては、諸事情で８月頃に雪が降ったりもしているわけだが……まあ、それはノーカンにしておこう。

　俺達が積雪に感心していると、少し離れたバス乗り場から、ノンビリした声がする。

「あ～、冴上くん達だ～！」

　俺達が声の方角を振り向くと、そこに見慣れた面おも影かげがあった。

　肩にかかる程てい度どに伸ばしたストレートの黒髪。ヘアピンで留めた髪から覗のぞく耳には、ケルト十字のイヤリングをしていた。

　笑顔の絶えないスローペースなクラスメイト、雛ひな木ぎ加か苗なえである。

　雛木はその場で楽しそうにピョコピョコと跳はねて、こちらに手を振っている。

「お～い、バスはこっちだよ～！」

　どうやらそこが、俺達が目指していた無料バスのターミナルのようだ。

　バス亭前には雛木以外にも、もう１人の少女が立っている。

　背せ筋すじまで伸ばした白い髪。緑色の瞳ひとみ。赤色のファッション眼鏡めがねをかけた美しい少女である。

　彼女こそが、文化祭の劇で白雪姫の役をこなした少女────羽う鷺さぎ雪せつ名なであった。

　雪名と雛木は談笑しており、時とき折おりふざけ合ったりしている様よう子すである。

「……すっかり打ち解けてるな」

　そう言いながら、思わず俺は小さく微笑ほほえんでしまう。

　雪名は少し前まで────俺以外のクラスメイトとはロクに喋しやべる事が出来なかったのだ。

　塞ふさぎ込み。

　心を閉ざし。

　誰に対しても積極的に関わろうとはしていなかった。

　そんな雪名が、今では俺以外のクラスメイトである雛ひな木ぎと仲良くしているのだから感慨深い。

　不毛な雪合戦に耽ふけっている愛あい架かと明あく津つは放ほって置いて、俺と弘ひろ樹きは雛木達に合流する。

　雛木は俺達の姿すがたを確認すると、はしゃいだ様よう子すで言った。

「これで全員が揃そろったみたい。いやいや～、無事に札幌さつぽろまで辿たどり着けて、良かったですな～」

　のんびりした雛木の口調につられ、俺も微笑ほほえんで答える。

「そうだな。それにしても、北国の寒さは厚着しててもこんなに堪こたえるとは……」

「うむむ～。残念ながら、私のお祖ば母あちゃんが住んでる町は、ここよりも寒い場所なんだよ。ちゃんと暖かくしておいてね」

「こ、ここよりも寒いのか。うーん。山間部にある旅館だって聞いてたから、ある程てい度どは寒い事を覚悟しておいたんだけどな」

　俺は鞄かばんの中から、カイロを取り出しておこうかと考え始めてしまう。

　ふと思い至り、俺は今いま更さらながらな礼を雛木に言う事にした。

「悪かったな。クリスマスシーズンの……しかも新幹線開通記念のかき入れ時に、無賃宿泊の団体客が押おしかけててさ。迷惑だとは思ったけど、俺もつい無料って誘惑に負けて……」

「そんな事、気にしなくて良いってお祖母ちゃんが言ってたよ。冴さえ上がみくんが来るって話したら、お祖母ちゃんがすぐに快かい諾だくしてくれたの」

「ん？　何で俺が行くってわかると、すぐに快諾してくれるんだ？」

「え、あ、その、それは……！」

　雛木は言葉に詰つまり、赤面して俯うつむいてしまう。

「うむむ～。と、とにかく大丈夫だから、気にしなくて良いから！」

　両手を振り回しながら、雛木は喚わめくように言う。

　俺は雛木の様子を怪け訝げんに見やりながら、今度は雪せつ名なに話しかけた。

「新幹線。近くの席にいなかったから、乗り遅れたんじゃないかと心配してたけど、杞き憂ゆうだったみたいだな」

「うん。カナエちゃんと一いつ緒しよの席に座れたから、ずっとお喋しやべりしてたんだよ」

　小柄な雪名は俺を見上げて、照れ笑いながら言った。

　心から嬉うれしそうに笑っているその表情を見ていて、新幹線での雛木との一時が、雪名にとってどれだけ幸せなものであったのかが窺うかがえた。

　もしかしたら雪名にとって、同性の友人というものは雛木が初めてなのではないだろうか。

　男の俺と話していた今までよりも、気兼ねない同性同士の会話が出来るのかもしれない。

　そう思うと、少しだけ複雑な気持ちになってしまう。

「何だかな」

「？」

　自分でもよくわからない感情だった。

　雪せつ名なが徐々に自分から離れていってしまうような気がして、不安に似た気持ちで、胸の奥が少しだけ苦しくなる。雪名にとって今の傾向は、良い事のはずなのだが……。

「────何だ、あの着ぐるみ連中？」

　俺の思考に、ふと弘ひろ樹きの呟つぶやきが割って入ってきた。

　俺達は、弘樹が注目している先に視線を向けた。

　……隣となりのバス停には、丁ちよう度どバスがやって来たばかりのようだった。

　そのバスに乗り込もうと列を作っている、奇き妙みような団体がいる事に気が付いた。

　彼かれ等らは３人だ。異様な事に、その内の２人が〝クマの着ぐるみ姿すがた〟なのである。

　愛らしい表情に虚うつろな目。遊園地で子供に風船でも配っていそうなクマのマスコット達だ。いくら北海道が寒いからと言って、着ぐるみを防寒着代わりにしているわけではないだろう。着ぐるみ姿の彼等は、やけに重たそうなリュックサックを背負っている。

　俺は思わず呟いてしまった。

「……何かのイベント会場のマスコットか？」

　クマの着ぐるみを着た団体の最後尾に１人だけ、着ぐるみ姿ではない人物がいた。

　茶に染めたショートツインテール。微睡まどろんだような双そう眸ぼう。

　珍しかったのは彼女の服装である。

　こんな極寒の地で、少し着崩くずした、寒そうな青の着物姿であった。

　キャスター付きの大きな赤いスーツケースを引いているのを見るに、俺達と同じく旅行者なのだろうか。しかしその異様な雰ふん囲い気きからして、ただの旅行者であるとは思えない。

　否いや応おうにも目立っているクマの団体を、俺達以外の通行人達も怪け訝げんそうに見ていた。

「ありゃなんつーか、愉快なクマちゃん達と、和装の女の子御一行様かい？」

　弘樹が言う通り、最後尾の少女の年頃は中学生くらいに見えた。愛あい架かと同じ年代だろうか。

　顔をしかめている弘樹が言った。

「なんだか薄うす気き味み悪わるい集団じゃないのさ。怖こわい話にでも登場しそうな連中だな」

「……近くに遊園地でもあるんじゃないのか？　アルバイトに向かうところとか」

　俺の予測を、弘樹は嘆たん息そく混じりに否定した。

「現地に着く前から仕事着を着用とか、随ずい分ぶんと気合いの入ったアルバイトじゃないのさ。って、おやおやおや～、あの子ったら俺達の方を見てるじゃないの！」

　気が付くと、最後尾の少女は薄く微笑ほほえみながら、俺達に向かって小さく手を振って見せている。俺や弘樹に見られているのに、気が付いていたようだ。

　弘樹は鼻息を荒くして興奮していた。

「おい、こっちに向かって手ぇ振ってるよ！　きゃ～わゆい！」

「……薄うす気き味み悪わるいんじゃなかったのかよ」

　クマの団体が乗ったバスが、遠くに去って行くのを見送った頃だった。

　ようやく、俺達が待っていたシャトルバスもやって来た。

　外の寒さに耐えかねていた事もあり、俺はバスに駆かけ込みたい気持ちだった。

　雪せつ名なと雛ひな木ぎがバスに乗り込んだところで、俺と弘ひろ樹きは、未いまだに背後で雪合戦をしている愛あい架かと明あく津つに声をかけた。息を切らしながら睨にらみ合っていた２人だったが、バスの到着に気付き、慌あわてて荷物を拾って駆け寄って来る。

　俺達全員がバスに乗り込んだので、ようやくバスの扉が閉まった。

　クリスマス・イブの前夜。

　俺達を乗せたバスは、やがて来る聖夜に賑にぎわう街並みを走り出した。
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　シャトルバスは札幌さつぽろ市内から離れ、山間部の山路へと入って行った。

　除雪された道を走ってはいたが、道路から少し外はずれれば、そこは一面の雪景色になっている。積雪も、目算で30センチメートルくらいはあるだろうか。

　周囲は完全に雪国の光景だった。

　山間部という事で、雛木が言っていた通り、市内より冷え込みも厳しいようだ。バスの暖房が効きいているとは思えない程ほど、車内は肌寒くなってきている。

　やがてバスは、旅館近くのパーキングに辿たどり着いた。

　バスを降りてから、俺達は荷物を持って、旅館までの道のりを少しだけ歩く事になる。

　バスを降りてしばらく歩いた頃だった。

「…………っ！」

　俺は一いつ瞬しゆんだけ、激しい頭痛を感じて立ち止まる。

　だがその頭痛はすぐに和やわらぎ、霧む散さんしていった。

「……もしかして眼がん精せい疲労ってやつか？　なんだか眼の奥がズキズキ痛むな」

　頭痛の後に目が充血し始めたのか、視界が全体的に赤みがかったように感じた。

　乗り物内で、本を読みすぎたせいかもしれない。

　俺は痛む眼球の奥をほぐそうと、瞼まぶたを閉じて眼の周囲を指圧する。

　弘樹が俺の傍かたわらでぼやいた。

「あれま、こりゃあいかにも観光地だ！」

　弘樹が見渡している周囲の景色は、完全に観光化された温泉街と言える。

　土産みやげ物もの屋や郷土料理の飲食店が建ち並んでいた。それらのネオンに囲まれながら、俺は「明日どこへ立ち寄ろうか」という計画を立てる事に胸が躍おどった。

　やがて、先頭を歩いていた雛ひな木ぎが、旅館の１つを指差して言った。

「あの〝和わ水すい亭てい〟っていう旅館が、私のお祖ば母あちゃんがやってる旅館だよー」

「わわっ！　すごいじゃん！　大きいじゃん！」

　俺の傍かたわらを歩いていた愛あい架かが、歓喜の声を上げた。

　愛架が言う通りだった。

　雛木のお祖母ちゃんがやっているという旅館は、立派な屋や敷しきと言った佇たたずまいである。

　入り口には大きな提ちよう灯ちんが吊つられており、和わ傘がさやコマなどが飾り付けられている。二重の引き戸になっている入り口の扉を開けると、赤い絨じゆう毯たんの敷き詰つめられた、広いロビーになっていた。

　雛木と雪せつ名なは、気兼ねなく引き戸を開けて旅館内へと入って行く。

　その後に俺も続こうとするが……入り口で立ち止まってしまう。

　思っていたよりも遥はるかに豪勢な旅館だったため、貧乏性の俺は心配になって呟つぶやいてしまう。

「こ、これ、ホントに無料で泊まっていいのか……？　確認した方が良くないか？」

「あぁ？　何言ってんだ、てめえ。そんなのめんどくせえよ」

「だいじょぶだよ、だいじょぶ！」

　俺の心配など露知らず、愛あい架かと明あく津つは早々に入り口の引き戸を開けてロビーに入って行く。

　あの２人、妙みように息だけは合ってるが、仲が良いのか悪いのか……。

　ともかく言葉を失って立ち尽つくしていた俺だったが、覚かく悟ごを決めて旅館に入る。

　明津や愛架に遅れて〝和水亭〟に入ると、ロビーに和服姿すがたの女将おかみらしき老婆が立っていた。しばらく女将と雛木が話し込んだ後だった。

　老婆は俺達の方に向き直って、丁寧なお辞じ儀ぎをしてみせる。

「ようこそ、和水亭へ」

　女将は、絵に描いたような優しいお祖母ちゃんと言った顔で微笑ほほえんでいた。

　その温かい雰ふん囲い気きは、どことなく孫である雛木にも通じている。

「あなた達が加か苗なえちゃんのクラスのお友達なのね。関東から遠路はるばる、いらっしゃい。どうぞ上がって頂ちよう戴だいな。お金なんて取らないから安心して。何にもない田舎いなか町まちだけど、楽しい冬休みの思い出作りに、うちでゆっくりしていってね」

　女将さんはロビーの奥に掛かけてあった２つの部屋の鍵かぎを手渡してくる。

　男子グループと、女子グループで部屋を分けたのだと言う。

　男子グループは、俺と弘樹と明津の３人。女子グループは雪名と雛木、そして愛架の３人だ。

　鍵を受け取り、俺達は女将さんに礼を言ってから、荷物を持って部屋へ向かう。

「あなたが、羽う鷺さぎ雪名ちゃん？」

　部屋へ向かおうとしていた雪名を、ふと女将さんが呼び止めていた。

　呼び止められた雪名は、怪け訝げんな顔で立ち止まって答える。

「そ……そうですけど」

「なるほど可愛かわいらしいのねえ」

　女将おかみさんは腕を組んで、雪せつ名なの姿すがたを頭から足先まで興味深く観察し始めた。

　ひとしきり雪名を観察し終えた頃、女将さんは、今度は雪名の傍かたわらに立っていた俺を見る。

「そしてあなたが、冴さえ上がみ誠せい一いち君？」

「はい。そうですけど」

「やっぱりね。加か苗なえちゃんから聞いていた通りの子だわ」

「はあ……」

　女将さんは、こっそりと俺に耳打ちをしてきた。

「加苗ちゃんの事よろしくね。何なら加苗ちゃんと２人きりの部屋も用意するわよ？」

「え……？」

　俺がその言葉の意味を理解するより早く、悲鳴のような雛ひな木ぎの声が近付いて来る。

「んも～、お祖ば母あちゃん！　そういうの止めてって言ってるでしょ！」

「あらあら、ごめんね加苗ちゃん。じゃあ皆さん、ゆっくりしていってくださいね。ふふふ」

　女将さんは悪戯いたずらそうに微笑んで、小走りにロビーの向こうの事務室へと去って行く。

　雛木は顔を真っ赤にしながら息切れしている様よう子すだった。

　呆あつ気けに取られていると、廊下の向こうから弘ひろ樹きの声が聞こえてきた。

「お～い、誠一ちゃん。何を突つっ立ってるのさ。俺達の部屋は２階だってさ。置いてくぞ～」

「あ、ああ。今行くよ」

　女子グループの雪名と雛木が、別方向に歩いて行く。

　その姿を見送った後に、俺は自分の荷物を抱かかえて弘樹の背中に続いた。
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　部屋は畳たたみの和室だった。

　雪ゆき見み障しよう子じの向こうに、旅館内の積雪した日本庭園が見下ろせた。

　風ふ情ぜいのある眺ながめである。この位置で読書したら、さぞかし気分が良いだろう。そんな事を考えながら、俺は部屋の隅すみに荷物を置いた。

　荷物を置いた俺達は早速、鉄板である室内の設備チェックを始めた。

　有料の飲み物が入っている冷蔵庫。

　見知らぬローカル番組を放送している液晶テレビ。

　コタツにミカンと、完かん璧ぺきな布ふ陣じんとなっているではないか……！

　室内の設備をあらかた確認し終えたところで、俺達は奇き妙みような満足感を得る。

　弘樹が天井の木目を見上げてぼやいた。

「畳たたみの匂においだ。内ない戦せん前に行った、祖ば母あちゃん家ちを思い出すぜ。良いなあ……」

「アホの幸ゆき村むらなんかと意見が合っちまうとは、俺もヤキが回ったかもしれねえぜ」

　舌打ち混じりに、明あく津つが毒づいた。

　畳の上を堪たん能のうした後、俺達は部屋の隅すみに畳たたんであった浴衣ゆかたに着替えた。

　すると急に、着込んでいた衣服の重みから解放された気がした。

　長い移動時間で疲れていたせいか、そのまま再び畳の上でゴロゴロしてしまう。

　畳の上で蕩とろけるように、俺達が緩ゆるんでいる時だった。

「失礼します」

　部屋の入り口の襖ふすまが開かれる。

　姿すがたを現したのは、割かつ烹ぽう着ぎの仲なか居いさんである。

「！」

　現れた仲居さんの容よう貌ぼうの異様さに、俺達は同時に驚いた顔をしてしまう。

　仲居さんは、俺達と同じ年代くらいの少女だった。腰こしまで伸ばした長い黒髪。人懐なつっこい優しい顔立ち。しかし────少女は〝隻せき眼がん〟であった。

　閉ざされた左ひだり瞼まぶた。額ひたいから左頰ほほにかけて、直線の古い切り傷があった。

　異様な容よう姿しに気け圧おされ、誰もが言葉を吞のみ込んでしまう。

　そんな俺達の態度を感じてか、仲居さんの少女は困ったように微笑ほほえんで言った。

「ごめんなさい。こんな顔、やっぱり驚きますよね」

「あ……いや、すいません」

「良いんですよ。私がお客さんでも、たぶん驚きますから」

　隻眼の仲居さんは、もう一度、俺達に頭を下げて言った。

「私は相あい原はら夕ゆう。今日からこの旅館に勤めている、新人の仲居です。粗そ相そうがありましたら、遠慮なさらずにおっしゃってくださいね」

　相原夕と名乗った仲居さんの少女は、下げていた頭を持ち上げて微笑んだ。

　俺は失礼な態度を取ってしまった自分を恥じた。

　自分の落ち度を誤ご魔ま化かしたかった気持ちがあったせいか、何とかその場を取り繕つくろいたくて、無理に会話を続けようとしてしまう。

「えっと……相原さん？」

　たじろいでいる俺を見て、相原はクスリと微笑んで言った。

「はい、何でしょう」

「……上う手まく言えないんだけど、俺達と同じ歳くらいの君みたいな子が働いてて、その上こうしてもてなされるなんて、なんだか妙みような気分でさ」

「ああ。確かにそうかもしれませんね」

　相原は納得した様よう子すで答えた。

「私……色々あって、今は学校に通ってないんですよ」

「……そうなのか」

　俺は語尾を濁にごしてしまう。益ます々ます気まずい雰ふん囲い気きの会話になってしまいそうだったからだ。

　だが相あい原はらは、俺の懸け念ねんを吹き飛ばすような明るい口調で続けた。

「そうなんです。だからせめて自立したくて、こうして働き始める事にしたんですよ」

　相原は優しげに目を細めた。

「……人生をもう一度だけやり直してみようって、やっと思えるようになったんです。もしも立ち直る事が出来たなら、傷付けてしまった人に……本当の気持ちが伝えられるかと思って」

　言いながら、相原は僅わずかに頰ほおを染そめているように見えた。

　俺は口を閉ざした。俺だけではない。明あく津つや弘ひろ樹きも同じように黙った。

　この旅館で働き出した相原が、どんな過去を背負っているのかはわからない。

　しかし左眼の傷といい。口振りといい。

　俺達のような他人が、簡単に深入りして良い事情ではないだろう。

　東とう京きよう内ない戦せんで家族を失った俺達だって、簡単に他人に踏み込まれたくない事情を抱かかえているのだ。その気持ちを理解していたせいか、俺達は自然と沈黙したのである。

　相原は、ふと思い出したように１つしかない目を見開いた。

「いけない。私ったら、つい余よ計けいな話ばかりして。肝かん心じんな用事の方を忘れてました」

　相原は姿勢を正して言った。

「お夕飯の支し度たくが調ととのいました。１階にある桜さくらの間までお越しください。それをお伝えにまいりました」

　そう告げると、相原夕は上品に襖ふすまを閉めて去って行く。

　相原が去って行った後、俺達はしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　だがポツリと、弘樹が言った。

「……何だか、俺達より大人おとなっぽい子だったよなあ」

「……ケッ」

　言葉を失った様子の明津だったが、頭を搔かきながら、態度だけで弘樹の意見を肯定していた。
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　宴会場に置かれた無数のテーブルの１つに、俺達６人が座っていた。

　テーブルの上に並べられた野菜や魚。そしてご当地グルメの牡ぼ丹たん鍋なべ。

　談笑しながら鍋をつつく俺達は、みんな満まん悦えつの顔だった。

　しかし俺の斜め向かいに座っている雪せつ名なは、何な故ぜかお通つ夜やのように沈痛な面おも持もちだった。

　浴衣ゆかた姿すがたの雛ひな木ぎが困った顔で、隣となりに座っている涙目の雪名に言った。

「雪せつ名なちゃん……？」

　落ち込んでいる様よう子すの雪名は、煮えた鍋なべを見下ろしたまま黙っている。

　悲しそうに眉まゆ尻じりを下げ、雪名はいつまでも、大事そうに〝サツマイモ〟を抱きしめている。

「あのね、雪名ちゃん。お菓子や食材の持ち込みは良いって言われてたけど……お鍋だから、焼き芋いもは出来ないんだよ？」

「…………うん。そうみたいだね」

　ジワッと、雪名の瞼まぶたにさらなる涙が滲にじんだ。
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　以前、俺と雛ひな木ぎと雪名は、学校帰りに焼き芋を買い食いした事があるのだ。その時から、雪名はすっかり焼き芋の魅力に取り憑つかれ、家でも時々作っては食べていたらしい。

　この旅行でも、雪名は焼き芋を食べる事を楽しみにしていたのだろう。

　雪名は焼き芋が食べたい一心で、サツマイモを鞄かばんの中にねじ込んできていたようだ。

「へへへ。師し匠しよう、諦あきらめんのはまだ早えってもんですぜぇ」

　落ち込んでいる様子の雪名に、向かいの席に座っていた明津が話しかけた。

　明津は強気に微笑ほほえむと、目つきの悪い眼まな差ざしに光を宿して言った。

「この明津憲けん剛ご。伊だ達てに〝炎ほのおの符ふ術じゆつ士し〟を名乗ってねえってもんです。炎使いの俺の手にかかりゃあ、クソ芋の１つだろうが２つだろうが２兆個だろうが、全焼全ぜん壊かいってもんですぜ！」

「全壊は駄目だろ」

「っせークソ冴さえ上がみ！　だぁってろ！」

　俺のツッコミに、明あく津つは舌打ちをする。

　明津はその場で身を乗り出すと、浴衣ゆかたの袖そでを捲まくし上げて雪せつ名なに言った。

「師し匠しよう、そのクソ芋いも野郎の始末は俺に任まかせてください！　これでもかってくらい、ギッタギタのホックホクにしてやりますから！」

「……ホント？」

　雪名は一ひと筋すじの光こう明みようを得たように、期待に輝かせた目で明津を見上げる。

　手にしていたサツマイモを、雪名は明津に差し出して微笑ほほえむ。

「ありがとうね、明津君」

「う……ぐぅ……！」

　雪名に礼を言われた明津は照れくさかったのか、頰ほおを紅こう潮ちようさせながら額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべる。

　雪名からサツマイモを引ったくるようにして、明津は大おお股またで宴会場を後にして行った。

　……明津の姿すがたが消えてからしばらくして、厨ちゆう房ぼうの方から大声が聞こえた。

「うおおおああああ！　爆ばく！」

　厨房の方から、ちょっとした爆音と悲鳴が聞こえる。

「何！　何か今、この人ったら炎ほのおみたいなのを出さなかった！」

「まあ何してるんですか、お客さん！　きゃあ、なんて凶きよう悪あくな顔！　まさかヤクザ！」

「んだよお、てめえらは！　俺はクソ芋に焼き入れてるだけだろ！　見てわかんねえのか！」

「クソ芋に焼き入れるだなんて、きっと放火を意味するヤクザ語に違いないわ！　それに何よそれ、新開発のサツマイモ型麻薬なんじゃないの！　やだ怖こわい！　ヤクザ超怖い！」

　厨房の方から聞こえるやり取りを聞く限り、騒ぎになり始めたようだ。

　明津に頼んでしまった手前、雪名は青ざめている。

　沈痛な面おも持もちで、明津と旅館従業員達のやり取りを耳にしていた俺や雛ひな木ぎ。

　やがて、俺の隣となりに座っていた弘ひろ樹きが立ち上がった。

「……馬ば鹿かを止めてくる」

「任せた、弘樹。お前の適当な性格なら、どんな修しゆ羅ら場ばでも凌しのげるはずだ！」

　去って行く頼もしい弘樹の背中を見送りながら、俺は拳こぶしを固めて応援していた。

「ねえ……誠せい一いち？」

「ん？」

　正面に座っていた浴衣姿の愛あい架かが、何やら改まって俺に話しかけてきた。

「……今日、誘ってくれてありがとうね」

　愛架は、照れくさそうに微笑んで続けた。

「劇の賞金を使って、温泉旅行の交通費を出してたんでしょう？　関係ないあたしの分も出したら、結局は誠一だけ損しちゃってるじゃん。あたしなんかを誘って良かったの？」

「細かい事は気にするなって。お前１人分の旅費くらい、出すのはそんなに難しい事じゃないさ。それに俺１人がクリスマスに旅行してたら……お前が家で独ひとりぼっちだろ」

「……誠せい一いち」

　愛あい架かは少しだけ、頰ほおを赤く染そめて言った。

「大勢での夕飯って楽しい。何だか、お父さんとお母さんがいた頃を思い出す」

「……そうか」

　俺は言葉を濁にごしてしまう。

　俺達兄妹にも、かつては父親と母親がいた。

　最後に家族揃そろって夕飯を食べたのは、何年前の事だっただろうか。定かではない。

　母親がいなくなってからこれまでずっと……冴さえ上がみ家の食卓は、俺と愛架の２人きりだった。

「なあ、愛架」

「ん？」

「……親父おやじと母さんがいないのは、やっぱり寂さびしいか？」

　５年前の東とう京きよう内ない戦せん。俺達兄妹は、最後の肉親を失った。

　この世に家族と呼べるものは、もはや俺と愛架の２人きりになってしまった。

　愛架がそれを寂しいと感じないように、努力してきたつもりだった。

　これからも、その姿勢を変える気はない。

　それでも俺は、妹に辛つらい思いをさせているのではないか。いつもそれを気にしていた。

　だが愛架は、俺の心配が杞き憂ゆうであるように微笑ほほえんで見せる。

「大丈夫。あたしは独りぼっちじゃない。こんなに優しいお兄ちゃんがいるもん」

　愛架の微笑みで、俺の気持ちはいつも軽くなる。

　妹を救っているのか。自分の方が救われているのか。

　時々、自分でもよくわからなかった。




　　　　■■■




　夕飯が終わってから、俺達はそれぞれの部屋に戻って行った。

　お楽しみの温泉に入れる時間になるまでの間を、思い思いに過ごし始めた。

　俺は勿もち論ろん、部屋で静かに読書をしようと思っていたのだが……弘ひろ樹きが点つけているテレビ番組が煩うるさくて、それどころではなかった。

　堪たまらず部屋を飛び出して来た俺は、静かなロビーホールにソファを見つけた。

　そこに深々と腰こしかけ、黙々と読書に耽ふけっているところだった。

「こんなところにいやがったのかよ、冴上」

「んー。なんだよ、明あく津つ」

　顔を見ずとも、話しかけてきた人物が誰かなど簡単にわかった。

　俺は読んでいたページにしおりを挟はさみ、本を閉じる。

　そうしてから、ソファの傍かたわらに佇たたずんでいる明あく津つを見上げ────青ざめる。

「な……何なんだ、その形容しがたい可愛かわいい寝間着は！」

　俺は明津の着ている寝間着を凝ぎよう視しした。

　明津は旅館が用意した浴衣ゆかたに着替えず、わざわざ自前の寝間着を着ていた。

　その寝間着は、白地にピンクのハートマークを散りばめた、ファンシーなデザインだった。

「あ？　こいつか？」

　明津は鼻を擦こすり、照れながら言った。

「マジ良いだろ？　パねえイカスよな」

　俺は絶句し、その場で硬直してしまう。

　……どうしよう。明津の口ぶりは本心からそう思っているように聞こえた。

　はっきりと〝もの凄すごく似合わない〟だなんて、口が裂けても言えそうにない。

「んな事よりも、ちょっとこの算数ドリル教えろや」

　そう言って、懐ふところから小学３年生の算数ドリルを取り出す明津。

　とうとう俺は耐えきれなくて、吹き出してしまう。

　明津は額ひたいに青あお筋すじを浮かべて言った。

「んで吹き出してんだあ、てめえ……！」

「いやだってお前、いきなり小学３年生の算数ドリル取り出されたら、そりゃあな」

　何なのだろう。明津は俺を笑わせに来たのだろうか。

　しかし明津は大おお真ま面じ目めに、拳こぶしを握りながら力説する。

「仕方ねえだろ！　師し匠しようの言ってる事が難し過ぎんだ！　数秘術アルケニツクを学ぶためにはまず、算数から勉強しなきゃなんねえんだよ！」

　いつも明津が雪せつ名なを「師匠」と呼んでいる事もあり、明津が雪名に弟で子し入りをしている事は、クラスの誰もが知っている周知の事実だ。

　しかし明津は、具体的に雪名から何を学んでいるのか。

　それを知っているのは、おそらくクラスでは俺と雛ひな木ぎだけのはずだ。

　最近知った呼び方を使えば────数秘術アルケニツク、と言うらしい。

　万物は〝無ス次カ元ラ数ー〟という、目に見えないエネルギーを材料に形作られている。

　あらゆるものがスカラーによって出来ており、その構造は数式と数値ステータスで書き表す事が出来るのだ。雪名が使う数秘術アルケニツクと呼ばれる力は、スカラーで出来た構造体に対して、その数式や、数値ステータスを書き換える事で、超常の力を発現させる代物であるらしい。

　簡単に言ってしまえば〝数値制せい御ぎよ〟の力だ。

　一見して万能の力に思えるが……誰かが書き換えた数値ステータスは、どう書き換えられているのかを解かい析せきしなければ上書き出来ないとか、数値ステータスを大きくする場合に関しては、足りない分のスカラーが必要になるとか。実際には様々な制約条件があったりもするらしい。

　ともかく一般人の俺から見れば、魔ま法ほうと大差ない代しろ物ものである。

「お前……本当に雪せつ名なに弟で子し入りしたのか？」

　俺は改めて不ふ思し議ぎに思い、明あく津つに問いかけてしまう。

「たりめえだろ。俺は今よりも、もっと強くなりてんだよ」

　明津はローテーブルを挟はさんだ向かいのソファに座る。そうして俺に言った。

「生あい憎にくと、俺に符ふ術じゆつを教えてくれた元ジ師ジ匠イは死んじまってるからな。これ以上、１人でいたって異能の力は学べねえ。幸いにも身近に、あんな強力な数秘術アルケニストがいるんだぞ。地上最強と名高い、教団の13執行官達に匹ひつ敵てきする程ほどの術者だ。放ほっておく手はねえだろが」

「でもお前って、確か符術とかいうのを使ってるんだろ。よくわかんないけど、雪名の使う術とは、また違う系統の術なんじゃないのか。弟子入りなんて出来るもんか？」

「あー、そんな事か。まあ確かに術の系統は違うが、根は一いつ緒しよってとこだ」

　明津は面めん倒どうそうに頭を搔かき毟むしった。

　持ってきていた鉛筆の先端を俺に向け、明津は説明を始めた。

「冴さえ上がみにはピンとこねえ話かもしれねえがな。社会の暗部には、大昔から異能の力が数多く実在したんだよ。エノク魔術、黒魔術、アブラメリン魔術、ネクロマンシーや降こう霊れい術とか、まあ言いだしゃキリがないから他色々だな。俺の符術だってその内の１つってとこだ」

　俺は何となく明津の言い回しが気にかかり、尋たずねてしまう。

「実在したって、どうして過去形で話してるんだ」

「理由は２つだ。１つは、こうした術を使える奴やつが、後継者不足で減ってきたから。もう１つは、数多くあった術式も、現代じゃだいぶ〝統とう廃はい合ごう〟されて整理されてきたからだ」

　明津は皮肉っぽく肩を竦すくめてから続けた。

「それぞれの術が別物だって考えんのは、もはや大昔のジジィ共の価値観だ。近年は科学の進歩に伴い、どんな術も、やってる事が〝万物の根源スカラーの制せい御ぎよ〟でしかねえ事がわかってきてる」

　つまり明津は……科学の進歩のおかげで、今まで別物だと思われていた多くの術が、実はスカラーを操あやつるという点で同じだという事が判明した、そう言っているのだろうか。

　明津に言われて、俺は思い出す。

　以前、俺は雪名から、「これまで物理の世界で暗黒物質ダークマターとか暗黒ダークエネルギーと呼ばれていた存在の正体がスカラーなのだ」と聞かされている。

　しかしスカラーの存在は、まだ世の中に正式発表されていないはずなのだ。

　何な故ぜなら東とう京きよう内ない戦せんによって、その研究成果は全て新しん宿じゆくの地下に埋まい没ぼつしてしまったのだから。

　明津が言う「科学の進歩に伴って」というのは、公になっていないその研究の事だろうが……〝社会の暗部〟とやらでは、一般的な知識になっているのだろうか。

　明津は苦笑を交まじえて続けた。

「今の時代は、似た術同士が混じりあって新体系を創ろうとしてる、ってとこだな。俺が知ってる中でも、最近じゃ黒くろ魔ま術じゆつと符ふ術じゆつの合成術ハイブリツドを編み出して、黒符術士ダーカーストなんて名乗るおかしな奴やつがいるくらいだ。もはや旧来の術体系なんざ形けい骸がい化してんのよ。俺だって、符術って名前の力を使ってはいるが、その気になりゃ黒魔術だって同じ要領で使えるだろうよ」

　明あく津つの講釈を聞いていた俺だったが、それでもイマイチ納得がいかない。

「どんな術式も同じ事をやってるって……少なくとも俺から見れば、明津の符術と、雪名の数秘術アルケニツクとじゃ、全然同じものだとは思えないけど。そんなもんなのか」

「前にも言っただろ。理解してなかったのか？　外国語みたいなもんだ。違う言語を使ってても、話してる内容は同じ。様式に違いがあるだけで意味は同じだ。本当は今までみんな同じ力を使ってたのに、それぞれ呼び方が違ってたんだよ」

　明津は面めん倒どうそうに嘆たん息そくを漏もらした。

「そうさな。例えばだ。数秘術アルケニツクで使う数字表記なんかもそうだろ」

　明津は算数ドリルを開いて言った。

「この算数ドリルに書かれているように、俺達がよく知ってる数字表記ってのはアラビア数字だ。だが一ひと口くちに数字と言っても、世の中にゃローマ数字とかヘブライ数字とか〝書き方〟が色々あんだ。でも数多くある数字表記の中でも、師し匠しようが主おもに使ってるのはアラビア数字だろ」

　確かに明津が言うとおり、雪名が使う数字は、アラビア数字である。

「仮にだ。別の国にも数秘術師アルケニストがいたとして、そいつは師匠とは違った数字表記で術を使うかもしれねえ。でも、数字の書き方が違ったところで、やってる事はどちらも同じ数秘術アルケニツクだろ。両者は違う様式に見えて、実際は同じ術式を使ってるってぇわけだ」

　明津はローテーブルの上に、算数のドリルを放ほうり投げる。

　そうして続けた。

「さらに、もっとてめえが直感的にわかるところで言えば……そうだな。確か、冴さえ上がみにはスカラーの異常が視みえるんだったな。赤い光の幻像みたいな姿すがたでよ」

　明津の言う通り、俺にはささやかな才能がある。

　空間中のスカラーが、異常に濃かったり傷付いていたりすると、俺にはその様よう子すが幻まぼろしのような数値になって視えてしまうのだ。雪名には〝霊れい感かんが強い〟せいだと言われている。

　ようするに、人には見えないものが視えてしまうという体質だ。

　明津は俺に問いかける。

「そのスカラーは、アラビア数字表記で視えてるんじゃねえのか？」

「……何でわかるんだよ。お前には視えないはずだろ」

「簡単だ。ようするに〝てめえが理解出来る形状〟でしか、スカラーは視えねえからだよ」

　明津は自分のこめかみに、人差し指を突つき付けて言った。

「スカラーってのは本来、姿すがたのない存在だ。だからてめえの脳みそは勝手に、脳内でそれを認識出来るように仮の形状を付与してんだ。スカラーの視みえ方だって人によるってこったな。でも喩たとえ人によって視え方が違ったとしても、スカラーはスカラーだろ。そういう理屈だと思え」

　明あく津つの難しい説明を聞いていた俺は、何だか軽い目め眩まいを覚えた。

「うーん。わかったような……わからないような」

　思考が多少混乱してはいるものの、俺はわかったところまでを整理して言った。

「とりあえず……明津の使ってる符ふ術じゆつと、雪せつ名なの使ってる数秘術アルケニツクは、様式の違いがあるだけで同じ事をしてるんだな。お前が雪名に弟で子し入り出来るんだっていう理屈はわかったよ」

　そう言ってから俺は、明津がローテーブルに投げた算数ドリルを拾い上げる。

「で、明津は数秘術アルケニツクと符術の違いでつまずいて、算数の復習から始めようってとこか」

「そんなもんだ。算数なんて、小学校くらいまでしかまともに勉強してねえからよ」

「お前って、なかなか勤勉で真ま面じ目めな奴やつだったんだな」

「……うっせークソ冴さえ上がみ、ほっとけ！」

　俺が褒ほめると、照てれた明津は悪あく態たいを吐ついた。

　明津の話を聞き終えた俺は、感かん慨がい深く腕を組んでぼやいた。

「けど面おも白しろいなあ。オカルト世界の常識も、時代に伴って変わってきたなんて」

「まあ、表社会が銃じゆうでドンパチやる時代に、裏だけいつまでも石と剣でどつきあってるわけがねえってこった。俺の符を刻んだ銃弾だんだってそうだ。元ジ師ジ匠イの時代は、化ばけ物もの相手に炎ほのお１発ぶちかますのに〝禁タ字リ刻ズ印マ〟を札ふだに手書きして、それを人力で投げ付けてたらしい。んなロートルな事やってられるかってんだ。銃弾に禁タ字リ刻ズ印マを刻きざみ込んで化物にぶち込んだ方が、よっぽど楽で早えだろ」

「おお。そう言われてみると、お前のやり方ってなかなか近代的で効率良いんだな」

「だろ？　これで刻こく印いん銃弾の加工費用が、もっと安く済めば完かん璧ぺきだったんだけどよ」

「タリ……何とかっていう刻印入り銃弾って、そんなに高いのか？」

「タリズマ。語源はタリスマンとかだったみたいだな。高いのはあったりめえだ。着弾した時の金属変形で刻印が潰つぶれないように特殊加工してあんだぞ。１発あたり２千円しやがる」

「高っ！」

　明津の銃弾数発分の値段で、今日の新幹線の往復料金が賄まかなえる金額である。

　……そう言えば、明津は闇やみの傭よう兵へい稼か業ぎようをしているらしいが、実は金持ちなのだろうか。

「それはそうとだ、冴上」

「ん？」

「最近、師匠がお前を見る目がおかしんだよ」

　唐とう突とつにそれを言い出す明津。

　明津は焦じれったそうに言った。

「何かよぉ、アレだ。ええっと、てめえの顔見ながら、顔赤くしてボーっとガンタレてたりとかよぉ。何かやたらに、てめえの事を意識してるっつーか。ありゃあえっと、何て言や良いんだ…………〝むかついてる〟って言やあ良いのか？」

「……雪せつ名なは俺にむかついてるのか？」

「だーもー！　上う手まく言えねんだよ。何で師し匠しようがそんな行動取らなきゃなんねんだ？」

　上う手まく言葉がまとまらないのだろう、明あく津つは頭を搔かきながら困ったように言った。

「まさかてめえ、師匠に〝変な事〟したんじゃねえだろうな……！」

「ちょ、そ、そんなわけないだろ！」

「本当なんだろうな……！」

　額ひたいに青あお筋すじを浮かべながら詰つめ寄ってくる明津。

　だが俺が黙り続けていると、明津は額に脂あぶら汗あせを浮かべ始める。

「んで黙んだぁ。ま、まさか師匠のちっちゃい身体からだで、ああ、あ、あんな事とかそんな事とかをしたんじゃねえだろうなあ……それで師匠は傷付いたりしてて……てめえ！」

「ご、誤解だ！　俺と雪名はそんなんじゃ！」

「うむむ～。何の話をしているのかな、２人共！」

「うわ！」

　いきなり横から話しかけられて、俺と明津はその場で飛び上がる。

「ひ、雛ひな木ぎ！　それに雪せつ名な！」

　明津との会話に集中していたため、すぐ近くに雛木がやって来ている事に気が付かなかった。

　雛木の背後には雪名もいた。

　話題の渦か中ちゆうにあった雪名の姿すがたを見ると、俺と明津は視線のやり場に困ってしまう。

　そこで俺は、雪名と雛木が入浴用のタオルを持っている事に気が付いた。

「ん？　これから温泉に行くのか？」

「あったり～！　これから私達、お風呂へ行くんだよ～！」

　俺達が会話している横から、駆かけ寄ってくるスリッパの足音が聞こえた。

　近くの売店でお土産みやげを見ていた愛あい架かである。愛架は、雪名達が入浴用のタオルを持っている事に気が付いて、表情を輝かせて言った。

「わわ！　お風呂入れる時間なんですね！　あたしも羽う鷺さぎさん達とご一いつ緒しよして良いですか！」

　雪名と雛木は顔を見合わせて微笑ほほえむ。そして雛木が愛架に答えた。

「別に許可なんて要らないよ。一緒に入ろ、愛架ちゃん」

「はい！」

　そこで愛架はふと、俺達の方を見やる。

　愛架は、明津の寝間着に気が付いて笑い転ころげる。

「ププ、プハハハハ！　何ですか、明津さん！　その恥はずかしい寝間着アハハハハ！」

　明あく津つは心底不ふ機き嫌げんそうに目元を陰かげらせた。

「……ああん？　何俺のイカした寝間着さん見て笑ってやがんだ、冴さえ上がみ妹……？」

　愛あい架かの笑い声を聞き付けたのだろう。

　偶然、近くに来ていた弘ひろ樹きが駆かけ寄って来る。

「良いな良いなあ、誠せい一いち君ばっかり女子と仲良くしちゃっててさ。俺も混ぜてくれよーって。ん、明津ちゃん？」

　明津を見た弘樹は、一気に唾つばを吹き出して仰のけ反ぞる。

「ブーッ！　ぎゃはははは！　何だよ明津ちゃん、栄養失調の狂犬みたいな顔してるくせに、そのラブリィなハートマークはさ！　似合わなすぎて腹痛えぎゃはははは！」

「でしょでしょ、似合わないですよねアハハハハ！」

　弘樹は愛架と一いつ緒しよに大笑いを始める。

「んだてめえら！　俺のイカした寝間着さんの何がいけねえんだよ、言ってみろ！」

　明津に首を締しめ上げられながらも、弘樹は笑いが堪こらえられない様よう子すだった。

　笑い転ころげている弘樹と愛架を見やりながら、雛ひな木ぎは俺に向かって手を振った。

「ほいじゃー冴上くん！　私達お風呂行って来るからね！　覗のぞいちゃ駄目だぞ～！」

　雛木は俺の肩を軽く叩たたき、雪名の手を引いて浴場の方へと去って行く。

　俺はとりあえず、ロビーで騒いでいる３人を黙らせる事にした。
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　ロビーで誠一達と別れた後だった……。

　雪名は鏡に向かい、備そなえ付けのリンスインシャンプーで髪を洗っていた。

　浴場に立ちこめる湯ゆ煙けむりの向こうから、雛木の間ま延のびした声が聞こえてくる。

「早くおいでよ～、雪名ちゃ～ん！」

「うん。待って！」

　雛木に呼ばれて慌あわてた雪名は、手前の蛇じや口ぐちのレバーを下げて、シャワーからお湯を出した。髪や四し肢しに纏まとわり付いていた泡あわを洗い流すと、雪名はその場で立ち上がる。

　鏡に映り込んだのは────華きや奢しやな少女の裸身である。

　発展途上の少女の身体からだとは言え、それでも肢体は女性らしいラインに括くびれていた。

　濡ぬれた白肌。水を滴したたらせている白い髪。シャワーの温水に温められた肌は、僅わずかに赤みが差している。雪名は長い髪を束たばねて持ち上げ、タオルで頭に巻いた。

　雛木の声が聞こえた方角へ向かうと、途中、先さき程ほどの雪名と同じように体を洗っている愛あい架かとすれ違った。愛架は小こ刻きざみに肩を震わせながら、ニヤニヤと頰ほおを弛し緩かんさせていた。

「くく、明津さんのあの寝間着。くくく。だめ、お腹痛い……痛いよぅ！」

　思い出し笑いに苦しんでいる愛あい架かを放置して、雪名は湯ゆ煙けむりの中を進んで行った。

　雪せつ名なはすぐに雛ひな木ぎの姿すがたを見付ける。

　雛木は、近くで笑い転ころげている愛架の様よう子すを見ていた。

「うむむ～。愛架ちゃん、まだ思い出し笑いしてるよ。よっぽどツボだったんだろうね」

　だがそんな事よりも雪名は、自分の目前にあるモノの方が気になっていた。

　雪名は────自分の胸と、雛木の胸を交互に見る。

　そして表情を暗くした。

「……男の子って、やっぱり大きい方が好きなのかな」

　雪名が小声で何か呟つぶやいたのに気が付き、雛木は振り返る。

「え？　何か言った、雪名ちゃん？」

「な、何でもないよ！」

　焦あせって取り繕つくろう雪名。その様子を不ふ思し議ぎそうに見ていた雛木だったが、やがて気を取り直し、拳こぶしを頭上にかざして言った。

「せっかくだから、外の露天風呂エリアへ行ってみようよ！　星が見えるかもしれないよ！」

　そう言った雛木に続き、雪名は室内浴場と屋外浴場を繫つなぐ引き戸を開けた。

　外からは冷たい風が吹き込む。積雪の風景の中で、裸のままでは寒さが堪こたえた。

　雪名と雛木は、キャッキャと楽しそうに笑いながら露天の岩風呂へと小走りした。

　２人は岩風呂の湯に足を差し入れ、やがて肩まで浸つかってから夜空を見上げた。

　生あい憎にくと雪雲に隠れ、星空に相あい対たいする事は出来なかった。

　それでも２人は幸せな気分で、温かい湯船の中でゆっくりと足を伸ばして弛し緩かんする。

「前から聞いてみたかったんだけど、雪名ちゃんはどうやって魔ま法ほう使いになったの？」

「ま、魔法使い？」

　気持ち良さそうに湯に浸かりながら、雛木は続けた。

「うん。私にはよくわかんないけど、雪名ちゃんって、魔法みたいな凄すごい力が使えるでしょ。そういうのって私、アニメとか映画の中の話だとばっかり思ってたから、興味あるんだ～」

「魔法……じゃないと思う。ちゃんと理論体系がある事象を扱あつかっているから」

「りろんたいけい？　うむむ～、魔法の世界の話は難しいんだのぅ」

　雪名は手の平で湯を掬すくい、それが溢こぼれ落ちるのを見下ろしながら言った。

「私は生まれつき、普通の人には見えないものが視みえて、それを操あやつる事が出来た。だから魔法みたいな力が使えるんだよ。お母さんの遺伝のせいだって聞いてる。使いこなすためには、勉強や訓練が必要だったけど。そんなに苦労はしなかったと思う」

「うむむ～。遺伝か～。羨うらやましい才能だねえ。でも訓練とかもしてたんだ」

「訓練と言えばいいのか……意識を集中したりするトレーニングかな」

　雪名は、少しだけ照れたように微笑ほほえんで言った。

「私の力はね、カナエちゃんが言うような、凄すごい力なんかじゃないと思う」

「え？　十分に凄い力だと思うけど」

「ううん。だってこんな力があっても、私は今まで誰の助けにもなれなかった。何も変えてこられなかった。いつも塞ふさぎ込んでるだけで……私は１人では何も出来なかったんだよ」

「……」

「けど、そんな私の全てを変えてくれたのが…………誠せい一いち君なんだ」

　雪せつ名なは、目を愛いとしげに細めた。

「彼がいなかったら、私はきっと、ずっと独ひとりぼっちだった。彼がいなかったら、私はここにいられなかった。全部。全部ね。誠一君のおかげなんだと思う。すごく感謝してる」

　惚気のろけるような雪名の言葉を聞いていた雛ひな木ぎは……少し悲しそうな顔をした。

　しばらくしてから、雛木は雪名の耳元で言った。

「雪名ちゃんはもしかして～」

　雛木は勿もつ体たいぶりながら尋たずねた。

「冴さえ上がみくんの事が好きになっちゃったのかな？」

「……え？」

　雛木の質問の意図をよく理解していない雪名は、キョトンとする。

「別に誠一君だけじゃなくて、カナエちゃんや明あく津つ君の事も好きだよ？」

「うむむ～。そういうんじゃなくて」

　雛木はニヤニヤ微笑ほほえんで尋ねる。

「雪名ちゃんは冴上くんの事が、〝男の子として好き〟なんじゃないですかな～？」

「～～～っ！」

　言葉にならない悲鳴を上げながら、雪名は一気に耳まで赤くなってしまった。

「冴上くんと付き合いたいとか～」

「！」

「冴上くんとキスしたいとか～」

「～～～～っ！」

　答えに困ってしまったのだろう、口くち籠ごもりながら涙目になっている雪名。

　わかりやすいその態度を見ていた雛木は、自分の胸の前で腕を組んで見せる。

「やっぱりそうなんだね」

　雛木はウンウンと頷うなずき、深く納得している様よう子すだった。

　雪名は火ほ照てった頭を冷却したかったのだろう、湯船に顔を沈めて、小さな唇くちびるからプクプクと気き泡ほうを出している。やがて雪名は、湯船から顔だけを覗のぞかせた。

　伏ふし目がちに、少し震ふるえる口調で答えた。

「よ、よく、わからないかな。男の子が好きとか……そういうのって、今まで経験ないから」

　お湯の中で膝ひざを抱かかえ、雪せつ名なは身を縮める。

　だが、雛ひな木ぎの追求は止まらない。

「いっつも冴さえ上がみくんの事ばっかり考えてない？」

「え……どうしてわかるの？」

「冴上くんを見てると胸が苦しくて、目を合わせてられないとかじゃない？」

「え……え……何でわかるの？」

　雪名は泣き出しそうな顔をして聞き返してしまう。

「……んもお、雪名ちゃんはかわゆいなあ！」

「ひゃあっ！　や、やめて、カナエちゃん！」

　雪名の細い腰こしに手を回し、頰ほおを近づけてくる雛木。それを振り解ほどこうと、雪名は必死に抵抗する。だが雛木よりも非力な雪名は、抵抗空むなしく、雛木の為なすがままだった。

「雪名ちゅわ～ん、モ～フモ～フ」

「やぁっ！　ひあ！　くすぐったい！」

　雪名は雛木に、容よう赦しやない頰摺ずりをされてしまった。

「ううう、もうやだ。カナエちゃんいじわるするから嫌きらい。私、お風呂先に出る」

　唇くちびるを尖とがらせ、拗すねた雪名は半べそで岩風呂を出てしまう。

　雛木は「え～」と残念そうに呻うめいた。

　去って行こうとした雪名だったが────ふと歩みを止める。

　雪名は浴場の壁かべに掛かけられた時計を見上げ、眉まゆをひそめた。

「……あの時計、何だか秒針がおかしい？」

　言われた雛木も、時計の秒針の奇妙な動きに気が付いた。

　時計が……反時計回りに動いている。

　まるで時間を遡さかのぼっているかのようだった。

「うむむ～。秒針が逆方向に動いてるね……壊こわれてるとか？」

「あんな壊れ方、起こり得るのかな」

　雛木と雪名は、壁の時計を見上げながら首を傾かしげた。




　　　　■■■




　旅館ロビーの土産みやげ物ものコーナーでは、ペナントや木刀といったお決まりの品の他にも、どこに飾れば良いのかわからない木彫りの熊の置物などが売られていた。

　俺は明あく津つと弘ひろ樹きの２人と一いつ緒しよに、そんな土産物コーナーを見て回っているところだった。

　当初はあまり土産物に興味がなかった俺だったが、今は真ま面じ目めに陳ちん列れつ棚だなを物色している。

　雪名へのプレゼントを選定するためだった。

　安直ではあるが、贈り物で雪せつ名なの機き嫌げんを取れないかと考えていたのである。

　……明あく津つに言われた事を、俺はあれから少しだけ気にしていたのだ。

「雪名が俺の事にむかついてる、か……」

　陳ちん列れつ棚だなに並べられた小物の１つを手に取りながら、俺は呟つぶやいた。

　明津の言っている事の真しん偽ぎは定かではない。

　しかし実のところ……全く思い当たる事がないわけでもなかった。

　何な故ぜなら、俺は雪名と、以前ある〝約束〟を交かわしているのだ。

　その約束は残酷だが、きっと今の雪名の希望にもなっているのではないかと思う。

　────殺害の約束。

　俺は雪名に誓ちかったのだ。無限の時間を生き続けなければならない不老不死の雪名を、その宿命から解放する。もしも雪名が望むのなら、俺が何とかして雪名を殺す。そんな約束を。

　もしかしたら雪名は今、こう思い始めているのではないだろうか。

　────そんな事、出来るわけがない。

「……」

　俺はただの高校生だ。

　雪名や明津のように、特とく殊しゆな術が使えるわけではない。

　大した力もなくて、目の前で傷付く大切な人達を、１人で守れる程ほどに強くもない。

　少し前に起きた事件で、俺はそれを痛感していた。

　だから俺は、不安に思い始めてしまっているのだ。

　雪名はもしかしたら────俺の事を疑い始めているのではないだろうかと。

　約束を守れるのか。守る気はあるのか。

　そんな風に俺を疑い始めた雪名は、俺に見切りを付けて……失望しかけているのではないだろうか。だから噓うそつきの俺に対して、否定的な感情を持ち始めているのかもしれない。それが明津の言う、俺にむかついてる理由なのだとすれば、俺は何１つとして言い訳出来ないだろう。

　……どうしたら雪名との約束を守れるのか。

　考えていなかったわけではない。むしろ必死に考え続けている。

　しかし図書館で調べ物をしたり、インターネットで情報を集める程てい度どでわかる単純な調べ物ではないのだ。調べる当てがなく、行き詰づまりつつある状況にあるのは間違いなかった。

　もしも俺に約束が守れないのだと確信したら、雪名はどうするのだろう。

　俺の前から消えて……また１人、孤独な無限の時間を生き続ける事を選ぶのか。

「……雪名」

　俺は無意識に、彼女の名を呟いてしまっていた。

　……ともかく今は、俺が沈み込んでいても何も解決しない。

　俺は引き続き、雪名へのプレゼントを選び始めた。

「とは言え……何を贈ったら喜ばれるんだろう」

　思っている事が口から出てしまう。

　妹の誕生日以外で、誰かに贈り物をした経験などなかった。妹に贈り物をするのと、クラスの女子に贈り物をするのとでは、やはり意味合いが全然違う気がした。

　それでも俺は、わからないなりにでも品選びに真剣だった。

　品定めで頭を悩ませている、そんな時だった。

　陳ちん列れつ棚だなにあったけん玉を手に取りながら、弘ひろ樹きが女湯の方角を見て言った。

「……おんや。何だろねえ、あの人だかりは」

　明あく津つも同じように気が付いたのだろう、弘樹と同じ方角を見ている。

　女湯近くのソファの周りに、旅館従業員や女性客が集まっている。ただ集まっているだけではなく、皆一様に深刻そうな顔で囁ささやき合っている様よう子すだった。

「何かあったのか……？」

　それ以上に感想がなかった俺は、思わず弘樹達と顔を見合わせてしまう。

　俺達は興味本位で、人だかりに近付いてみる事にした。

　すると人だかりの渦か中ちゆうに、知っている人物の姿すがたを見かけた。

「雛ひな木ぎ」

「あ！　冴さえ上がみくん！」

　俺が声をかけたのは、湯上がりの雛木だった。湿し気けった浴衣ゆかたが雛木の肌に貼はり付いており、否が応にも、彼女の豊満な胸の形が顕あらわになっている。

　俺は目のやり場に困りながらも、雛木に尋たずねた。

「凄すごい人だかりだな。何かあったのか」

「うんとね！　従業員の女の子が、お風呂で倒れちゃったんだよ！」

「……のぼせたのか？」

「違う違う！　浴場の時計が壊こわれてたから、それを直しに来てたんだけど……急に真まっ青さおになって、その場で気絶しちゃったの！」

　雛木の説明を聞きながら、俺は人だかりの中心を覗のぞき込んでみた。

　ソファの上で、仰あお向むけになって気絶している少女がいた。その顔には見覚えがある。

　忘れもしない隻せき眼がんの少女……仲なか居いの相あい原はら夕ゆうだった。

　他の旅館従業員達に介かい抱ほうされている彼女は、苦しげなうわごとを口にし続けていた。

「…………トウヤ……許して…………こんなの望んでなかった…………」

「しっかりして、相原さん！　急にどうしたの！」

「これって、街の救急病院に連絡して、救急車呼んだ方が良いんじゃないのか！」

「連絡しようとしているんですけど、さっきから旅館の電話が不通なんです……！」

「なら携帯電話を使えば良いでしょう！」

「携帯電話も不通なんですよ！　一体、何がどうなっているのか……！」

　その場にいた全員が、従業員達のやり取りを聞いて、自分の持っていた携帯電話も確認し始める。誰か１人でも電話が繫つながれば、病院に連絡して救急車を呼ぶ事も出来るだろう。

　……しかし俺の携帯電話を含め、全員の回線が圏外になってしまっているようだった。

　その時、誰もが気が付いた。

「な……何だ、この揺ゆれは……！」

　地面が微かすかに揺れ始めている。

　ロビーに置いてあったソファやローテーブルが、振動で僅わずかに動き始めた。

　見る見る間に、揺れは大きくなっていく。

　立っていられない程ほどの大揺れではなかったが、売店の陳ちん列れつ棚だなに並べられた小物が、落下を始める程てい度どには大きく揺れていた。

　慌あわてふためいた弘ひろ樹きが、近くのソファにしがみ付きながら言った。

「ちょ、地じ震しんかこれ！　結構でかいぞ！」

　地響きに混じって、遠くから微かに────甲かん高だかい風切り音が聞こえてきた。

　その音は、飛行機が空へ飛び立つ時のジェットエンジンの音に似ていた。

　風切り音と地響きが大きくなるにつれて、旅館の窓ガラスがガタガタと揺れ始める。

　俺達は状況に付いていけず、ただ震ふるえる窓の向こうに注目していた。

　やがて風切り音は俺達の頭上を通過し────今度は徐々に遠ざかって行く。

　窓の向こうに見えた光景に、俺は驚いてしまう。

「噓うそだろ……！」

　鯨くじらのように巨大なシルエットが、旅館の上空を横切って行く。

　最初は見間違いなのではないかと思った。

　だが頭上を覆おおい尽つくす巨大なシルエットの正体は、他のものに見間違えようなどない。

　それは通常よりも遥はるかに低い高度を飛行している────〝旅客機〟だった。

　旅客機は温泉街の上空を通過し、その向こうにある山の方角へ飛んで行く。

　しばらくして旅客機の姿すがたと風切り音が小さくなった頃……山の頂上付近で赤黒い炎ほのおの塊かたまりが噴き上がるのが見えた。その瞬しゆん間かん、腹の底に響く爆ばく発はつ音おんと地鳴りが、温泉街の大気に轟とどろき渡る。

　俺達が見ている目前で────旅客機が山に〝墜つい落らく〟したのだ。

「やっべえ…………マジかよこんなの……！」

　傍かたわらで、弘樹が青ざめて言う。

　煌こう々こうと燃え上がる炎と黒こく煙えんを見上げ、宿泊客達は声も出せずに立ち尽つくしてしまっていた。

　旅客機の墜落と共に、不ぶ気き味みな夜は幕を開けた。







Phase2：ガウスの迷宮







　……夜よ闇やみに鳴り響くサイレンの音は、いつまでも途と切ぎれる気配がない。

　俺達は旅館の玄関先に出て、騒々しくなった温泉街の様よう子すを眺ながめているところだ。

　旅館の外に出て来ている事もあって、服装は浴衣ゆかたから洋服へと着替え終わっている。

　先さき程ほどから、俺達の旅館の前を消防車や救急車が断続的に通り過ぎて行くのを見送っていた。

　周囲の旅館の玄関先にも、俺達と同じように、事態の動向を慎重に見守っている人々の姿すがたが見受けられた。きっと部屋にいても落ち着かないのだろう。遠くで煌こう々こうと燃え続けている山の頂上付近を見上げながら、お互いに胸中の不安を囁ささやき合っている。

「さて。どうしたもんかね、こりゃ……」

　珍しく神しん妙みような面おも持もちで、弘ひろ樹きがぼやいた。

「こうも騒がしくなってくると、寝るに寝付けないよな。なんつーかほら、有事じゃん？　別に俺達に出来る事なんてないんだろうけど、それでも気を張っちゃうってーかさ」

　弘樹が言うのも無理はないだろう。

　旅客機の墜つい落らく事故を目もく撃げきしてしまったのだ。

　俺を含め、宿泊客の誰もが、もはや吞のん気きに観光など楽しめる気分ではなくなっているはずだ。

　弘樹は溜ため息いきを交まじえて、俺に言った。

「さっき隣となりの旅館の従業員さんから話を聞いたんだけどさ。どうやら街中の電話回線が不通になってるみたいだぜ。市外に連絡が付かないから、外からの応援を呼べない状況らしい」

「じゃあ……地元の警察や消防だけで、墜落事故の対処をしなきゃいけないって事なのか」

「んー……みたいだわな」

　弘樹は腕を組み、電柱に背を預けて言った。

「電話もインターネットも通じないから、気付けばこの温泉街だけ、陸の孤島状態になってんのさ。仕方ないから、温泉街の消防団が救助活動に向かってるらしいけども、別働隊も車で直接、都市部の方へ連絡を付けに向かってるんだと。ここからちょっと離れた場所に自衛隊の基地もあるらしいから、同時にそっちの方にも応援を呼びに行ってるんだとか。しかしなあ……」

　弘樹は語尾を濁にごし、釈しやく然ぜんとしない思いを口にした。

「何だって電話が通じなくなったんだ？」

　山の頂上の黒こく煙えんを見上げて、弘樹はそこへ問いかけるように続けた。

「少なくとも俺の携帯電話は、温泉街に着いたばっかりの時にはメールも送れてたんだぜ。電波が入りにくいって印象もなかったし。それが夜になったら急に、街中の電話全部が駄目になってるわけだし。直接電話線引いてる旅館の電話も駄目とか……かなりおかしかないか？」

「そうだな……」

「それだけじゃない。さっき部屋に戻った時に気が付いたんだけども、テレビ番組も映らなくなってた。どの局も全ぜん滅めつだった。この墜つい落らく事故が報道されてるのかどうかもわからなくってさ。まあ見た感じマスコミとかは、この現場に駆かけつけてる様よう子すはないけども」

「テレビまで映らなくなってるのか」

「……もしかして旅客機の墜落で、この辺一帯の通信設備がおかしくなってるって事か？」

「……よくわからないけど、そうかもしれないな」

　弘ひろ樹きの疑問に、答えを持ち合わせていない俺は同調するしかない。

　……相あい原はら夕ゆうが失神したかと思えば、今度は旅客機の墜落事故が起きた。それに加えて、この温泉街は電話もインターネットも繫つながらず、テレビさえも映らない陸の孤島状態になっている。

　こんなに多くの異常事態が同時に多発すると、思わずおかしな推測を立て始めてしまう。

　タイミングが合いすぎてはいないだろうか。

　────まるで〝人じん為い的〟であるかのように。

　言葉にせずとも、弘樹がそう言いたいのだという気持ちは伝わってきていた。

　しかし、そんな事が実際にあり得るのだろうかという疑念は付きまとう。

　もしも仮に、この状況が人為的に引き起こされているものだと考えれば……やはり〝テロ〟というものなのだろうか。それ以外の可能性は、すぐには想像が付かない。

　例えば、あの旅客機が墜落した理由が、テロとかのせいだったとしよう。

　テロリストが付近一帯に電波妨害などを仕し掛かけて情報を遮しや断だんし、この温泉街に旅客機を墜落させる攻こう撃げきを行ったのだと考えてみる。しかし……その目的は何だと言うのだ。こんな山間の温泉街に、テロリスト達が攻撃対象にするような重要施設があるとは思えない。

　……テロではない。

　個人的には、そんな風に思っていた。

　全ての異常事態に関連性を持たせようとするのは、きっと想像の飛躍なのだ。

　目の前の非日常を、人為的だと考えるのは、やはり行き過ぎた妄もう想そうのように思えた。

「も～バカ誠せい一いち！　どこに行ったかと思えば、こんなとこにいた！」

　旅館の玄関の方から、声を上げて駆かけ寄って来る少女がいた。

　黒髪をポニーテールに結ゆっている姿すがたは、いちいち細かく確認するまでもなく妹の愛あい架かである。

　愛架も浴衣を脱いで、洋服に着替えてきていた。

　立腹している様子の愛架を、俺は呆あきれた顔で見る。

「何だよ、まだ寝てなかったのか。今は朝の３時だぞ」

「こんな大事故が起きてるのに、あたしだけ吞のん気きに寝ていられるわけないでしょ！」

「俺達が起きてたって、救助活動を手伝えるわけじゃないんだぞ」

「わかってるよ。でも寝付けないじゃん……誠一だって同じだから、ここにいるんでしょ」

「……まあ、な」

　愛あい架かに捲まくし立てられ、俺は肯定する。

　目の前で大事故が起きていても、ただの高校生である俺は、警察や消防に協力出来ない。

　協力するつもりがないわけではなく、ただ何も出来ないのだ。

　俺には消火活動の経験もなければ知識もなく、人命救助の方法もわからない。

　墜つい落らく現場に行ったところで、足手まといにしかならないのは目に見えている。

　悔しいが、ここで燃え盛る山の頂いただきを見上げ続ける事しか出来ないのが現実なのだ。

　しかし……

「……雪せつ名な。１人で行ったけど、大丈夫なのかな」

　俺は山頂の炎ほのおを見上げながら、それを呟つぶやいた。

　旅客機が墜落して間もなく、雪名は「乗客の救助に行く」と言い出して、旅館を飛び出してしまったのだ。流石さすがに、その後に続こうとした明あく津つは引き留めたのだが……雪名は今、単独であの山の火災現場へと赴おもむいているのだ。

　確かに雪名の使う数秘術アルケニツクであれば、炎ほのおの鎮ちん火かや、旅客機の残ざん骸がいの撤てつ去きよなどに絶大な力を発揮するだろう。自分の力が救助活動に役立つ事を知っているからこそ、雪名は自みずから動き出したのだ。

「……少し変わったのかな、アイツ」

　思わず口にしてしまった。

　かつての雪名は……いつも塞ふさぎ込み、他人に怯おびえ続けているように見えていた。「自分は無力なのだ」と自己否定を繰り返しながら、最初から何もかもを諦あきらめてしまっていた。

　俺が知っている雪名とは、そんな弱々しい少女だったのだ。

　出会った頃の雪名であれば、こうして自ら積極的に救助活動に赴く事などしなかっただろう。もしかしたら、「自分には誰も救えない」のだと、最初から何もしようとせずに諦めてしまっていたかもしれない。

　そんな雪名が……今では俺の制止にすら耳を貸さずに飛び出してしまう。

　雪名は今、〝自分に出来る事〟を懸けん命めいに探し始めているのではないだろうか。

　少なくとも俺には、雪名の姿勢がそんな風に見えていた。

　そんな時だった。傍かたわらに立っていた愛架が、急に俺の服の裾すそを摑つかんで言った。

「…………うわ、何あの人。こわ！」

「？」

　愛架の言葉で、俺の思考は中断せざるを得なくなる。

　何か得え体たいの知れないものを見る目つきで、愛架は通りの向こうを注視していた。

　俺と弘樹も、愛架の視線の先に目をやる。

　すると旅館が建ち並ぶ通りの向こう、赤信号が点滅している交差点に、１つの人影があった。

　────これから葬そう列れつに並ぶのではないかと思わせる黒ずくめの全身だった。

　人影は、黒いレースが付いた帽子を被かぶっていた。その格かつ好こうは、まるで喪も服ふくのように見える。

　愛あい架かに続いて、弘ひろ樹きも頰ほおを引き攣つらせていた。

「おいおい……もう葬そう式しきが始まってるってのかよ。こんな事故があった日の、こんな時間に、喪服着てうろついてる奴やつだなんて……気持ち悪いにも程ほどがあるって」

「ですよね、ですよね！　何なの、あの人。もしかして…………死神？」

　深夜に温泉街を徘はい徊かいしている喪服姿すがたの人物を、死神と呼んで気き味み悪わるがっている愛架と弘樹。

　確かに。

　朝の３時に喪服を着て、旅客機墜つい落らく事故の現場周辺を歩いているなんて普通ではない。

　死神のような不吉な存在を連想させるには、申し分のない姿すがただ。

　だが────２人のやり取りを耳にしながらも、俺だけは全く違う事を考えていた。

「…………まさか、あれって！」

　言いながら、気付けば俺は駆かけ出していた。

「おいおい、誠せい一いちってば！」

「ちょ、ちょっと誠一！　どこ行くつもりよ！」

　背後で、俺の突発的な行動に驚いている愛架と弘樹の声がした。

　しかし俺は立ち止まらず、２人に言った。

「ちょっと確かめたい事がある、すぐに戻るから！」

　そう言い残して、俺は夜の温泉街を走った。




　　　　■■■




　オレンジ色の街灯が立ち並ぶ温泉街。

　街灯の下には、漆しつ黒こくの道路と、その隅すみに残った雪が照らし出されていた。

　今夜は、目もく視し出来る距離の山頂に旅客機が墜落したせいもあるのだろうが……この時間に通りを出歩いている人間は皆かい無むだった。途中、宿泊施設などの玄関先に、燃える山頂を見上げる野や次じ馬うまの輪をいくつか見かけたが、宿泊施設が固まっているエリアを抜ければ閑かん古こ鳥どりである。

　俺は虚こ空くうに白く息を刻み込みながら、土地勘かんのない場所を駆かけていた。

「どこへ行ったんだ……！」

　交差点に辿たどり着いた俺は、凍結して滑すべりやすくなっている道路の真ん中で立ち止まった。

　喪服の人物の姿は、すでにそこから消えてしまっている。

　周囲に足取りを探ってみるが、歩道の雪の上にも、足跡１つ見当たらなかった。

「勘違いなら、それで良いんだ」

　呟つぶやきながら俺は、人影の進行方向だった方角に見当を付け、再び駆け出した。

　喪服。

　通常ならばそれは、通つ夜やや葬そう式しきに参加する際に着る、ただの礼れい装そうにすぎない。しかし俺にとってその格かつ好こうには、礼装とは別の意味もある。

　……これまで俺は、２つの奇き妙みような戦いを経験してきた。

　１つは〝確率〟を操あやつる都市伝説の怪かい人じんとの戦い。

　もう１つは〝集合〟を操る悲しい少女との戦いだ。

　いずれの戦いも、数を操る異能者────〝災厄の数アルヘトス〟との戦いであった。

　俺は雪せつ名なや明あく津つ達と協力して、何とかこれまでの戦いを凌しのいできた。そんな俺達の戦いの影には、常に暗躍している不ぶ気き味みな存在があったのだ。

〝教団〟と呼ばれる、正体不明の組織である。

　教団は、数の異端ヘテロ・ナンバーと呼ばれる異常な存在と敵対関係にあるのだと聞いている。

　災厄の数アルヘトスも、彼かれ等らにとっては数の異端ヘテロ・ナンバーの一種であるらしく、俺が見てきた限り彼等は、いつも災厄の数アルヘトスを暗殺しようと活動をしていたのだ。これまで積極的に戦線へ参加してきた事はないが、彼等の行動原理が、常に一貫しているのは間違いない。

　ディエゴ。

　タデウス。

　俺は２人の教団関係者に出会った事がある。

　２人は執しつ行こう官かんと呼ばれる役職であり、主に許された数ロザリア・ナンバーと呼ばれる特とく殊しゆな道具を使って、超常の力を振るっていた。明津が〝地上最強〟と呼ぶだけの事はあり、執行官の力は強力無比なものであった。

　喪服は────そんな執行官達の正装なのだ。

「さっきのあの人影は、執行官だったんじゃないのか……！」

　俺はその予感の答えを確かめたかった。

　胸中に芽生えた僅わずかな懸け念ねんが、見当違いである事を願っていた。

　執行官が現れる場所では、必ず数に関係した奇妙な事件が起きる。

　ならこの温泉街で起きている事も、また数の異常で説明が付く事件なのではないだろうか。

　湧わき上がる不安を押おしやりながら、俺は周囲に喪服の人影を探し続けた。

　３つ目の交差点を過ぎた頃だ。

「…………いた！」

　発見は、実に呆あつ気けなかった。

　墜つい落らく現場へ向かう方角に、喪服の人影があった。

　もしも人影の正体が執行官であるのなら、おそらく旅客機の墜落現場の方角に向かっているのではないかと見当を付けて走っていたのだ。どうやら俺の推測は正しかったらしい。

　俺が行き着いたそこは、温泉街と山林地帯を隔てる川だった。

　雪に埋うもれたその川には、山道へ続く橋が架かかっている。

　その橋の中央で、喪も服ふくの人影は、燃える山頂を背景にして佇たたずんでいた。

　……まるで追いかけて来た俺を待ち構えているように。

　俺は走るのを止め、呼吸を整えながら、その傍そばに歩み寄って行った。

　そして、喪服の人影と対たい峙じする。

　間近で見るそのシルエットは、背せ丈たけや体つきから見て少女のようだった。

　レース付きの黒帽子に隠かくれているため、顔はよく見えなかったが……スマートな黒い女性用のパンツスーツが、括くびれた肢し体たいにフィットしている。それにヒールを履はいていた。

　か細い両手には、銀製の金具がついた無ぶ骨こつなグローブを装備していた。

　それは、まるで中世の騎き士しが使うガントレットのような代しろ物ものだ。

　思い切って、俺は単刀直入に疑惑をぶつけてみる。

「…………君は、執しつ行こう官かんなのか？」

「……」

　しかし、喪服の少女は無言だった。

　構わず、俺は喪服の少女にさらなる問いを投げかけた。

「……山へ向かう途中だったのか。何をしに行くつもりなんだ」

「……」

　少女は、俺の質問の意味がわかっていないのだろうか。

　だとすれば俺は、執行官ではない無関係な人物に、見当違いな質問をしてしまっているのか。

　やはり旅客機墜つい落らく事故が数かず絡がらみの事件だと考える発想は、飛躍しすぎていたのかもしれない。

　様々な疑念を孕はらみつつ、それでも１つだけ言える事はあった。

　────普通ではない。

　喪服の人物が執行官なのか。

　深夜徘はい徊かい中の異常者なのか。

　あるいは幽ゆう霊れいの類たぐいなのかわからない。

　しかしこんな時間、こんな事故のタイミングで、１人で山道へ向かって行く喪服の女なんて常識的ではない。俺には、目前の少女が観光客や地元住人だとは思えなかった。

　ォォ……

　ォォオォ……

「？」

　俺は周囲を見渡した。どこからともなく音が聞こえたからだ。

　それは初め、風が低く唸うなっているようにも聞こえた。

　だが……すぐに無数のおぞましい呻うめき声である事に気が付く。

「この……呻き声は……？」

　呻き声は、喪服の少女の背後────つまり山道の奥の方から聞こえてくる。

　声の数は徐々に増していき、その音量も近付いて鮮明になってくる。

　何かたくさんの気配が……山道を下って来ているのがわかった。

　山道の入り口には信号機が立っている。暗くら闇やみの中で明めい滅めつしているその赤信号の明かりの下に、やがて呻うめき声を漏もらすモノ達の姿すがたが浮かび上がる。

　それは無数の巨大な影だった。

　…………すぐには理解不能だった。

　何な故ぜなら現れたモノ達は、俺が今まで見た事すらない異い形ぎようだったからだ。その正体はわからずとも、見たままの姿を表現するのに最適な言葉なら、俺は簡単に思い付く事が出来た。

〝化ばけ物もの〟。

　その一ひと言ことで全てが説明出来る。

　大きな口に鋭い歯が生はえ揃そろった全長４メートルくらいのワニ型や、異常に手足だけが肥大化している人型。仰のけ反ぞった格かつ好こうの人体から、複数の脚が生えている蜘く蛛も型などもいる。

　現れた無数の化物達の姿形かたちには、まるで統一性が見られない。

　ただ総数は数えきれず、次から次へと山道を下って来ては現れ始めている。

「な……何だよ、コイツ等らは……！」

　俺はその場で後あと退ずさった。

　化物達の歩行速度は鈍どん重じゆうではあるが、１歩１歩着実に、温泉街に押おしかけて来ている。

　俺は悲鳴を上げる事も忘れて、百ひやつ鬼き夜や行こうの光景に打ちのめされてしまう。

　……化物達は山頂の方角からやって来ている。

　山頂と言えば、旅客機が墜つい落らくした現場があるはずだ。

　そこには温泉街の警察や消防が向かって行ったはずで、今頃は救助活動が行われているのだ。山を下りて来る者がいるとしたなら、それは温泉街の大人おとな達や、墜落事故の生存者達であるのが普通だ。

　しかし山から下りて来たのは────この化物の大群ではないか。

　山に入って行った大人達はどうなったのだ……？

「逃げて、誠せい一いち君！」

「！」

　突とつ如じよとして聞こえた雪せつ名なの声のおかげで、俺は急速に我に返る。

　言われて気が付けば、俺のすぐ足下にまで１匹の化物が近付いて来ていた。

　そいつは巨大なハサミを身体からだから生やした、カニのような形状をした化物だ。

　化物は今にも俺の脚を切り落とそうと、ハサミを目め一いつ杯ぱいに開いているところだった。

「くっ！」

　大おお慌あわてで、俺は後方へ飛び退のく。

　すると数秒前まで俺の脚があった虚こ空くうを、化物のハサミが裁断する。

　一いつ瞬しゆんでも退たい避ひが遅れていたら今いま頃ごろ……俺の脚は粘ねん土ど細ざい工くのように易やす々やすと断ち切られていただろう。そのおぞましい可能性を想像して背せ筋すじが凍こおる。

　山道の方に目を奪うばわれていた俺だったが、流石さすがに迂う闊かつ過ぎた。化ばけ物ものがこれだけの至近距離に接近していたのに気が付かない程ほど、自分は状況に翻ほん弄ろうされていたのかと反省する。

　だがよく周囲を見渡してみれば、化物達は俺が注視していた山道以外にも、舗装されていない木々の陰かげからもやって来ている。橋の下からも道路に這はい上がって来ているようだ。

　その内の１匹に、俺は襲おそわれたらしい。

「まずいな……！」

　見る見る間に────俺の四方を取り囲むような位置に化物が現れる。

　どうやら完全に逃げ遅れた。

「雪せつ名な！　どこだ！」

　地獄絵図と化そうとしている橋上道路の上で、俺は声をかけてくれた雪名の姿すがたを探した。

「こっちだよ！」

　返事と共に、木々の暗がりの向こうから雪名が飛び出して来た。

　雪名の傍そばの虚こ空くうには、いつも彼女が持ち歩いている分厚い本が漂ただよっている。そして雪名の手の中には────一時停止の道路標識が握り込まれていた。

　道路標識を斧おののように振り回し、雪名は周囲の化物達を蹴け散ちらして近付いて来た。

　俺の近くに立っていた人型の化物の頭部を、振り下ろした道路標識で両断する。血ち飛沫しぶきを上げながらその場で跪ひざまずく化物を見やり、俺と背中合わせになって化物達と対たい峙じする。

「その道路標識はどこから持ってきたんだ！」

「山頂付近の交差点で手に入れたの！　即席の武器だよ！」

「という事は、山頂の方にもコイツ等らがいたって事なんだな……！」

「墜つい落らく現場へ行く途中に進路を阻はばまれて、なし崩くずしにここまで後退して来たの！」

「どこから湧わいてきたんだよ、コイツ等……！」

「私にもわからない。けど、誰彼構わずに襲いかかってくる。危険だよ……！」

　俺は雪名の手にしている道路標識に目をやる。

　雪名が武器として振り回している道路標識には、青白い光の数式が浮かび上がって視みえた。

　それは実体がない幻像であり、普通の人間であれば不可視の光だ。

　────スカラーだ。

　おそらく道路標識は、雪名の数秘術アルケニツクによって、材質強度などの数値ステータスを書き換かえられて強化されているのではないかと思えた。

「……！」

　雪名に頭部を両断された化物が、地面に倒れ伏ふして痙けい攣れんし続けていた。

　だがすぐに────再びその場で立ち上がる。

「死んでなかったのか……！」

　驚きよう愕がくしている俺の後ろで、雪せつ名なは双そう眸ぼうを険けわしくしながら言った。

「このお化ばけ達、いくら傷付けても動くのをやめないんだよ……！」

「頭とか、普通の生き物なら急所じゃないのかよ。不ふ死じ身みなのか……！」

　雪名は道路標識を固く握り締しめながら、顔色悪く言った。

「どうしよう、私が山頂付近で押おさえ込めなかったせいだ。このままじゃ温泉街に、このお化け達が押しかけちゃうよ。そしたらみんなが……！」

「お前のせいじゃない。とにかく今はここから逃げるのが先決だ。旅館のみんなにもコイツ等らの存在を教えないと、大変な事になるぞ……！」

　躙にじり寄ってくる怪かい物ぶつ達に、俺と雪名は苦し紛まぎれに身構えた。

　────すると突然、化ばけ物ものの悲鳴が轟とどろいた。

　何事かと、俺と雪名は同時に同じ方角に目を向けた。

「……！」

　それまで黙って佇たたずんでいた、あの喪も服ふくの少女だった。

　少女は、手近にいた人型の化物の喉のどを摑つかんでいる。

　か細い片腕だけで、その怪かい物ぶつの身体からだを宙へ軽々と持ち上げているではないか。

　化物は、身動きの取れない空中で脚をばたつかせている。

　そんな憐あわれな化物を見上げながら、少女は刺とげ々とげしく囁ささやいた。

「────止まれ」

　言葉と共に、少女のガントレットを中心にして、虚こ空くうが水面のように揺ゆらいで視みえた。

　すると少女の言葉が絶対の命令であったかのように、化物はもがく事を止める。

　化物は白目を剝むき、牙きばの生はえ揃そろった口の奥から泡を吹き始めている。

　そのまま力なく項うな垂だれ、痙けい攣れんを始めてしまった。

　動かなくなった化物から少女が手を離すと────化物は〝宙に浮いたまま〟だった。

　俺はただ、少女のガントレットに浮かび上がった紋もん章しようのようなスカラーの輝きを凝ぎよう視しする。

　紋章に視えたものは、アルファベットを並べた数式だった。

　Ｅｋ　＋　Ｅｐ

「力学的エネルギー保存則……！」

　傍かたわらで俺と同じように数式を視ていた雪名が、愕然と言った。

　雪名のその発言が合図であったかのように、喪服の少女は涼すずやかに動き出した。

　俺と雪名の目前を、少女は縦じゆう横おう無む尽じんに駆かける。化物達の身体に、ガントレットの腕を押し当てながら、少女はただ「止まれ」と、化物達に命じ続けていった。

　するとその言葉に従い、化物達は次々とその場で動きを止めてしまう。

　いや、違う。

　化ばけ物もの達は動こうとしてもがいているが、思うように動けない様よう子すだった。

　少女に触れられた身体からだの部位が、まるで〝虚こ空くうに磔はりつけにされてしまっている〟のだ。

　周囲の化物達を、次々とその場で磔にしていく喪も服ふくの少女。

　その猛もう威いを、俺と雪せつ名なは呆ぼう然ぜんと見ていた。

　強こわ張ばった顔の雪名が言った。

「……力学的エネルギーを操あやつっているのかな。運動エネルギーを、全て位置エネルギーに置き換かえてから消費させているみたい。彼女が触れた物体は動力を奪うばわれ、その場で磔のように固定されてしまうよ。まるで〝絶対停止〟の力」

　もはや俺は確信していた。

　こんな芸当が出来る喪服の人物────執しつ行こう官かんだ。

　執行官の少女は、被かぶっていた黒のベールを脱ぎ去った。

　ベールの奥から覗のぞいたのは、凜り々りしい顔付きの美しい少女だった。

　肩まで伸ばした赤毛の髪。尖とがらせた茶ちや褐かつ色しよくの瞳ひとみ。三つ編みにした細い髪の束たばを、前に１本垂らしていた。
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　やがて少女の履はいているヒールの音が、小こ気き味み良く近付いてくる。

　呆あつ気けなく周囲の怪かい物ぶつ全ての動きを封ふうじ、執行官の少女は俺達に向かって歩み寄って来た。

「……そこのあんた」

「？」

　少女は、俺を鋭く睨にらんで言った。

「何者？」

「は……？」

　予期せぬ問いかけだった。それはむしろ、こちらの台詞せりふのはずだった。

　惚ほうけた顔をしている俺に腹を立てているのか、少女は焦じれったそうに言った。

「どうして執しつ行こう官かんの存在を知っていて、その上、私の事を執行官だなんて思ったのよ」

「どうしてって……他の執行官に出会った事があるし、格かつ好こうが喪も服ふくだったから……だけど？」

「はあ？」

　少女は露ろ骨こつに苛いら立だった口調で、片かた眉まゆを吊つり上げた。

「喪服着てれば、誰だって見み境さかい無しに執行官に見えるわけ？　何でよ！　ずるいわ！　あんたおかしいのよ！　それだけで気付いちゃうなんて酷ひどいじゃない！」

「は…………はい？」

　俺は困惑しながら、生返事をしてしまう。

「目立たないようにするために、私がこの街でどれだけ地味に振る舞っていたかわかる？　前から行ってみたかった有名甘味処にも寄らずに我慢したのよ！　あんみつとか、ぜんざいとか、全部を敢あえて見ないようにしながらここまで来てたんだから！」

「え、いや……」

「せっかく暗あん躍やくしようと頑がん張ばってたのに、その予定も、もうおシャカじゃないの！　執行官は一般人に存在を気付かれちゃいけないの！　その苦労がわかってるっての？」

「あの…………何かごめん」

「きぃいいっ！」

　その場で地じ団だん駄だを踏んで悔くやしがっている少女を、引き攣つった顔で見守ってしまう。

　……何だ、この子は？

　上う手まく言えないのだが……ちょっと馬ば鹿かっぽくないか？

　戦っていた時の凜り々りしさや、迫力のへったくれもないではないか。

　これまで俺が出会ってきた執行官とは、また全然違う性格であるのは間違いないようだ。

　執行官の少女と話をしていると────温泉街の方から悲鳴が聞こえた。

「！」

　俺と雪名は、慌あわてて温泉街の方角を振り返る。

　推測するまでもない！

　押おしかけてきた化ばけ物もの達に襲おそわれているのだ、温泉街の人々が！

　執行官の少女は、俺と雪せつ名なの間を横切った。

　そうしてヒールの音を鳴らしながら、温泉街へ向かって歩く。

「まったく、墜つい落らく現場の確認に行くつもりだったのに……放ほっておけないわね」

　呟つぶやいた執しつ行こう官かんのガントレットが、再び青白い光を発し始めていた。




　　　　■■■




　執行官の後に続き、再び俺達が戻って来た温泉街は、どこも悲惨な有あり様さまと化していた。

　破は壊かいされた道路標識や、土産みやげ物もの屋の看かん板ばんの破片などが、あちこちに散らばっている。

　炎ほのおに包まれ、燃え盛っている建物も散見された。

　火災の紅ぐ蓮れんによって照てらし出された路上には、大量の血けつ痕こんが撒まき散らされている。……鮮血の色が、白い雪の上で鮮やかに引き立って見えた。

「……そんな！」

　呟つぶやきながら、目前の現実に衝しよう撃げきを受けてしまう。

　血を流して倒れている人々や、泣き喚わめいている人々。

　つい数分前までは、痛みや血の匂においなどと無縁だった温泉街の風景が、一変してしまっているではないか。思わずその場で釘くぎ付づけになってしまいそうな心境ではあったが、懸けん命めいに自分に言い聞かせた。

　全ての人達を助ける事は無理だ────けれどせめて、友達を助けなければ！

　辛つらい思いを嚙かみ潰つぶしながら、俺は目前で苦しむ人々から、何とか目を逸そらす。そしてその傍かたわらをすり抜け、白い息を吐はき出しながら、地獄絵図と化した街並みを駆かけて行く。

　襲しゆう来らいした化ばけ物もの達と、逃げ惑まどう人々とが入り乱れて、温泉街は大混乱の只ただ中なかにあった。

　大量の人波に押し寄せられ、俺と雪名はお互いの姿すがたを見失ってしまいそうになる。

「誠せい一いち君！」

「ここにいる！」

　並んで歩く事は難しい状況のため、俺と雪名は声をかけ合ってお互いの存在を確認する。

　雪名とはぐれないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいの俺は、人混みの中に消えて行く執行官の背中を見失ってしまう。

「これ以上、追いかけるのは無理か……！」

　俺は人波を搔かき分けて雪名へと近付いて行った。

　そして雪名とはぐれないよう、彼女の手を握る。手を握られた雪名は、「あ……」と呟きながら頰ほおを染そめた。何な故ぜかわからないが、雪名の小さな手が少しだけ震ふるえた。

　だが今は、雪名の態度の理由を考えている暇はない。

　雪名に向かって、俺は周囲の阿あ鼻び叫きよう喚かんに搔き消されない音量の声で言った。

「和わ水すい亭ていに戻ろう！　愛あい架か達が心配だ！」

　そう言うと、俺は雪名の手を引いて宿泊先の旅館を目指して進み始めた。

　進み始めたのは良いものの、来た道を戻っているつもりが、道を間違えたりしてしまう。

　土地勘かんのない土地を闇やみ雲くもに走って来たせいで、今自分が、街のどの辺あたりにいるのかさえもわかっていないのだ。何度か違う通りに入ってしまいそうになりながら、俺は懸けん命めいに正しい道を思い出して駆かける。

　────絶え間ない悲鳴。

　────血ち染ぞめの道路。

　化ばけ物もの達に襲おそわれ、傷付き、倒れていくたくさんの人達がいた。

　俺はかつて、こうした酷ひどい状況に遭そう遇ぐうした事がある。

　……五年前の〝東とう京きよう内ない戦せん〟だ。

　あの時も俺は、こうした虐ぎやく殺さつと悲鳴の渦か中ちゆうを懸命に駆けていた。妹の手を引き、自分達を傷付けようとする大人おとな達から逃げていたのだ。その時の経験からか、俺達に襲おそいかかってくるモノは、化物だろうが人間だろうが、大して変わりないように錯さつ覚かくしてしまう。

「愛あい架か……無事でいてくれ……！」

　かつて妹の手を引いていた時のように、雪せつ名なの手の平を固く握り締しめて呟つぶやいた。

　その時────俺はふと違和感を感じた。

　今の温泉街の状況は、東京内戦の時とよく似ている。

　だが内戦の時とは決定的に違っている事態に気付いてしまったのだ。

「何で……〝死体が１つもない〟んだ……？」

　周囲の景色には、血けつ痕こんや破は壊かいの跡あとが数多く残されている。

　そうだというのにどういうわけか、俺はまだ死体を１つも見かけていないのだ。

　死体などない方が良いに決まっているのだが、残された血の量が致死量である場所もいくつか存在した。それらを見る限り、まだこの街で誰も死んでいないのだとは思えない。

　……何な故ぜなのだ？

　俺と雪名は人混みの中を逆行しながら、やがて温泉街のメインストリートに辿たどり着いた。

　ようやく見覚えのある場所に出た。

　ここまで来れば、俺達が宿泊していた和わ水すい亭ていはすぐ近くだ。

「………………誠せい一いちと、羽う鷺さぎちゃん……なのか？」

　旅館の方角に向かおうとした俺達に、どこかから少年の声が問いかけた。

　俺達は慌あわてて周囲に視線を配る。

　近くの建物の隙すき間まに薄暗い裏路地があった。

　そこに、その少年の姿すがたがあった。

「へへへ……よぉ、誠一……」

「弘ひろ樹き！」

　現れたのは、血濡ぬれた腹部を押おさえているクラスメイトの幸ゆき村むら弘樹だった。

　血の気がない顔にビッシリと汗を浮かべ、苦し紛まぎれの笑顔を見せていた。

　傷付いた弘ひろ樹きの傍かたわらには、弘樹に肩を貸している少女がいる。

「君は確か……相あい原はら夕ゆう？」

　俺は思い出す。

　黒い長髪に、和わ水すい亭ていの仲なか居い姿すがた。その左眼には旧ふるい切り傷が刻み込まれており、失明している。女湯で時計の修理中に気絶した、あの隻せき眼がんの少女である。

「あなた、幸ゆき村むらさんのお連れの人ですね！　無事で良かった！」

　相原は弘樹を連れて、俺と雪せつ名なの傍そばへ歩み寄って来た。

「もう一度の自己紹介になってしまいますけど、私は相原夕って言います」

「一体、弘樹はどうしたんだ……？　この酷ひどい傷は……！」

「街にあのお化ばけ達が押おしかけて来た時、気絶していた私を、幸村さんが背負って逃げてくれてたんです。その途中で……あのお化け達に幸村さんが襲おそわれて……」

　語調を暗くする相原を気き遣づかってか、弘樹は苦笑して言った。

「ほら……いくらテンパってるからってさ、意識のない女の子を見捨てて逃げ出すのはイケメンじゃねえと思ってさ……まあ、おかげで俺達だけクラスの連中からはぐれちまって避難しそびれたわけなんだけども……」

　弘樹の言葉を聞き、雪名が尋たずねた。

「愛あい架かちゃんやカナエちゃん、明あく津つ君は、どこかへ避難出来たの……!?」

「……どうかな……わからない…………」

　途と絶だえがちな口調で、弘樹は苦しそうに続けた。

「はは、イケメンになれるかと思ったけど……このやられ様じゃ……ダサ男確定だな……」

「そんな事ありませんよ！　私の事なんて放ほっておいたら逃げ切れたかもしれないのに……私がこうして無傷でいられるのは、幸村さんのおかげです！」

「おっと……そう言って貰もらえるのだけは役やく得とくだったぜ……ハハ」

　いつもの軽かる口くちで語る弘樹だったが、途と端たんに咳せき込む。

　苦しげに咳き込んだ後、弘樹は口から血を吐はき出した。

「ハハ……マジやっべえかもだわ……意識がボーッとしてきやがる……」

　苦しそうに肩で息をし始める弘樹を見て、肩を貸していた相原は、その場で一度弘樹を下ろした。弘樹は変わらず咳き込みながら吐と血けつする。

　簡単に観察した限り……弘樹の傷は致命的なものだった。

　腹部は深く抉えぐり取られており、臓器が傷付けられている。おそらく腸がはみ出しそうなのを、傷口に当てた手で懸けん命めいに押おさえ込もうとしているのだろう。

「そんな……こんなのってあんまりだよ……！」

　雪名が涙を流し、弘樹の目前で両りよう膝ひざを折って跪ひざまずいてしまう。

　雪せつ名なは、いつも持ち歩いている分ぶ厚あつい本を懸けん命めいに捲めくり始めた。

　分厚い本の中には、隙すき間まなく複雑な数式が書き込まれているのだ。雪名はその中に、弘ひろ樹きを救えそうな数式が書き込まれていないか、探し始めたのだろう。

　だが答えは見つからず、本を取り落として項うな垂だれる。

「やっぱりそうなんだ……数秘術アルケニツクなんて、凄すごい力なんかじゃない。クラスメイトが死んじゃいそうになっているのに、厳密に数式化出来ない〝生命〟の修復なんて無理だよ……！」
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　雪名は、自分の言葉を嚙かみ締しめながら唇くちびるを固く結ぶ。

　……数秘術アルケニツクは万ばん物ぶつを成なしている数の構成を改かい竄ざんし、その値あたいを書き換かえ、どんな現象も思いのままに引き起こす。理論上はそうなのだ。

　しかし術者が〝知らない数〟だけは、決して操あやつる事が出来ない。

　それが、雪名の数秘術アルケニツクに付きまとう限界なのだ。

　弘樹の身体からだを修復するためには、弘樹の身体を構築している数の仕組みを、雪名が完全に把は握あくしていなければならない。詳くわしい事はわからないが、予想する限りでは……正しいＤＮＡの構成から、正しい血管や筋きん繊せん維いの通り方。微細な神経細胞のやり取りまで、弘樹の身体を構築する全ての情報が必要なのだろう。

　だが〝生命〟は、現代数学で厳密に表現するのが不可能なものだ。

　つまり雪名の力では、弘樹を救えないのだ。

「ごめん……ごめんね、幸ゆき村むら君……！　私が役立たずだから、助けてあげられなくて……！」

　雪せつ名なは俯うつむき、雪の上に涙を落とす。

　弘樹の顔を直視する事が出来なかったのだろう。ただ小さな肩を震ふるわせて泣き続けた。

「…………噓うそ、何なのコレは……！」

　突とつ如じよとして畏い怖ふの言葉を呟つぶやいたのは、すぐ傍そばにいた相あい原はらだった。

　相原は、弘ひろ樹きの両脚を見下ろして青ざめていた。

　弘樹の両脚が────〝変形〟していた。

　そうとしか言い様がない。

　肥大化していく両脚を収おさめきれず、弘樹が着ていたズボンは緩ゆるやかに裂さけて破やぶれていく。

　両脚だけではない。弘樹の両腕も、頭も。

　弘樹は徐々に、人間ではない異質な何かへと変へん貌ぼうを遂とげていこうとしていた。

「アレ……ナンダカ…………痛イママナノニ……身体カラダガ軽クナッテキタ…………？」

　弘樹の発する声が、ノイズがかったようにおかしくなっている。

　俺には視みえていた────赤い輝きを発するスカラーの表記が。

　変形していく弘樹の肉体のあちこちに、アルファベットの〝ｉ〟という表記が現れた。そのｉの字は微小な大きさで、まるで細胞のように、弘樹の変貌していく体表をビッシリと覆おおい尽つくしていった。やがて微小なｉの塊かたまりで構築された形状は、赤い輝きを失い、異い形ぎようの肉にく塊かいを形作って消えてしまう。

「…………〝虚数〟！」

　雪名にも視えていたのだろう。

　ｉの表記の意味を理解したのか、雪名の表情は凍こおり付いていた。

　俺達の目前で変貌を遂げた弘樹は、その場でゆっくりと立ち上がる。

　化ばけ物ものと化した弘樹に気が付いたのだろう、周囲の人々からも悲鳴が湧わき上がる。

　立ち上がった弘樹の身体は────周囲の建物よりも巨大だった。

　異常に巨大な手足を持ったゴリラ型の化物である。その姿すがたは、温泉街へ押おしかけてきた正体不明の化物達と同じ雰ふん囲い気きである。

「…………幸村さんが、お化けになった……？」

　相原が、理解出来ずに自問する。

　雪名と相原は蒼そう白はくになり、夜空に向かって咆ほう哮こうを上げる弘樹から後あと退ずさった。

　もはや完全に化物達の一員と化した弘樹は、目の前にいた俺達へ襲おそいかかろうとしていた。
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　弘樹が振り下ろしてきた巨大な両腕を、俺は寸前で横に跳とんで避けた。

　弘ひろ樹きの腕は、俺の代わりにアスファルトを捉とらえて叩たたき付ける。アスファルトの地面は、小さなクレーターを形成してひび割れる。

「やめて、幸ゆき村むら君！」

　雪せつ名なが必死に叫んだ。

　しかし、雪名の声が変へん貌ぼうした弘樹に届いた様よう子すはない。

　弘樹は腕を振り回し、今度はすぐ傍そばに立っていた相あい原はらを打ち据すえようとする。

「危ない！」

　俺の叫びに気が付いた雪名が、相原をその場に押おし倒す。

　伏ふせた雪名と相原の頭上を、弘樹の巨大な腕が通り過ぎた。

　雪名と相原の髪は、弘樹の腕の振りによって生じた突とつ風ぷうで吹き上げられる。

　雪名は相原の身体からだを起こしながら、絶望的な表情で弘樹を見つめた。

「……どうしたら良いの……！」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく雪名の傍かたわらで、俺は巨大な化ばけ物ものと化した弘樹を睨にらみ上げていた。

　────街のあちこちから、地響きのような無数の足音が聞こえてきていた。

　どうやら温泉街に蔓延はびこるのは、俺達が最初に相あい対たいした化物だけではなくなっているようだ。

　弘樹のように巨大な化物達が、周囲を徘はい徊かいし始めている。

「どんどん状況が悪くなっていくな……！」

　他ひ人と事ごとのように呟きながらも、俺は背せ筋すじに冷や汗を搔かいていた。

　弘樹は再び身構え、俺達に襲おそいかかってこようとする。

　一方、雪名は弘樹を見上げたまま、困惑した顔をしていた。

　だが……やがて覚かく悟ごを決めたのか、雪名は眉まゆを鋭く尖とがらせる。

「……ごめん、幸村君。ちょっとだけ君を傷付ける」

　そう言って雪名は、近くに立っていた道路標識を摑つかんだ。

　雪名はここに来るまでの間に、化物と戦うために使っていた道路標識を捨ててきてしまったようだ。だからおそらく、その道路標識を数秘術アルケニツクで数値ステータス強化して、新たな武器として使うつもりなのだろう。

　道路標識を摑んだまま、雪名はしばらく険けわしい顔をしていた。

　しかし様子がおかしい。

　雪名が摑んだ道路標識には、いつまで経たっても何の変化も起きようとしないのである。

　自分でも気が付いたのだろう。雪名は、摑んだ道路標識を不ふ思し議ぎそうに見つめ、啞あ然ぜんとしていた。

「そんな…………数秘術アルケニツクが使えない……！」

「何だって！」

　驚いた俺は、雪名と顔を見合わせる。

「使えないって、一時的に使えなくなるようなものなのか……？」

「わからない……わからないよ！　こんなの初めてだよ……！」

　言いながら、雪せつ名なの顔から血の気が失せていく。

　もはや状況が複雑過ぎて、俺の思考は付いていけそうになかった。

　突然、力を失った雪名。姿すがたを晦くらましている執しつ行こう官かんの少女。

　そしてすぐ前方からは、化ばけ物ものと化してしまった友人が近付いて来ている。

「……逃げるぞ！」

　それ以外の選択肢しが思い浮かばない。

　俺は半なかばやけくそ気ぎ味みな心境で、雪名と相あい原はらに声をかけてから駆かけ出した。

　路面凍結して滑すべりやすくなっている道路の上を、俺達は人波に混じって必死で逃げた。

　いつしか背後から迫って来ているのは、弘樹だけではなくなっていた。

　他の大型の化物達も弘樹に合流し、一いつ緒しよになって俺達を追いかけて来ているではないか。

　それに加えて、最初に遭そう遇ぐうした小型の化物達も、鼻息荒く追いかけて来ている。

「勘かん弁べんしてくれよ！」

　逃げ惑まどう人々の混雑を抜けて、やっと温泉街の外へ出られようかという時だった。

　近くの道路上を、俺達に向かって何かが高速で近付いて来ていた。

　２トントラックだ。

　しかも運転しているのは────〝クマの着ぐるみを着た謎なぞの人物〟ではないか！

　トラックの助手席の窓から、見知った顔の人物が、身を乗り出して現れる。

「明あく津つ！」

「明津君！」

　俺と雪名は、ほぼ同時にその名を叫んだ。

「伏ふせてやがれ！」

　明津の片手には愛用のマシンピストルが握り込まれ、構えられていた。

　俺達がその場に伏せると、明津の銃じゆう口こうから容よう赦しやなく銃じゆう弾だんが連射されていく。

　その銃弾の何発かが、俺達の背後にいた巨大な化物達に命中していった。

「爆ばく！」

　明津が唱となえると同時に、化物達に着弾した銃弾が一斉に爆ばく裂れつした。

　次々と爆発が起こり、化物達は上半身から炎ほのおを吹き上げて弾はじけ飛んでいく。

「幸ゆき村むら君！」

　明津の銃弾によって弾け飛んだ化物達の中には、弘樹の姿も混じっていた。

　雪名はその事実に震ふるえ、絶句している様よう子すだった。

　俺達の目前に止まったトラックから、化物達に銃口を構えたままの明津が下りて来た。

　明津に向かって、俺はトラックの運転席にいるクマを指差して喚わめく。

「誰なんだ、あのクマの着ぐるみ！」

「知るかよ！　よくわからねえが、俺達を助けてくれたクソガキの連れだ！」

「俺達？」

　明あく津つに続いて、トラックのコンテナ内からも２人の少女が飛び出して来た。

　愛あい架かと雛ひな木ぎだった。俺は２人に向かって、歓喜の言葉をかける。

「２人共、無事だったのか！」

「うむむ！　冴さえ上がみ君も無事だったんだね！」

　歩み寄って来た雛木とは異なり、愛架はいきなり、問答無用で俺に飛び付いてきた。

「うお！」

　予期せず愛架に抱き付かれた俺は、その場で愛架の身体からだを懸けん命めいに受け止める。

　妹は顔を見せず、ただ俺の胸に顔を埋うめて言った。

「……バカ誠せい一いち。心配させんな……！」

　愛架の声は涙声だった。

　妹の細い腕は震ふるえていた。妹が怖こわい思いをしている事を痛感した。

　俺は黙って愛架の頭を撫なでてやった。

「感動の再会は後にして、早くトラックに乗りやがれ！　この温泉街からズラかるぞ！」

　明津が喚わめいていた。

　上半身を吹き飛ばしたのに、それでも絶命する事なく歩み寄って来ている化ばけ物もの達。

　明津はそれを見上げながら、舌打ちをしていた。

　明津に言われ、最初に動き出したのは相あい原はらだった。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた雪せつ名なの手を引いて、トラックのコンテナに乗り込もうとする。

　その時────温泉街に咆哮が轟き渡った。

「……お、おいおいおい！　何だぁ、あの反則的なでかさは！」

　明津は温泉街の中心エリアの方角を見上げ、思わず口を開けて呆ほうけてしまう。

　燃え盛る建物が並ぶ向こう側から、親玉ではないかと思われる巨大な化物が姿を現した。

　周囲の建物を押おし潰つぶしながら、親玉の化物は、その場でゆっくりと立ち上がった。

　まるで温泉街の中心に、突然高層ビルでも建ったのではないかと思う程ほどの巨体である。

　俺達はその親玉の大きさに圧倒され、呆然と見上げながら戦せん慄りつしていた。

　親玉は俺達に気が付き、身体の向きをこちらに向けた。

　エンジンのかかっているトラックが目立ったと言うのだろうか。

　親玉は俺達を見下ろしながら────その巨大な拳こぶしを固めて振り下ろしてくる。

「馬ば鹿か野郎！　あんなでかい腕を止められるかよ！」

　明津はトラックの助手席に飛び乗る。

　無む駄だとはわかっていながらも、明津は迫り来る巨大な拳に向かって銃じゆう弾だんを撃うち込んだ。

　撃うち込んだ銃じゆう弾だんを即座に爆ばく裂れつさせる明あく津つだったが、親玉の腕があまりにも大きすぎて、明津の銃弾の火力では腕を吹き飛ばすには至らない。

「クソが！」

　相あい原はらと雪せつ名ながトラックに乗り込んだ時だった。突然、トラックが全速力で後退を始める。

　運転席のクマの着ぐるみが、トラックごと親玉に潰つぶされてしまう前に逃げ出したのだ。

「お、おい待てよ、着ぐるみ野郎！　まだ冴さえ上がみ達が乗ってねえだろうが！」

　クマは、明津の制止の声など完全無視だった。

　トラックはすぐさま、巨人の攻こう撃げき範囲外へ逃げ出してしまう。

「置いてけぼりかよ！」

　遠ざかって行くトラックの後ろ姿すがたを、絶望的な心境で見送る。

　俺と愛あい架か、そして雛ひな木ぎはその場に置き去りにされてしまった。

　頭上に影を落とし始めている拳こぶしを見上げ、俺は傍そばにいた愛架と雛木に、鋭く声をかけた。

「全力で走るぞ！」

　絶体絶命であった。

　巨大な拳こぶしは、俺達をアスファルトの上に押おし潰つぶそうと接近して来ているのだ。

　俺達はその影の下から何とか逃れようと、必死に路上を駆かける以外にない。

　文字通りの命いのち懸がけで駆け続け、俺と雛木は、寸前のところで影の下から逃れる事が出来た。

　だが愛架が────凍結した路面の上で転ころんでしまう。

「きゃっ！」

「愛架！」

　慌あわてて駆け寄ろうとした俺を、雛木の腕が摑つかんだ。

「駄目！」

　雛木に捕つかまえられた俺の目の前に、巨人の腕が容赦なく叩たたき付けられた。

　その衝しよう突とつに地面は揺ゆらぎ、俺と雛木は地響きの中を転げてしまう。

「愛架……愛架ああああああ！」

　張り裂さけてしまいそうな胸中の思いが、まとまらずに喉のどの奥から弾はじき出された。

　俺はその場でよろめくように立ち上がり、慌てて妹の傍へと駆け寄った。

　心臓の鼓動が早くなる。見たくもない最悪な光景を予期し、気が狂いそうになる。

　地面に拳を打ち付けた親玉は、その腕を静かに引き上げようとしていた。

　その拳の下には……まだ生きている愛架の姿があった。

「愛架！」

　俺は歓喜の声を上げながら駆かけ寄り、俯うつぶせに倒れていた愛架を抱き起こした。

　愛架は気絶しており、俺の腕の中で力なく四し肢しを垂らしていた。

「ああ……酷ひどい……！」

　俺は愛あい架かの右脚の怪け我がに気が付いた。

　……押おし潰つぶされていた。

　愛架の右脚は、膝ひざから下が圧あつ壊かいしており、原形を留とどめない肉にく塊かいと化して千ち切ぎれている。俺は自分のマフラーで、愛架の右脚の腿ももを縛しばり上げ、止血する事にする。

　それでも酷ひどく出血している愛架の右脚は、もう駄目そうに見えた。

「愛架ちゃん……！」

　俺に遅れて駆かけ寄ってきた雛ひな木ぎも、愛架の潰れた右脚に気付いて言葉を失っているようだった。しばらく呆ぼう然ぜんとしながらも、すぐに俺の止血作業を手伝ってくれた。

　応急の止血をしても、愛架の出血は完全には止まらない。

　もっと落ち着いて処置出来れば、もう少しはマシなのかもしれないが……とにかく一刻も早く愛架を病院へ連れて行かなければ、失血で死んでしまうだろう。

「冴さえ上がみくん……！」

「わかってる……！」

　雛木が呼びかけてきた理由は、即座に理解出来た。

　親玉は────俺達を目め掛がけて追つい撃げきの拳こぶしを振り下ろそうとしているのだ。

　俺は愛架を背負い、とにかく急いでその場を離れようとする。

　しかし人間１人を背負いながらでは、凍結路面の上は益ます々ますもって歩行困難だった。

　だが文もん句くを言っている場合ではない。

　たった１人の妹を、見殺しになどするものか！

「冴上くん！」

「……雛木、俺の走る速度に合わせる必要はない。お前だけでも全力で走れ！」

「でも！」

「良いから走るんだ！」

「やだもん！」

「何でだ！　このままじゃお前も！」

「だって私……私は……！」

　感極きわまった雛木は、泣き声混じりに何かを伝えようとしている。

　だがそれを聞き終える前に、迫り来る巨大な拳が、俺達の頭上を捉とらえていた。

　俺はその巨大な拳を見上げ、自じ棄きになりかけてしまう。

「ここまでなのかよ……！」

「────止まれ」

　周囲の空気ごと粛しゆく正せいしてしまうような、涼すずやかな一ひと言ことがもたらされる。

　諦あきらめかけていた俺の目前で、周囲の空間が一いつ瞬しゆんだけ、水面のように揺ゆらいで見えた。

　……俺達の頭上に影を落としていた巨大な拳は、俺達の頭上に触れるか触れないかの位置で寸止めされていた。

　見れば、巨大な拳を、片手の平で軽々しく受け止めている少女の姿すがたがあった。

「……執しつ行こう官かん！」

　絶対停止の力を使う喪も服ふくの少女だ。

　執行官の少女は、巨人の腕をその場で磔はりつけにして動けなくさせていた。

「……私の名前は〝アンデレ〟よ。恩人の名前くらい記憶に刻んでおく事ね」

　アンデレと名乗った喪服の少女は、俺と雛ひな木ぎを見向きもせずに言った。

　だが、その背中は少しだけ照れくさそうにも見えた。

「────こっちだ！」

　すると唐とう突とつに、俺達の背後から知らぬ男の声がした。

　振り返ってみれば、建物の隙すき間まの路地に、見慣れぬ１人の男が立っていた。

　黒のシンプルショートヘアー。真ま面じ目めそうな細ほそい顎あごの面おも立だちに、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけている。グレーのダッフルコートを着込んだ、俺達より少し年上に見える男であった。

「誰なんだ……！」

「そんな事より急いでこっちへ！　この路地の向こうには、身を隠かくせる用水路があるんだ！」

「！」

　現れた謎なぞの男は、俺達に身を隠せる場所があるのだと告つげている。

　俺と雛木は顔を見合わせ、お互いに頷うなずく。

　藁わらにも縋すがる心境で、俺達は男が手招く方向へと駆かけ出した。




　　　　■■■




　雪せつ名なと相あい原はらがトラックのコンテナに乗り込むと、突然トラックは発進してしまう。

「ひゃっ！」

　予期せぬ急発進だったため、転ころびそうになった雪名は、思わずコンテナの内うち壁かべに寄りかかる。

　コンテナの壁に寄りかかりながら、雪名は動き出してしまったトラックに焦った。

　運転席に繫つながっている小窓へ向かって、雪名は必死に叫ぶ。

「駄目だよ！　まだ誠せい一いち君達が乗ってないんだよ！」

　懸けん命めいに訴うつたえかける雪名の言葉に、だが運転席からの反応はなかった。

「────〝冴上誠一アンチリテラル〟の事ならぁ、心配する必要なんてありませんよぉ」

　痛切な雪名の言葉に答えたのは、雪名の知らない少女の声だった。

　雪名と相原は気が付いた。

　コンテナ内の薄暗い陰かげりの下に、２人の人影が乗り合わせていた事に。

　１人は……愛らしい顔に虚うつろな目。遊園地で子供に風船でも配っていそうなクマの着ぐるみの人物である。その巨きよ軀くの人影は、トラックを運転していた人物と同じ恰かつ好こうだ。背中にはマウザーＢＫ27────戦闘機搭とう載さい用の機関砲リボルバーカノンを背負っていた。それは決して通常の人間が携行出来るような重量の武器ではない。

　……そしてクマの着ぐるみの傍かたわらに佇たたずむ、もう１人の人影。

　雪せつ名な達に話しかけてきたその少女は、ほくそ笑んでいる。

　茶に染めたショートツインテール。微睡まどろんだような双そう眸ぼう。着崩くずした青い着物姿すがたである。

　少女は小さなその手に、12ゲージの無骨なショットガンを持っていた。ただのショットガンではない。近距離戦用にアックスが取り付けられている、アックスショットガンである。

「こんばんはぁ、羽う鷺さぎ雪名さんですよねぇ。一度お話ししてみたかったんですよぉ」

「……！」

　着物姿の少女は初対面にも関わらず、雪名の名前を知っていた。

　雪名の警けい戒かい心は一気に高まる。

　雪名が身構えながら着物の少女を注視すると、壁にもたれかかっていた少女は、楽しげに雪名の顔を見つめ返した。

　怪あやしい少女に、雪名は恐る恐る問いかけた。

「あなた……誰……？」

「私は稲いな瀬せ果か穂ほですぅ」

「稲瀬……果穂……？」

　雪名が聞いた事のない名前だった。

　その傍かたわらに立っていた相あい原はらも、やはり面識がないのだろう。表情が訝いぶかしげだ。

　稲瀬と名乗った少女は、雪名と相原の反応に構わず続けた。

「皆さんがここから逃げ出すためにはぁ、羽鷺さん達の努力が必要だと思いますよぉ。これから探さなければならないんですねぇ、これを始めた〝原点〟さんをぉ」

「……」

　雪名は黙り込んでしまう。

　その時、コンテナ内に設もうけられていた小窓から、僅わずかな光が射し込んでくる。

「……朝陽？」

　コンテナに付いていた窓の向こうを見つめ、相原が呟つぶやいた。

　永遠のように長かった夜が明け、山の向こうが白んできている。

　────未いまだ異常な状況は収束などしていない。

　────誠せい一いち達は置き去りにしてしまった。

　落ち着かない要素は数多く残されてはいたが、それでも闇やみに閉ざされていた温泉街に朝陽が滲にじみ出した事で、雪名は少しだけ、安あん堵どに似た気持ちを感じた。

「……おかしいです、こんなの絶対にありえるはずがないですよ！」

　しかし……窓の向こうの朝陽を見上げていた相あい原はらが、震ふるえる喉のどで言葉を発した。

　窓から後あと退ずさり、そして白む空を指差して言う。

「だってこっちの方角って……確か〝西〟なんですよ……！」

「……え」

　雪せつ名なの声が漏もれる。

　相原の口からもたらされた理解不能な情報を、雪名は呆ぼう然ぜんと咀そ嚼しやくする。

　つまり────太陽が西から昇ってきている？

「フフフ」

　コンテナの中に、稲いな瀬せの笑い声が漏もれた。

　鬱うつ々うつとした表情の雪名と相原の視線は否いや応おうなく、笑っている稲瀬へと向けられてしまう。

「────ガウス平面上においてぇ、虚数は反時計回りに振る舞って見せますぅ。だからもちろんの事ですけどぉ。つまり〝この世界〟ではぁ、何もかもが反時計回りになるのが当たり前なんですよぉ」

「！」

　稲瀬の奇妙な発言に、雪名は喫きつ驚きようする。

　その一ひと言ことによって、雪名は理解したのだ。

　────自分達が囚とらわれてしまっている事に。

　稲瀬は悠ゆう然ぜんと雪名と相原を見回し、恭うやうやしくお辞じ儀ぎをして言った。

「ようこそぉ、みなさん。ここは〝ガウスの迷めい宮きゆう〟ですよぉ」

　薄暗いコンテナ内に射し込む朝陽は、着物姿すがたの少女を不ぶ気き味みに照らし出している。

　クリスマス・イブを迎えた温泉街の朝は、異様な空気に包まれていた。







Phase3：神にとっての不気味の谷







　あの日の僕は、転校生としてやってきたばかりの女の子に、校内を案内して回っていた。

　自みずからそうしようと思ったわけではない。

　僕にはクラス委員長という肩書きがあったため、担任の先生から頼まれたのだ。

　キッカケなんて、たったそれだけの事だった。




　転校生の彼女に付き添って、昼休みに一通り校内を見学して貰もらった。

　僕は最後に、彼女を学校の屋上へ案内した。

　特別に何かあるわけでもない殺風景な場所である。

　敢あえてそんな場所に彼女を案内したのは……そこからなら、ちっぽけなこの田舎いなか町まちが一望出来るからだ。僕が知る限り、そこは校内で１番美しい場所だったのだ。

「……相あい原はらさんって、転校してくる前は東とう京きように住んでたんだってね」

「そうだよ」

　屋上から２人で景色を見ながら、お互いに呟つぶやくような会話が始まった。

「東京って、５年前の内ない戦せんで滅め茶ちや苦く茶ちやになったんだろ。まだ手つかずの廃はい墟きよとかもあるって、テレビでやってるのを見たよ。東京って……今はどんな街になってるの？」

「どんな街か、か……。黒くろ枝え君は、東京に興味があるの？」

「どうだろう。たぶん、そうなんじゃないかな」

　僕は目の前のフェンスを握り、その冷たい感触に目を細めた。

「東京ってさ……内戦で滅茶苦茶になったのに、未いまだにこの国の中ちゆう枢すうを担になってる大都市だよね。内戦直後の頃は、復ふつ興こう特とく需じゆがあるとか色々言われてて、この町からも関東に仕事を探しに行く大人おとな達がたくさんいたっけ。土木業とかの求人が急増したって、聞いた事があるよ」

「そうだったんだ」

「関東の復興特需が凄すごいって、テレビではよく言ってたっけ。でも僕は景気が良くなったっていうのを実感した事はないし、特需と言われてた状況は２年くらいで収束したとも聞いてる。今は内戦前の不景気に戻りつつあって、僕達が大人になった時の就職も、どうなるかわからないみたいだ。……内戦が起きたところで、結局この国は何も変わらなかったのかもしれない」

「……そうかもしれないね」

「特需は終わった。それなのに、町を出て行った大人達は帰って来ないんだ。それが何でなのかを考える事はある。東京って、生まれ育ったこの町よりも良い場所なのかなって……ただそんな風に思ってさ。だから何となく、相原さんはどう思ってるのか聞きたくなったのかも」

　僕と彼女の間を、冷たい風が吹き抜けた。

　僕等らは顔を見合わせる事もなく、閑かん散さんとした町の景色を見ているだけだった。

　彼女は、ポツリと言った。

「大して変わらないよ」

「え？」

「東とう京きよう」

「……」

「この町と大して変わらない。ただ風景が違っているだけで、人間がいる。何ど処こに行っても、それは変わらない。……あ、でも東京タワーとかは好きだったかも。夜景が綺き麗れいだったし」

　彼女は、長い髪を風に揺ゆらして言った。

「私のお父さんね……人を殺しちゃったの」

「…………なっ！」

　彼女が世せ間けん話ばなしの最中に平然とした告白を聞いて、僕は耳を疑ってしまう。

　本当の事なのか。

　それともからかわれているだけなのか。

　彼女と会って間もない僕には、彼女が冗談を言うような性格なのかどうかすらわからない。

　真しん偽ぎを確かめようもなく、ただ言葉を失ってしまっていた僕に向かって、彼女は優しい顔に笑顔を作って言うのだった。

「本当の事だよ。噓うそは言ってない」

「……」

「東京内ない戦せんの時にね……小さかった私は、刃物を持った大人おとなの人に襲おそわれたの。この左ひだり眼めの傷は、その時に切り付けられたものなの」

　彼女は塞ふさがった自分の左眼に、そっと指先で触れた。

　彼女の左眼には、額ひたいから左頰ほほへ抜ける鮮やかな直線の傷跡がある。その傷で塞がった左眼から、これまでに彼女が経験したであろう壮絶な人生を想像するのは難しくなかった。

　……今朝の転校の挨あい拶さつの時に、教きよう壇だんの前に立った彼女の姿すがたには驚かされた。

　僕だけではなく、クラス全員が騒然とするのも無理がなかった。

　そんな特異な彼女が、自みずからの痛烈な経験を、まるで些さ細さいな世間話であるように話し続ける。

「お父さんは、襲われた私を守ろうとしてくれた。その結果、取り返しが付かない程ほどに人を傷付けてしまった。そうするつもりなんて、きっとなかったはずだったのに。思っているように上う手まくいかない事って、いっぱいあるよね」

「……相原のお父さんは、どうなったの？」

「死んだ。私を襲った大人の人に刺されて助からなかった」

「……」

「だから今の私は、身寄りのない単身なの。最近テレビとかで批判されてる、内ない戦せん孤こ児じ救済法を適用されている税金暮らしの孤児なんだ」

　彼女は温かい笑顔で、僕の顔を見つめた。

　痛々しい過去と傷からは想像もつかない程ほど、彼女は穏おだやかに笑っている。

「さっき黒くろ枝え君が言っていた、帰って来ない大人おとなの人達ね。きっと、帰って来ようとしないのは、東とう京きようが好きとか嫌きらいとか、そういう事じゃないんだと思う」

「……じゃあ、どういう事なんだい？」

「そこに留とどまらないといけなくなった。たぶん、そういう事なんじゃないかな」

　彼女は続けた。

「家とか家族とか、仕事とか。大切にしなくちゃいけないものが、その場所に出来てしまったんだと思う。だって私の場合は……東京にそういうものがなかったから、こうしてこの町に来たんだもの」

「……大切にしなくちゃいけないものか」

「黒枝君には、この町にそういうものはないの？」

「僕に？」

「うん」

「……強いて言うなら、僕はこの町が好きなのかな。近くにある温泉街くらいしか見み所どころがない、北国の田舎いなか町まちだけどね。でも僕は、この静かな町の雰ふん囲い気きが好きなんだ。別にたいそうな理由なんてなくて、ただ好きだから好きってだけなんだけどさ」

「この町そのものが、黒枝君にとって大切なものなんだね。何だか羨うらやましいな」

　彼女は俺から視線を逸そらし、愛いとおしげに細めた右目で、町の風景に向き直る。

　小さな手でフェンスを握り、相あい原はらは少し照れながら言った。

「私もね。これからこの町で……大切なものを見つけられたら良いなって思ってる。私が大切にしていたものは、もう全部なくなってしまったから。人生を１から始めたいの」

　彼女の長い髪が、風に揺ゆれていた。

　それを搔かき上げた相原の仕し草ぐさが────綺き麗れいだと思った。

「どうして僕に、そんな話をするんだい？」

「どうしてだろう。たぶん黒枝君が、良い人そうに見えたからだよ」

　彼女は、困ったように微笑ほほえんで見せた。

　その微笑みに絆ほだされ、僕は頰ほおに熱を感じた。

　それまでは……何もない毎日が続くだけの、静かな日々だった。

　鉛なまり色の空と、深々と降り積もる雪。

　寒々しい景色に囲まれた、寒々しい田舎町に過ぎなかった。

　そんな僕が暮らす退屈な町に、ある日、この奇き妙みような少女はやって来た。

　思えばその時からすでに、僕は相あい原はら夕ゆうに惹ひかれていた。




　　　　■■■




　俺達が謎なぞの男に導かれて辿たどり着いた用水路は、温泉街の裏路地を突つき進んだ先にあった。

　入り口の鉄てつ格ごう子しが開け放はなたれていた事もあり、侵入に苦労する事はなかった。

　その用水路は人の背せ丈たけ程ほどの高さしかない、コンクリート製のトンネル通路である。男が言うには、その用水路は普段、溶けた積雪が流れる場所であるらしい。

　俺達は急いでそこに身を隠かくすと、すぐさま入り口の鉄格子の扉を閉めた。

　そうして……そこで外の百ひやつ鬼き夜や行こうが終わる瞬しゆん間かんを待ち続けたのだ。

　時々、化ばけ物もの達の呻うめき声や、地響きのような足音に混じり、知らない誰かの悲鳴が聞こえた。

　しかしそれを助けに行けるわけでもなく、俺達はただ黙って、虐ぎやく殺さつが終わるのを待ち続ける事しか出来なかった。

　それはまるで、俺には５年前の東とう京きよう内ない戦せんの再現のように感じられていた。

　やがて空が白み始め、朝陽が昇った。

　ようやく、外が静かになった頃だった。

　俺は周囲の偵てい察さつを兼ねて、暗い用水路から外の日差しの下に出た。

　眩まばゆい太陽光に瞳ひとみをひりつかせながら、俺達は地獄の夜を生き延びた事を実感した。

　……すでに周囲から化物達の気配や、息づかいは消え去っている。どこに行ったのかは不明だが、化物達は朝の訪れと共に姿すがたを消したようだった。

「……弘ひろ樹き」

　状況が落ち着いたせいか。

　俺はようやく、巨きよ軀くの化物に変わり果ててしまった友人の事を思い、胸が痛んだ。

　弘樹は化物の攻こう撃げきを受けて傷付き、そして化物の仲間になってしまった。一見すると、そうなってしまった原因は、あの化物達に傷付けられたせいだったのではないかと思えてしまう。

　だがその予測を、俺はすぐに否定した。

　もしもそうであるなら、傷付けられた愛あい架かが化物に変わっていないのはおかしい事になる。

　結局あの化物達は、どこから湧わいてきた何だったのだろう。

　弘樹の身に、一体何が起きてしまったのだろう。

「俺達は何に巻き込まれたんだ……！」

　犬歯を剝むき、俺は苛いら立だちに任まかせて呟つぶやいてしまう。

　弘樹が変へん貌ぼうしたあの時、俺には傷付けられた赤いスカラーの輝きが視みえていたのだ。

　細胞のように細かく密集した、アルファベットのｉの文字。

　それを視た雪せつ名なは何かに気付いたようで、一ひと言ことだけ呟いていた。

　────〝虚数〟。

　赤いスカラーの輝き。温泉街に現れた執しつ行こう官かん。

　どう考えても、この状況に災厄の数アルヘトスが関係している事は間違いないだろう。

　こんな時、雪せつ名なや明あく津つが傍そばにいてくれたら、どれだけ心強かっただろう。

　２人がいなければ、身を守るだけでやっとの自分に気が付くと、俺はいつも情けない気持ちでいっぱいになってしまう。

　果たして雪名や明津達は、無事に逃げ切れたのだろうか。

「……もう大丈夫そうだね」

　俺に遅れて、俺達を導いてくれたあの男が、用水路の暗がりから姿すがたを現した。

　その男に歩み寄り、俺は頭を下げて礼を言った。

「おかげで助かりました。えっと……」

「僕の名前は黒くろ枝え。黒枝灯とう夜やだ」

　黒枝と名乗った男は爽さわやかに微笑ほほえみ、俺に向かって握手の手を差し出してきた。
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　俺はその手を握り返した。

　年上に見える黒枝に対して、俺は敬語を使う事にした。

「黒枝さんは、一体何者なんですか？」

「何者、なんてたいそうなものじゃないよ。この温泉街の隣となりにある、田舎いなか町まちの住人の１人さ」

　黒くろ枝えは苦笑して言った。

　笑える状況でない事は承知していた。

　だが人当たりの良い黒枝の笑顔につられ、俺もつい微笑ほほえみを交まじえて続けてしまう。

「そうだったんですか……隣町って、あの旅客機が落ちた山の近くにある町ですか。旅館で配布していた無料の観光案内で見たんですけど」

「ああ、そうだよ。山を突つっ切れば近道だったんだけど、墜つい落らく事故で通行止めだったからね。少し遠回りして来たんだ。……こんな事になっているなんて、思いもしなかったんだけど」

「大変な事に巻き込まれてしまいましたね……どうして温泉街に来たんですか？」

「人を探しに来たんだ」

「人？」

「相あい原はら夕ゆう。僕の知り合いさ」

「相原夕って……」

　俺は思い出す。

　和わ水すい亭ていで働いていた、あの隻せき眼がんの少女の名前だったはずだ。

「……もしかして、和水亭で働いてる仲なか居いさんですか」

「……彼女を見たのかい？」

　黒枝は表情を厳しくして、俺の眼前に詰つめ寄ってくる。

　ただならぬ黒枝の迫力に気け圧おされながらも、俺は事情を説明する。

「俺の知り合いと一いつ緒しよに避難して行きましたよ。どこへ行ったのかは見当も付きませんけど……」

「彼女の様よう子すは？　怪け我がや体調不良とか、そういった様子はなかったかい？」

「あ、は、はい。大丈夫だったと思います」

「そ、そうか……」

　相原の事を細かく聞いてくる黒枝の態度を見て、俺は何となく思った。

　黒枝にとって、相原は大切な人物なのかもしれない。

「……きっと無事でいますよ」

「そうだね。でも、避難した場所によっては不ま味ずいな……」

　黒枝の呟つぶやいた「不味い」という言葉が気にかかり、俺はそれを尋たずねようとする。

　だがその時だった。用水路の奥から、愛あい架かを背負った雛ひな木ぎが現れた。

「冴さえ上がみくん……」

　雛木は泣き出しそうな顔で、俺に言った。

「愛架ちゃんの具合が良くないの。早く病院に連れて行かないと危ないよ……！」

「愛架……！」

　俺は雛木が背負っている愛架に駆かけ寄り、その顔色を覗のぞき込む。

　完全に血の気が引いた愛あい架かの顔は白く、意識もない。マフラーで縛しばる程てい度どの応急止血しか処置出来ていない事もあり、千ち切ぎれた右脚の出血は、完全には止まっていなかった。

　一刻の猶ゆう予よもない。

「今すぐに病院に運ばないと！」

　焦あせった俺は黒くろ枝えに詰つめ寄り、捲まくし立てるように尋たずねた。

「ここから１番近い病院がどこか、黒枝さんなら土地勘かんがあるんじゃないですか」

　必死に迫る俺の言葉に、だが黒枝は淡々とした口調で答えた。

「ここへ来る途中、温泉街にある病院が化ばけ物もの達に襲しゆう撃げきされているのを見た。今はおそらく、まともに機能していないだろうと思うよ。都市部よりも、僕の町にある私立病院の方が近いんじゃないかな。徒歩だから、かなり時間はかかると思うけど」

　黒枝はまるで、他ひ人と事ごとであるような態度で冷淡に話す。

　目の前で愛架が苦しんでいる事に、あまり興味がないような口振りである。

　その本意を知る事など出来ないのだが、それでも俺は、黒枝に対して苛いら立だちを感じてしまう。

　……愛架を一刻も早く病院へ連れて行かなければならない。それはわかっている。

　しかし携帯電話が使えない以上は、救急車を呼ぶ事も出来ないのが現状なのだ。

　周囲に頼れる大人おとな達の姿すがたもない。……ならばやはり、今は土地勘がある黒枝に病院まで案内して貰もらうしか手はないだろう。

「道案内をお願い出来ますか。病院まで、ここから徒歩何分くらいなんですか……！」

「僕が通ってきた迂う回かい路ろを使って80分……でも通行止めになっていた山を突つっ切ってショートカット出来れば、40分くらいだと思う」

「40分……」

　俺は固い唾つばを飲み込む。

　かなり長い道のりではないか……！

　愛架が右脚を失って、すでに30分以上は経過している。応急手当の講習で習った知識によれば、たしか多量出血の場合の生存確率は、30分経過で５割を切っているはずだ。

　その上に40分もの移動が必要だと言うのだ。それ程ほどまでに処置が遅れてしまって、果たして愛架は生き延びる事など出来るのだろうか……！

「迷ってても仕方ない、出来る最善をやらなきゃ……！」

　他に妙みよう案あんがない以上、俺は考えている時間が勿もつ体たいないと判断する。

　雛ひな木ぎに代わって、今度は俺が愛架を背負う。

　道案内を頼んだ黒枝を先行させ、俺達はその後に付いて歩き始めた。

　すると唐とう突とつに、俺達の進行方向に少女の声が現れた。

「へえ。あんた達、隣となりの町まで行くつもりなんだ」

　建物の隙すき間まから射し込む朝陽を背負い、腕を組んだ喪も服ふく姿すがたの少女が立っていた。

　赤髪のその少女────執しつ行こう官かんのアンデレだった。

「見た感じ、その右脚が取れてる子は長くは保もたないわね。隣となりの町の病院までなんて、とてもじゃないけど生きていられないわ」

「……なんだと……！」

「怖こわい顔しないでよ。別に助ける方法がないって言ってるわけじゃないわ」

　アンデレは近くの壁かべに背を預け、怪あやしく微笑ほほえみかけていた。

「もっと近い場所に行きましょう。私が、その子の処置をしてあげる」
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　先頭を歩くアンデレに続き、俺は愛あい架かを背負って歩く。

「……どういう風の吹き回しなんだ」

　思わず正直な疑問を投げかけてしまう。

　理解不能だったからだ。

　最初は、俺や雪せつ名なの事など歯し牙がにもかけなかったアンデレだったのだ。

　それがどういうわけか、俺達を窮きゆう地ちから助け、今は俺達の護ご衛えいまで買って出てくれている。

　……とてもではないが、魂こん胆たんがないとは思えない態度の変化である。

　アンデレは振り向きもせず、凍結した路面の上でヒールを踏み鳴らしながら答えた。

「友達でも何でもないあんたに、色々と親切に教えてあげる義理はないんじゃないかしら？」

　皮肉っぽいアンデレの口調に、俺は苛いら立だちと不信を募つのらせ続けるばかりである。

　不ふ穏おんな空気の中、俺達は旅客機が墜つい落らくした山を山頂に向かって進んでいるところだった。

　そこは────最初に化ばけ物もの達が現れた、あの山だ。

　まだどこかに、あの化物達が潜んでいるのではないかと心配していた。

　だが幸いにも、それは杞き憂ゆうに終わりそうだった。

　温泉街に押おしかけてきた連中で打ち止めだったのかもしれない。

　その証拠に、俺達が山へ入った頃にはその姿すがたを１体たりとも見かけなくなっているのだ。

「あれから、そろそろ15分か……」

　俺は腕時計で確かめる。

　背負った愛架の身体からだは、気のせいか徐々に冷たくなってきている気がした。

　弱っていく妹に何もしてやれない自分を、ただ不ふ甲が斐いなく感じていた。

　まただ。

　また俺は、大切な人を守りたいのに、どうしようもなく無力なのだ。

　出来るものなら、自分の右脚を斬きり落とし、愛架のためにくれてやりたい心境である。

　早く病院へ辿たどり着きたいという気持ちばかりが先行しそうになるが、しかし駆かけ出したくなる気持ちはグッと堪こらえる。俺達が歩いてるのは、凍結した黒い路面の上なのだ。慌あわてて走って転ころんでしまいでもしたら、それこそ愛あい架かに致命的な衝しよう撃げきを与える事になりかねないのだ。

　今はとにかく慎重に……だが可能な限り急がなくてはならない。

「……お兄ちゃん」

　急に愛架が口を開いたため、意識を取り戻したのかと驚いた。

　だがそうではない。愛架はうなされているようだった。

「……死んじゃやだ……私を置いて逃げて……」

　その呻うめきを耳に留めながら、俺は歯は嚙がみした。

「愛架……俺が必ず助けてやるからな……！」

　たった１人だけしかいない家族を救いたい一心で、俺の心は乱れ続けていた。

　表情を険けわしくさせている俺に、心配そうな顔をした雛ひな木ぎが言った。

「……あんまり気負い過ぎないでね、冴さえ上がみくん。愛架ちゃんは、きっと助かるから」

「ああ、そうだな……」

　雛木の前向きな言葉を肯定する。

　だが同時に俺の胸中は、懸け念ねんしている可能性のために前向きになれていなかった。

　────隣となり町は無事なのだろうか。

　付きまとうのは、その疑問である。

　温泉街にいた化ばけ物もの達は、朝陽と共にどこかへと姿すがたを消した。

　つまり温泉街を去った事になるわけだが、その行く先が隣町である可能性はないだろうか。

　アンデレが俺達をどこへ導こうとしているのかはわからなかったが、方角から考えれば隣町。つまり黒くろ枝えの住んでる町を目指していると思われた。

　アンデレが言う愛架を救う方法というのが、もしも隣の町にある何らかの設備を利用する事なのだとすれば……それが化物達に襲しゆう撃げきされ、すでに使用不可能な状況になっている事は考えられないだろうか。

　そうしたら愛架はもう……助からないのではないか？

　最悪の可能性を考え続けていると、こうしてアンデレの後に続いている自分の選択が最良であったのかどうかわからなくなる。不安に押おし潰つぶされそうになってしまう。

「大丈夫さ」

　俺の胸中を見み透すかしたように、黒枝が微笑ほほえんで言った。

「心配しなくても、僕の町は無事だよ。病院だってやってるし、君の妹だって死ぬはずがない」

　微笑みと共に断言する黒枝。

　その自信に満ちた態度が、何を根こん拠きよにしたものなのかはわからない。

　確信めいて言う黒枝の微笑みが……少しだけ不ぶ気き味みにも感じられた。

　だが考え直す。

　もしかしたら黒くろ枝えは、俺を勇気付けるために無根拠なのに、敢あえて断言してくれているのかもしれないではないか。何より、隣町には黒枝の家だってあるだろう。黒枝だって、気が気でない心境のはずだ。それなのに、わざわざ俺を気き遣づかってくれているのかもしれない。

　そんな黒枝の気遣いを無視し、言葉の根こん拠きよを問い糾ただすのは、あまりにも幼稚である。

　俺は黒枝の善意に応こたえるつもりで、無む理り矢や理りにでも苦笑を浮かべて肯定した。

「そうですね。俺も、無事だと信じます」

「その調子だ、冴さえ上がみ君。何だって信じた者勝ちなのさ。どんなに辛つらい現実でも、信じたり縋すがったり出来るものが残されているという状況は、まだ救いがあると思う」

　黒枝は、俺に背負われている愛架の横顔を見ながら言った。

「……僕達が信じる事で、助かる命だってあるんだ」

　そう言った黒枝の表情は微笑んでいた。しかしどこか寂さびしそうにも見えた。

　……北海道の積雪した山では、朝の冷え込みも容よう赦しやない激しさである。

　完全防寒の俺の服装でも、若じやつ干かんの寒さを感じてしまう程ほどだ。マフラーは愛架の止血に使ってしまったため、俺の首くび筋すじの血は凍こおってしまいそうだった。しかし、傷付き苦しんでいる妹の事を考えると、そんな事で不平を言うような心境にはなれなかった。

「きゃう！」

　先頭を歩いていたアンデレから、急に黄色い悲鳴が漏もれる。

　見ればアンデレは、その場で足を滑すべらせて転ころびそうになっていた。

　凍結した路面の上なのだ。歩きにくいヒールで、しかも早足で歩こうとしたせいだろう。転びそうになったアンデレは、その場で何とか踏ん張って堪こらえている様よう子すだった。

「……」

「……」

　アンデレは頰ほおを染そめながら、背後の俺達をそっと振り返ってきた。

　そんなアンデレに、俺は容よう赦しやなく尋たずねる。

「……もしかして、今コケたのか？」

「こ、コケてなんかないわよ！　ただちょっと滑っただけでしょ！」

「つまりコケたんじゃないか」

「！」

　アンデレは耳まで真っ赤になってから、再び俺達に背を向ける。

　今度は足下の凍結具合に注意しながら、慎重な足取りで歩みを再開したようだ。

　そんなアンデレの背中に向かって、俺は思わず言ってしまった。

「なんか君……変わった執しつ行こう官かんだな」

「ど、どういう意味よ！」

　今度は身体からだごと振り返って、アンデレは食ってかかってくる。

　ムキになったその態度が少しおかしくて、俺は思わず苦笑混じりに続けた。

「何というか、今まで俺が会ってきた連中と比べて……場慣れしてないというか。初うい々ういしいというか。でもまあ、他の執行官よりは普通の人っぽいし、親しみやすくて良いんだけどさ」

「～っ！」

　アンデレはただでさえ吊つり気ぎ味みの目を、いっそう吊り上げて力説する。

「私が新米だからって、馬ば鹿かにしないでくれる！　それにさっきから誤解されてるみたいだけど、私は全然普通じゃないんだから！　他の執しつ行こう官かんみたいに頭おかしいんだからね！」

「…………ええっと。言ってる事が色々とおかしくない？」

「だから、私は普通じゃないんだって言ってるでしょ！」

「うん。あの、ごめん。君も普通じゃない……ね？」

「わかれば良いのよ、フン！」

　よっぽど他の執行官と同じ扱あつかいをして欲しかったのか、アンデレが普通ではない事を俺が認めると、アンデレは得意げに胸を張った。

　アンデレはすぐさま前方へ向き直って、肩をいからせながら歩き始めた。

　しばらくアンデレの後を付いて歩いた頃、再び俺が問いかけた。

「ところで君って、新米の執行官だったの？」

「なっ！」

「知らなかったな。けどやっぱり、執行官にも新米とかベテランとかあるんだな。君はどうして執行官になったんだ？」

「……むぐぐ！」

　アンデレは悔くやしげに肩を震ふるわせていた。

　俺を無視し、アンデレはダンマリを決め込もうとした。

　しかし……無視し続ける罪悪感に耐えられなかったのだろうか、少しだけ申し訳なさそうに、チラチラと横目で俺の表情を窺うかがっている。

　何か……やっぱり悪い奴やつではなさそうだなあ。

　アンデレは渋々ながら、尖とがらせた唇くちびるでポツリと答えた。

「……わ、私の〝前任〟のアンデレの座が、空席になったからよ」

「アンデレの座？」

　アンデレはふて腐くされるようにしながら続けた。

「執行官の名前は、座の名前に応じて付けられているの。そしてその総数はいつの時代も13と決められているらしいわ。13人分の座に、空席は許されない。だから座が空いたなら、新しい人間を執行官として補充しなければならないの。私は新たな執行官として任命され、このガントレット……〝磔の腕アレーテイア〟を与えられた」

「それってつまり……」

「最近、私の前任のアンデレが死んだ。それによって空いた座に、私が選ばれたの」

　黙々と山頂を目指して歩くアンデレの背中が、寂さびしげだった。

　今のアンデレと、前任のアンデレとは、どんな関係だったのだろうか。どんな関係であるにせよ、目の前の少女が、前任のアンデレの死を悲しんでいる事は口調から察する事が出来た。

　これ以上、深入りするのは悪いかなと思った。

　だが俺の背後を歩いていた雛ひな木ぎが、俺の代わりに問いかけてしまう。

「……前任のアンデレさんは、どうして死んじゃったんですか？」

「殺されたのよ」

　アンデレは振り向かず、悔くやしげに犬歯を覗のぞかせて言った。

「執しつ行こう官かんは、死ぬまで戦い続けるだけの戦せん闘とうマシン。いつか死んでしまう事が定めなんだから、座が空席になるのは仕方がないわ。けれど執行官が殺されるなんて事態は、おそらく歴史上初」

　歴史上初の執行官殺し。

　それが前任のアンデレが死んだ理由なのだと少女は言っている。

　確かに、ディエゴやタデウスのような、強力な力を持った執行官が敗れる場面は想像がつかない。執行官を殺害してしまう程ほどの強力な存在とは一体……。

　それ以上、アンデレは何も話そうとはしなくなった。

　この話に関して掘り下げるのは、ここが限界なのだと理解する。

　俺は話題を変えようと、違う事を少女に問いかけてみた。

「アンデレっていうのは座の名前であって、君の本名じゃないわけか」

「そうなるわね」

「なら執行官になる前、君はどこの誰だったんだ」

「……何でそんな事を知りたがるわけ？　あんた何者よ」

　アンデレは振り返り、不可解そうに眉まゆを歪ゆがめて俺に尋たずねる。

「教団の情報を私から聞き出したところで意味ないわよ。どうせあなたには理解出来ないし。それにさっきから私が話しているのは、業界では一般的に知られている事。話したところで問題がないレベルの情報でしかないわ。けど、深入りしすぎるなら……消すわよ」

「別に悪意があって教団の事を探さぐってるわけじゃない。ただの世せ間けん話ばなしだとでも思ってくれよ」

「…………あんたって、変なヤツね」

「いや……君程ほどじゃないと思うんだけど」

　アンデレは嘆たん息そくを漏もらし、それでも答えてくれた。

「……昔の私は、ただの修道女だった。元の名前はどうだって良いでしょ」

　アンデレは踵きびすを返し、再び道を歩き出す。

「そんなの、無価値な名前だもの」

　そう言ったアンデレの横顔は、冷ややかだった。
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　アンデレと俺達が、山頂に辿たどり着こうかという頃だった。

　行き先の道路が唐とう突とつに途と絶だえてしまっていた。

　舗装された自動車道を横切って、地面が一直線に半円形に抉えぐり取られている。

　深々と抉れたアスファルトの下から茶ちや褐かつ色しよくの土が顕あらわになっていた。

　それは山肌に刻きざみ込まれた、巨大な直線の傷跡だった。

　その傷跡の周囲に生はえた木々は、１本残らず薙なぎ倒されている。

　……この場に何か巨大なモノが飛来し、落下しながら地面を削った。

　そう推測するのが容易な光景だった。

　黒くろ枝えが、道路に置き去りにされていた消防車や救急車の数々を見渡して言った。

「……この向こうに、墜つい落らくした旅客機があるようだね」

　車はおそらく、救助活動に駆かけ付けた、温泉街の大人おとな達が乗って来たものだろう。

　しかし何な故ぜか周囲には、救助に駆け付けているはずの大人達の姿すがたが見受けられなかった。

「……うむむ～。やっぱり、救助隊の大人達は、みんなあの化ばけ物もの達に襲おそわれちゃったのかな」

　雛ひな木ぎがすぐに、その嫌いやな予感を口にしていた。

　ここに来るまで、それは俺もずっと考えていた可能性の１つだった。

　殺しても死なない、人を襲う化物の大群だったのだ。

　大人達とは言え、丸まる腰ごしの地域消防団など、簡単に倒されてしまうのは想像に難かたくない。

　まだ周囲に化物がいるのではないかと、警けい戒かいしている俺達に向かってアンデレが言った。

「それは間違いないでしょうね。この状況を見る限り、全ぜん滅めつしてる可能性が高いわ」

　残酷な予想を平然と肯定しながら、アンデレは抉えぐれた地面の上に降り立つ。

「でもまあ、化物達に襲われたというのは、正確な言い方じゃないわね。救助に来たこの街の大人達は────救助するはずだった旅客機の乗客に襲われたのよ」

「……？」

　アンデレの言葉に、俺だけでなく全員が怪け訝げんな顔をする。

　アンデレは木々が薙なぎ倒されている向こう側を目指し、また歩き始めた。

　俺はその背中を慌あわてて呼び止めた。

「ちょ、どこへ行くつもりだよ。そっちは旅客機の墜つい落らく現場だろ」

「隣となりの町の病院よりも近い場所で治療してあげるって、言ったでしょ。良いから黙って付いてきなさいよ。来ればわかるわよ」

　俺と雛木、そして黒枝はお互いの顔を見つめる。

　そして、何を考えているのかわからないアンデレを見やり、その後ろを追いかける事にした。

　アンデレは背後の俺を振り向かず、ぶっきらぼうに問いかけてきた。

「あんた、自分が死んだらどうなるか知ってる？」

　意図不明なアンデレの問いかけが、俺を困惑させた。

　自分が死んだらどうなるか？

　腐ふ敗はいして土に還かえるとか、魂たましいが天国へ行くとか？

「……わからないな。死んだ事ないし」

「でしょうね。私だって同じよ」

　アンデレは苦笑しながら続けた。

「旅客機に乗っていた乗客達も、私達と同じだったのよ」

「……はあ」

「自分が死ぬとどうなるのか。誰も死んだ事がないから正しい事はわからないわ。だけど人によっては、魂たましいになるとか、無になるとか。そうした漠ばく然ぜんとした死のイメージがあるもんでしょ。だからよ。化ばけ物ものになった彼かれ等らの姿すがた形かたちが、人によって違っている理由は」

「……何を言ってるんだ？」

「あの化物達の正体は、墜つい落らくして死んだ乗客達だって言ってんのよ」

「……！」

　墜落した旅客機の乗客達が……死んで化物になった？

　そんな馬ば鹿かな。

　ちょっと待ってくれ。

「どうして旅客機の乗客が、死んであんな化物達に変わり果てるっていうんだよ……！」

　旅客機が墜落して、乗客達が死ぬところまでは理屈としてわかる。

　だがその後に、乗客達が人を襲おそう化物に変へん貌ぼうするだなんて話は聞いた事がない。

　呆あつ気けにとられた顔の俺達を、アンデレは鼻で笑って見せる。

「それは実際に、この先に行って自分で確かめて見ると良いわ」

「……」

　簡単には答えをくれないアンデレを焦じれったく思い、俺は歯は嚙がみする。

　しかしアンデレに付いて行く以外に選択肢しのない俺達は、それでも渋々ながらアンデレの後ろを黙って歩き続けるだけだ。

　薙なぎ倒された木々の向こうへ進んで行くと、墜つい落らくした旅客機に近付いているのがわかった。

　消火されていない木々が未いまだに激しく燃え盛り、炎ほのおのベールが、俺達の周りを囲み始めている。火の勢いは、進行方向へ向かうのに連動して、徐々に増しているのだ。

　早朝の極寒の山の中では、その炎の熱が、周囲の大気を温かくしている。

「…………酷ひどい」

　歩きながら雛ひな木ぎが呟つぶやいた。思わず、胸中の鬱うつ積せきした気持ちを吐はき出したのだろう。

　その気持ちは、俺にも良くわかった。

　雪上のあちこちには、濃厚な赤色の痕こん跡せきが残されていた。

　冷えて鮮度を保たれている血液は、未いまだ鮮烈な赤を、白い大地の上に刻み付けている。

　問題はそれが旅客機に乗っていた乗客達の血なのか、あるいは化ばけ物ものになった乗客達に襲おそわれ、殺害された救助隊の血なのか、だ。

　大量の血ち飛沫しぶきの痕跡を見渡しながら、俺は奇妙な違和感を覚える。

「どういう事なんだ、死体が１つもない……！」

　現場のあちこちに、痛ましい大量の血の跡が見受けられる。しかし周囲には、死体が１つも存在していない。救助隊の姿すがたもなく、この現場には人間が存在しない。

　たくさんの誰かが、この場で傷付いた痕跡は残っているのに……。

「違うよ、冴さえ上がみくん。ここだけじゃない……私、ずっと変だと思ってたんだよ」

　雛ひな木ぎが、不安そうに俺へ告つげた。

「温泉街からここへ来るまでの間。私達、一度も死体を見てない」

「……あ」

　雛木に言われ、俺は気が付いた。

　愛あい架かの容よう態だいにばかり気がいってしまい、思考力が落ちていたのかもしれない。

　虐ぎやく殺さつのあった夜の後なのに────俺達はまだ死体を１つも見かけていないのだ。

　さらに奥へと進むと、左右に薙なぎ倒された木々の向こうに、ようやく墜落した旅客機の機影が見えてきた。その姿すがたを見た俺は、益ます々ますもって混乱をきたしてしまう。

「ありえないだろこんなの！　墜つい落らくした旅客機が…………無傷だなんて！」

　墜落現場には、原形を留とどめない程ほどに破は壊かいされた旅客機と、その残ざん骸がいが散らばっている。

　そうだとばかり予想していた。

　しかし……実際に俺の目前に現れた旅客機は無傷で、美しく光こう沢たくさえ放はなっているのだ。

　滑かつ走そう路ろにレッカー移動出来さえすれば、再び大空へ飛び立てそうな流線形のフォルムである。機体前部が山肌に生はえ揃そろう木々に突つっ込んでいるため、今すぐには不可能だが……。

　機体にペイントされた〝ＪＮＡ２４６〟という番号にも、掠かすれや破損は見られなかった。

「これでわかったでしょう？　墜落なんて〝噓うそ〟だったのよ」

「……噓？」

　アンデレの言わんとする事を理解しきれず、俺はオウム返しに問いかけてしまう。

「ここは災厄の数アルヘトスの創り出した〝虚数ｉ〟で出来た世界よ。全てがｉウソで、全てが実在しない」

「虚数ｉ……？」

　腑ふに落ちていない俺の表情を見た後に、アンデレは嘆たん息そくを交まじえて言った。

「虚数────実際には存在しない噓の数。ミラノの数学者だったカルダノが、１５４５年に出版した〝大いなる技法アルス・マグナ〟という本で初出した数よ。２乗するとマイナスの値あたいになるという、現実世界では到底、実在し得ない想像上の数イマジナリー・ナンバーの事を言うの」

　実在しない噓の数……それが虚数？

　アンデレの説明を聞いていた俺の脳内で、様々なものが繫つながり始める。

「ここが災厄の数アルヘトスの創り出した虚数ｉの世界って……それってまさか！」

「────この異常事態を引き起こしているのは〝虚数〟の災厄の数アルヘトスよ」

「！」

「敵は虚数を操あやつる事で、この〝ガウスの迷めい宮きゆう〟という異世界を創り出す力を持っている。この空間は敵の想像力によって創られた、現実に限りなく近いけれど、決して現実ではない場所」

「俺達がいるこの場所が……異世界だって言うのか……！」

　俺は「そんなまさか」と呟つぶやいて、半笑いしながら片手で頭を抱かかえてしまう。

　本当に……俺達は異世界へ迷い込んでしまっているというのか？

　困惑している俺達に、アンデレは冷ややかな口調で続けた。

「この旅客機が墜つい落らくしたのに無傷でいるのを見れば納得出来るはずよ。こんな事は、現実世界では起こりえないでしょう？　おそらく敵は、旅客機の墜落現場がどんなものかを見た事がないのよ。だから現実の墜落事故は、この世界では〝忠実に再現されない〟みたいね」

　アンデレは無傷の旅客機のハッチに歩み寄って行く。

　ハッチは機体の内部から開け放たれており、アンデレはそこから機内へと乗り込む。

　しばらく愕がく然ぜんとして立ち尽つくしていた俺達だったが、慌あわててその後に続いた。

　機体の中に入ると、外見と同じように、内部も無傷なようだ。

　この旅客機が墜落しただなんて……汚れ１つないカーペットを歩く俺には想像も出来ない。

　アンデレはエコノミークラスの座席が並ぶエリアで立ち止まり、背中越しに言った。

「この世界では何もかもがｉウソ。時間の流れも、生きる事も、死ぬ事でさえもね」

「生きる事も、死ぬ事も噓うそって……つまりどういう事なんですか？」

　アンデレは冷たく細めた視線で、問いかけた雛ひな木ぎに向き直った。

「現実の私達の肉体は、今この場所には存在していないのよ」

　雛木に続いて、思わず俺も尋たずねてしまう。

「……何を言っているんだ？　俺達は今ここにいるぞ？」

「いいえ、いないわ。偽にせ物ものの私達がここにいるだけ」

「……ごめん。意味がわからない。わかりやすく言ってくれないか」

「今、私達が自分だと認識している身体からだは偽物よ。そうね、幽ゆう体たい離り脱だつしている最中だとでも思えば良いのかしら。私達は今、異世界に迷い込んだ実体のない魂たましい同然の存在。自分が知っている自分の姿すがたを形取っているだけで、私達はただの思念体でしかない」

「俺達が魂同然だって……？　じゃあつまり、ここはあの世みたいなもんだって事なのか？」

「まあそんなところね。ただし、災厄の数アルヘトスが創り出している架か空くうのあの世だけれど」

「冗談じゃない！」

　俺は犬歯を剝むいて顔をしかめる。

「いつの間にそんな場所に迷い込んだって言うんだ……何も特別な事なんかしてない！　俺達はただ、旅館に泊まってくつろいでただけなんだぞ……！」

　そこまで口にしてから、ふと俺は思い出して愕がく然ぜんとした。

　シャトルバスを降りた時────激しい頭痛に見舞われた。

　……そんな。

　まさかあの時に……俺達はこの世界へ迷い込んだのか……？

　だとすれば、俺達はこの世界に、それとは知らず自ら足を踏み入れた事にはなるのではないか。

　沈痛な顔で黙り込んだ俺達に向かって、アンデレは容よう赦しやなく続けた。

「この世界には肉体的な死が存在しない。どんなに酷ひどい致命傷を負ったところで、誰も死ぬ事なんて出来ない。何な故ぜならこの世界は、私達が生きていた実際の現実世界とは違うからよ」

　アンデレの言葉で、俺は余よ計けいにわけがわからなくなる。

「でもさっき、この旅客機に乗っていた乗客達は〝死んだ〟から化ばけ物ものに変わったんだって言ってたじゃないか。つまり乗客達は〝死んだ〟わけなんだろう？　それで救助隊を襲おそって……襲われて〝死んだ〟救助隊も、同じように化物に変へん貌ぼうしたって事なんじゃないのか」

「１つ誤解しているわね」

「……誤解している？」

「死んだから化物になったんじゃないわ。彼かれ等らはみんな〝死んだと思い込んでいる〟から化物になってしまっているのよ」

「ええっと……意味がわからない」

「さっき、死んだらどうなるか、わからないという話をしたわよね」

　アンデレは周囲の座席を見やった。

「墜つい落らくした時、乗客達は強烈に思い込んだのよ。自分は死んだのだとね。けれど実際には死んでいないという矛盾が、あの化物達を生み出す結果に繫つながった。死んだと思い込んだ彼等は、死後の自分達の姿すがたを明確に思い描けなかった。だからそれぞれが思い描いていた、漠ばく然ぜんとした死のイメージの形状に定着した。自分の形を保っていられなかったんでしょう。人を襲おそうのは、死に対して残酷なイメージを持っていたからじゃないかしら」

　アンデレの言葉に、俺達は打ちのめされてしまう。

　無む茶ちや苦く茶ちやも良いところだ。

　俺はアンデレの言った事を理解しようと、必死に頭の中で要約しながら確認する。

「……乗客達は自分が死んだと勘かん違いしたせいで、自分の身体からだの形を維持出来ず、人を襲う化物になった。でもここは噓うその世界だから、実際にはまだ誰も死んでない。そういう事？」

「吞のみ込みが早いじゃない。まあ、そういう事よ」

「吞のみ込んでなんかない。自分で言ってても、まだわけがわからないくらいだ……！」

　アンデレは苦笑した。

「このガウスの迷めい宮きゆうで起きる出来事は、全て敵の想像力によって決定されているわ。全てが現実ではないｉウソでしかないけど、彼の想像力が及ぶ範囲の出来事であれば、物理現象も現実世界同様に再現されるでしょう」

「そんな……まるで神様じゃないか」

「その通りよ。けれど敵の想像力を逸いつ脱だつしている状況では、何が起きるかわからない。死んだつもりの乗客達や、墜つい落らくしたこの旅客機のように、制せい御ぎよされていない無秩序なｉとなってしまう。敵が予期していないｉは、そのｉをついた者の想像力によって制御されるの」

「つまり１番強いｉが現実になる世界、って事なのか……」

「正解」

　それまで冗談っぽく笑って話していたアンデレだが、すぐに双そう眸ぼうを尖とがらせて警けい告こくした。

「……ガウスの迷宮内での死は、現実世界での死にはならない。でも気をつける事ね。私達も死ねば、他の連中のように自我のない化物に成り下がる。そしたら最後、このガウスの迷宮を抜け出さない限り、半永久的に化物として苦しみながら彷徨さまようしかなくなるわ」

　警告するアンデレの眼光に、俺は初めて背せ筋すじに寒さを感じた。

　一見して普通の少女にしか見えない。

　だが、鋭く尖らせたアンデレの双眸は、理由さえあれば躊ちゆう躇ちよなく俺を殺しかねなかった。

　俺と雛ひな木ぎが黙り込むと、今度は黒くろ枝えが口を開いた。

「ならつまり……冴さえ上がみ君の妹さんがこうして苦しんでるのも、現実ではないという事になるんだよね？　そして実際に死ぬわけでもないと？」

「……そうなるわね」

「もしもそれが本当なら……ある意味、これで一ひと安あん心しんって事なんじゃないのかな」

「……！」

　あまりにも無神経な黒枝の発言に、俺は怒りよりも先に驚きを感じた。

　愛あい架かは未いまだ苦しんでいるというのに、それを見て一安心だと言える黒枝の神経がわからなかった。アンデレが言う事の全てが事実であるとは限らないが、たとえここが虚構の世界であったとしても、現に愛架は傷付き、苦しんでいるのだ。

「安心なんか出来るわけないじゃないですか……！」

「……そうだね。すまない」

　睨にらむ俺に向かって、黒枝は素直に謝あやまった。

　それ以上、黒枝の失言を責める事はやめる。

　俺はアンデレの冷たい眼まな差さしに怯ひるまず、苦く渋じゆうの疑問を口にした。

「…………虚数の災厄の数アルヘトスは、何でこんな世界を創って俺達を閉じ込めているんだ」

「……さあ。それは本人に聞いてみれば良いんじゃないかしら？」

　俺の疑問に、アンデレは皮肉っぽく答えて肩を竦すくめた。

　アンデレは俺達に背を向け、医務室の方へ向かって歩いて行った。

「抗生物質とか医薬品。ここにならそれなりにあるはずよ。私こう見えて、人間の千ち切ぎれた身か体らだを何とかするのは慣れてるのよ」

　１度だけ俺達を振り返り、アンデレは苦笑した。

「あんたが背負ってるその子、こっちに連れてきなさい。化ばけ物ものにならないという事は、まだ心が死んでないという事よ。根性あるじゃない」




　　　　■■■




　雪せつ名なは、誠せい一いち達を温泉街に置き去りにしてきてしまった事を酷ひどく後悔していた。

　気持ちはすぐにでも引き返し、誠一達を助けに向かいたかった。

　だが……今いま更さら戻ったところで、誠一達と都つ合ごう良く合流出来る可能性は少ない。

　その上、今の雪名は、何な故ぜか数秘術アルケニツクが使えない役立たず状態なのだ。

　駆かけ付けたところで何も出来ないだろう。

　泣き出したい気持ちを堪こらえながら、雪名達がトラックで揺ゆられて15分程てい度どが経過した頃だ。トラックは、温泉街から山を１つ隔てた先にある、小さな田舎いなか町まちに辿たどり着いていた。

　明あく津つが旅館のロビーから失敬した地図によれば、この町の向こうに自衛隊の駐ちゆう屯とん地ちがあるらしいのだ。雪名達は自衛隊の保護を当てにして、そこへ向かう途中だった。

　比較的人が多い温泉街とは異なり、その町は、場所によっては満足に除雪されていない道路が多く存在していた。

　通れる道を走り続けていると、やがてトラックは、町の駅前通りに辿たどり着く。

　いくつかの小さなビルが建っているだけで、閑かん散さんとした場所だった。

　駅周辺に建物の数は多くなかった。

　観光施設のある温泉街とは違って、寂さびれた町並みである。

　コンビニもなければ、ファーストフード店も見当たらない。駅自体も、小さな改札口を通れば、すぐ目の前がホームになっていた。

　────雪の積もった、寒々しい町だ。

　そんな駅前の街並みに、雪名達は出歩く住人達の姿すがたを発見した。

　ビルの周りを元気に走り回っている子供達や、出勤途中のサラリーマンの姿などが見かけられた。囀さえずる小鳥の声さえ聞こえない町を出歩く人々は、どことなく気き味みが悪かったが……雪名達は町の状況を確認するために、トラックを駐とめて聞き込みを行う事にした。




　　　　■■■




　喫茶店に入り、雪せつ名なと相あい原はら、明あく津つと稲いな瀬せの４人でテーブル席を囲んでいた。

　雪名は持ってきていたＡ４サイズのノートを、テーブルの上に広げる。

　その空白へ、雪名はペンで横一文字の矢印を書いた。

「本来、私達が住んでいる現実世界の時間の流れが、この横矢印だとするね。矢印の始まりから終わりの向きへ、時間が流れているとする」

　雪名が線を書き込んだノートを、明津と相原が興味深く覗のぞき込んでいた。

　話に聞き入っている２人に向かって、雪名は講釈を続けた。

「現実世界のこの時間軸じくに対して、この虚数世界の時間の流れは────こうなってる」

　そう言って、雪名はノートにさらなる矢印を書き加える。

　雪名が新たに書き足した矢印は、下から上へ向かう縦矢印だった。

　その矢印は、現実世界の時間軸である横矢印と直角に交まじわる。

　ノートに描かれた十じゆう字じ架か型の図を見下ろして、相原が言った。

「……えーっと。つまりどういう事なんですか、これって？」

「すんません、師し匠しよう。俺もサッパリわかってねえです」

　明津も目を回しながら、相原の後に続いて「わからない」と降参宣言をする。

　雪名は矢印の交わる点をペン先で示し、２人に言った。

「私達は普段、この横矢印上の世界にいる。けれど今は虚数時間が流れている世界……つまりこっちの縦矢印上の世界のどこかにいる。ここは現実世界の時間経過が発生しない虚構の場所。言うなれば〝永遠に続く現在〟と呼べるのかな。現実世界の私達の時間は進んでいなくて、この世界のｉウソの時間だけが進んでいる。そういう状況なんだと思う」

「…………永遠に続く現在、ですか」

　雪名の言葉を聞いていた相原は、息苦しそうに自分の胸元を握って反はん芻すうしていた。

　相原の態度を奇き妙みように思いながらも、雪名は矢印をペン先で示しながら続けた。

「横矢印は実在する数、実数。縦矢印は実在しない噓うその数、虚数。この２つの矢印が交わっているこの図を、ガウス平面と呼ぶんだよ」

「ぐぐ。実数？　虚数？　ガウス平面？　駄目だ、わけわかんな過ぎる……！」

　頭を抱かかえて混乱している明津の横で、釈しやく然ぜんとしない顔をしていた相原が尋たずねた。

「虚数ですか……何だか不ふ思し議ぎな数なんですね。実在しない噓の数って言いますけど……どうしてそんな噓の数を扱あつかう理論みたいなものが世の中にあるんですか。その……虚数とか、ガウス平面とかいうやつですけど」

「人が前へ進んで行くためには、ｉウソが必要だったからだよ」

　相原の疑問に、雪名は言葉短く答えた。

「例えば、虚数というｉウソによって、オイラーの公式やフーリエ変へん換かん式は出来ている。量りよう子し力学だって、この虚数の考え方を導入しなければ成立しない学問なんだよ。虚数というｉなしでは、現代の科学技術や工学の発展はあり得なかった。私達が日常的に使っている携帯電話やパソコンだって発明されなかった。私達の日常は、ｉを内包しながら存在しているんだよ」

　雪せつ名なは眼鏡めがねの奥で、双そう眸ぼうを細めた。

「つまりそれって、私達は無自覚に、目に見えないｉを必要として生きているって事なんじゃないのかな」

「ｉが必要……ですか」

「知らずに誰もがｉによって救われていて、誰もがｉを抱かかえて生きている。このガウスの迷めい宮きゆうでは、そんな目に見えないはずのｉの全てに、実体が与えられているんだよ」

　唐とう突とつに、雪名はあらぬ方角を向いて問いかける。

「どんなｉも、ガウス平面上でしか姿すがたを持って存在する事は出来ない……だから稲いな瀬せさんは、ｉが存在しているこの時空間を、ガウス平面に喩たとえて〝ガウスの迷宮〟と呼んでいるんじゃないかな？」

　雪名が見つめる隣となりの席には、優雅に椅い子すへ腰こしかけている少女がいた。

　少女は怪あやしく微笑ほほえみながら、それまでずっと黙って雪名の話を聞いていたのだ。

　着物姿の少女────稲瀬果か穂ほは、手にしていたコーヒーカップを持って悠ゆう然ぜんと振り向いた。

「並なみ外はずれた洞どう察さつ力ですねぇ。羽う鷺さぎさんのご推察の通りですよぉ」

　稲瀬は手にしていたコーヒーカップに口を付ける。

　……雪名達は、得え体たいの知れない者を見る目つきで稲瀬に注目した。

　稲瀬果穂。温泉街で明あく津つ達を助けてくれたのだという、正体不明の少女だ。

　一見して味方のように振る舞っているが、稲瀬の連れているクマは、温泉街で無む慈じ悲ひにも誠せい一いち達を置き去りにしてきたのである。決して心を許す事など出来ない相手だ。

　本当に味方なのか。味方のフリをしているだけの敵なのか。

　雪名達と一いつ緒しよにこうして行動している目的さえ、まるで不明の存在である。

　そんな稲瀬の傍かたわらには、化ばけ物もの達の返り血で汚れたクマの着ぐるみ姿すがたが立っていた。

　────稲瀬が〝パパ〟と呼ぶ巨きよ軀くの人物だ。

　雪名達を見下ろしてくるその迫力は圧巻だったが、明津も雪名も、怯ひるむ事なく鋭くクマの着ぐるみを見上げる。

　巨軀のクマを警けい戒かいしている雪名と明津を横目にしながら、稲瀬は言った。

「羽鷺さんは頭が良いんですねぇ。まさかガウスの迷宮という呼び名だけでぇ、そこまでの事を推察してしまうだなんてぇ。事前に聞いていた通りぃ、怖こわいくらいの切れ味ですぅ」

　稲瀬の言葉を怪け訝げんに思い、雪名は形の良い眉まゆを歪ゆがめる。

「……最初から私の事を知っていたの？」

「知っていましたよぉ。始祖たる高貴なる血族ノーブル・ブラツドの姫君である、羽う鷺さぎ雪せつ名なさんですよねぇ？」

　稲いな瀬せの言葉で、雪名の表情は途と端たんに険けわしくなる。

「な……何でそんな事まで……！」

「だいたいの事は存じていますよぉ。羽鷺さんはぁ、東とう京きよう内ない戦せん前までは先端科学機構ネメシスの地下実験施設で生活していたんですよねぇ」

「……！」

　見ず知らずの人物に、生おい立たちまで把は握あくされている？

　その恐るべき事実に、雪名の背せ筋すじはゾワゾワと冷えていく。

　畏い怖ふしながらも雪名は、稲瀬の言葉を苦々しく肯定した。

「……確かに私は、先端科学機構ネメシスの地下実験施設で生まれて、そこで育ったよ」

「その実験施設ってぇ、どこにあったんでしたっけぇ？」

「……新しん宿じゆくの地下の巨大空間。今では新宿クレーターと呼ばれている場所だよ」

「へぇ。それってぇ、本当なんですかぁ？」

「………………？」

　稲瀬の質問の意味がわからず、雪名は怪け訝げんな顔で稲瀬の顔を見つめ返した。

「羽鷺さんってぇ、ホントに新宿の地下で生活してたんですかぁ？」

「そ……そうだよ？」

「でも確か羽鷺さんってぇ、１度もそこから外へ出して貰もらった事ないはずですよねぇ。なら何で羽鷺さんはぁ、自分がいた場所が〝新宿の地下だった〟なんて事がわかるんですかぁ？」

「！」

　雪名は双眸を見開き、絶句する。

　内心で驚きよう愕がくしているであろう雪名を薄ら笑い、稲瀬はさらに問いかける。

「新宿の地下にぃ、ホントに先端科学機構ネメシスの実験施設なんてあったんですかぁ？　羽鷺さん以外にぃ、その場所を見た事ある人なんているんですかぁ？　証明出来ますかぁ？」

「そ……それは……！」

　……稲瀬の問いかけへの答えを、雪名は持ち合わせていなかった。

　新宿の地下に実験施設があった。生まれつき、そこに雪名は住んでいた。

　今までずっと雪名は、他人から〝そう聞かされていた〟だけである。

　その上、雪名が初めて地上へ出た時、雪名に意識はなかったのだ。

　見知らぬ刑事の男に救い出され、雪名は気が付いたら地上の世界にいた。

　稲瀬にそう言われてみると、雪名の脳のう裏りには得え体たいの知れない疑問が浮かんでくる。

　あの刑事は────本当はどこから自分を救い出したのか。

　事実を確認した事がない雪名は、稲瀬の投げかけた問いに答える術すべがない。

「稲瀬さんは……何か私の知らない事を知っているの……？」

「さあ、どうだと思いますかぁ？　ウフフ」

　稲いな瀬せは雪せつ名なの顔を見つめ返し、薄うす気き味み悪わるい微笑ほほえみを浮かべ続けていた。

　雪名を小こ馬ば鹿かにした顔は、それ以上の情報を教えるつもりがないという態度のようだった。

　雪名は顔色を悪くし、いっそう稲瀬を警けい戒かいしながら尋たずねた。

「あなた…………一体何者なの……！」

「私は錬金呪術師ネガテイエーターですぅ」

「錬金呪術師ネガテイエーター？」

「錬金術と呪じゆ術じゆつを組み合わせたぁ、独自の術式ですよぉ」

「てめえ、合成術ハイブリツド使いかよ」

　吐はき捨てるように、明あく津つが稲瀬に言った。

「私は明津さんの同業者ですからぁ、お金で雇やとわれてぇ、良い事でもぉ、悪い事でもしちゃうんですぅ」

「あ？　てめえなんかと一いつ緒しよにしてくれてんじゃねえよ、クソガキ」

　苛いら立だった様よう子すの明津が、稲瀬に食ってかかろうとする。

　だがそれを雪名が制止し、稲瀬に続けて問いかける。

「……つまり雇い主がいるって事だよね。あなたを雇っているのは誰なのかな？」

　稲瀬はクスリと、微笑を漏もらして首を傾かしげた。

「今回は雇われてるってわけじゃないんですよぉ。私はぁ、ある面おも白しろい人達とお友達なんですねぇ。その人達のやっている事に協力してあげてるだけですぅ」

「面白い人達って…………誰の事を言っているの？」

「残念ながらぁ、私も全員のお名前は知らないんですよぉ。でも私達の事はぁ、こう呼んでいただければ差し支つかえないですよぉ」

　１拍の間の後、稲瀬の瞳ひとみの奥に邪じや悪あくな淀よどみが生まれる。

「────〝クリフォト〟」

　稲瀬はそう言うと、傍かたわらに佇たたずむ血ち濡ぬれたクマの着ぐるみを見上げた。

「そういえば、パパとママの紹介を忘れてましたねぇ」

　微睡まどろむような眼まな差ざしで、稲瀬は雪名達を見渡してから語り始めた。

「……生物の生きられる時間がぁ、スカラーと呼ばれる不可視のエネルギーなんだって事はぁ、皆さんご存じですかぁ？　膨ぼう大だいな量のスカラーが集まるとぉ、そこに自我が生まれぇ、魂たましいが造り出せるというのが錬金術師達の考え方だったんですよぉ。命はぁ、肉体という器に大量のスカラーが蓄積される事で誕生するんじゃないかって説なんですねぇ」

　稲瀬は再びコーヒーカップに唇くちびるを付け、一ひと口くち飲んでから話を続けた。

「錬金術師は不老不死の肉体を求めてぇ、理想の肉体と理想の魂を造り出す研究を重ねてきたんですねぇ。でも上う手まくいったのは前者の方だけでぇ、スカラーを集めただけではそこに自我を芽め生ばえさせる事は出来なかったんですぅ。そこで私が目を付けたのがぁ、呪じゆ術じゆつですよぉ。東洋ではぁ、呪のろいという名で非生物に負の自我を持たせる術すべが発展していたんですねぇ。錬金術で肉体を造り、呪術でスカラーに仮かり初そめの自我を与えたのがぁ、このパパとママなんですぅ」

　稲いな瀬せはすぐ傍そばに立っていたクマに触れ、巨きよ軀くを見上げて言った。

「筋きん繊せん維いとか臓器とか、部品集めには苦労しましたよぉ。材料に８人分もの肉体が必要になりましたからぁ。結果として出来たのは知能の低い自我なんですけどぉ、私の意のままに動きますよぉ。常人の数倍の筋力を持ったぁ、私の可愛かわいい殺さつ戮りく人形ちゃんですぅ」

「そんな……人間を材料にして造ったんですか、このクマ……！」

「そういう事になりますねぇ」

　平然と猟りよう奇き的な事を口にする稲瀬に、相あい原はらの表情が蒼そう白はくになっていく。

　相原とは異なり、睨にらみ付けてくる雪せつ名なと明あく津つを見つめ返しながら、稲瀬は微笑ほほえんだ。

「旧来の錬金術ではぁ、ここまで高度な人造人間ホムンクルスは造れなかったでしょうねぇ。最近は色んな術が混ざってぇ、世の中に面白い新術式が増えてきて便利なんですよぉ。私は錬金術と呪術の合成術ハイブリツドを使う、錬金呪術師ネガテイエーター。だからクリフォトの一員にして貰もらえたんだと思いますぅ」

　そこまで語り終えた稲瀬は、持っていたコーヒーカップをひっくり返す。

　黒く温かい液体が、地面に溢こぼれて湯気を立てていた。

　稲瀬は、その場で静かに片腕を上げた。

　腕を上げた稲瀬に気付いたのだろう。喫茶店のカウンターの向こうで、カップを磨いていたウエイター姿すがたの男が歩み寄って来る。

「ご注文はいかがいたしましょう？」

　コーヒーカップの中身をぶちまけた稲瀬の無礼には一切触れず、ウエイターは平然と稲瀬に問いかけてきた。微睡まどろんだような稲瀬の視線は、歩み寄って来たウエイターに向けられた。

　空からになったカップを渡し、稲瀬は「おかわりをください」と告つげる。

「あなた達も１杯どうですかぁ？」

　カウンターの奥に去って行くウエイターの背中を見つめながら、稲瀬は雪せつ名な達に問う。

　雪名達は無言で、ただ冷や汗を浮かべながらウエイターの背中を見やっていた。

「稲瀬とか言ったか、クソガキ？」

　不ふ貞て不ぶ貞てしく、明津は稲瀬に問いかけた。

「てめえがどこの誰で、何が目的なのか知らねえし、興味もねえけどよ。師し匠しようや俺達にちょっかい出してくるって腹なら、ただじゃおかねえぞ？」

「あらぁ、随ずい分ぶんと怖こわい顔をされるんですねぇ、明津さん？」

　やがて稲瀬の注文したおかわりのカップを盆に載のせ、ウエイターは雪名達の席へ戻って来た。

「ご注文のコーヒーです。ごゆっくりどうぞ」

　言いながら、ウエイターは稲瀬の前へカップを差し出した。

　その差し出されたウエイターの手首に────明あく津つは持っていたナイフを突つき立てた。

「！」

　予期せぬ明津の行動に、相あい原はらが悲鳴を漏もらしそうになっている。

　だが相原が悲鳴を上げるよりも早く、明津は突つき立てたナイフを繰あやつり、ウエイターの手首を切り落としてしまった。手首を切り落とされたウエイターの傷口から、鮮血が飛び出す。

　赤い血ち飛沫しぶきは、テーブルの上に置かれた稲瀬のカップの中に注ぎ込まれ、酷ひどい有あり様さまと化した。

　だが────手首を切り落とされたウエイターは、平然と微笑ほほえみながら明津に問いかける。

「ご注文はいかがいたしましょう？」

「このクソガキと同じコーヒーで良いぜ」

　明津がそう告つげると、ウエイターは何事もなかったかのように、再びカウンターの奥へ去って行く。テーブルの上には、明津が切り落としたウエイターの手が落ちていた。

「……とりあえずだ」

　明津は嘆たん息そくを漏らして、去って行ったウエイターを見やった。

「色々とわからねえ事はたくさんある状況なわけだがよ。この町の住人が、どいつもこいつも〝偽にせ物もの〟だって事はよくわかったぜ」

「そうだね」

　明津の言葉に、淡々と雪せつ名なも同意した。明津は面めん倒どうそうに頭を搔かいて言った。

「ったくよー。誰に話しかけても、似たような返事か、同じ言葉しか返さねえでやがる。まるでＲＰＧに出てくる村人ばっかりだぜ。同じ行動と言葉しか繰り返さねんだから気き味みがわりぃ」

「本物の人間は……たぶんもうこの町にはいないんだと思う。残っているのは、虚数の災厄の数アルヘトスが創り出した、架か空くうの〝人間もどき〟だけ」

「本物の人間連中は、幸ゆき村むらみてえに、殺されて化ばけ物ものになったってところですかねえ、師し匠しよう」

　そう言いながら、明津は店の外に広がる血ち染ぞめの町並みを見やった。

　冷たく残酷な町の風景を見ていた雪ゆき名な達に、急に席を立った稲いな瀬せが告げた。

「さてぇ、雑談が長くなりましたぁ。私はぁ、そろそろ皆さんとお別れさせて貰もらいますよぉ」

「お別れって……どこへ行くつもりなんですか？」

　稲瀬の発言に、相原が尋たずねた。

「決まってるじゃないですかぁ、このガウスの迷めい宮きゆうを脱出するんですよぉ」

　稲瀬は意地の悪い言葉を続けた。

「たぶん今の私と皆さんの目的はぁ、一いつ緒しよなんでしょうけどねぇ。でもお互いに信用出来ないでしょうしぃ、馴なれ合うつもりもありませんからぁ。私は私で勝手にやらせて貰いますぅ」

「別に構わねえぜ。てめえの正体がクリモトだかクリキントンだか知らねえけどよ、お互いに信用出来ないって点じゃ大いに同意だ。一緒に行動するのは無理ってもんだ」

　明津は吐はき捨てるように言うと、稲瀬の顔を忌いま々いましげに見つめた。

「脱出するって……どうやって脱出するんですか？」

　去り行こうとしている稲いな瀬せに向かって、相あい原はらが問いかけた。

　それに答えたのは稲瀬ではなく、雪せつ名なだった。

「……ガウス平面上、現実の世界と、虚数の世界が交わる点は１カ所しかない。現実世界へ繫つながっている場所があるとすれば────それは原点。虚数ｉの災厄の数アルヘトスがいる場所」

「さすが羽う鷺さぎさんですぅ。その通りぃ」

　稲瀬はふざけて、自みずからの細い左手首を叩たたきながら小さな拍手をしてみせる。

　嘲あざける稲瀬の態度には構わず、雪名は明あく津つと相原に告つげた。

「このガウスの迷宮を脱出するためには、２つの方法しかない」

　雪名の言葉に、明津と相原は耳を傾ける。

「この世界を生み出した災厄の数アルヘトスが、自主的にガウスの迷めい宮きゆうを解放するか。それとも……災厄の数アルヘトスを殺すか。化ばけ物ものになってしまった人達を救うためにも、たぶんそれしかないはずだよ」

　雪名の宣告に、相原の表情だけが重苦しさを増していった。




　　　　■■■




　浮かない顔で、雪名達は客のいない喫茶店を後にする。

　店の外に出ると、晴れていたはずの空が、徐々に鉛なまり色の雲に覆おおわれ始めているのがわかった。

　もうしばらくすれば……雪でも降ってきそうな天気である。

　クマの着ぐるみを従えた稲瀬は、気楽に手を振って雪名達の元を去って行った。

　残されたのは、雪名と明津、そして相原の３人だけであった。

　明津は、「近くに使える車がないかを探しに行く」と言って、雪名達と別行動を取っている。

　明津が戻って来るまでの間、雪名と相原は２人きりで、虚構の町を眺ながめ続けていた。

　────そこは偽にせ物ものの住人達が行き交かう通りだった。

　駅のホームで電車を待っている学生。

　駅前のビルを出入りしているサラリーマン。

　近くの山に旅客機が墜つい落らくしたというのに、この偽物の町では、偽物の人々が穏おだやかな日常を過ごしているように見える。

　話しかけさえしなければ、自分達の目前を行き交っている人々が、決まった返事や、決まった行動を繰り返しているだけの人間もどきである事などわからないだろう。

　穏やかなｉウソに溢あふれた景色を眺めながら、雪名は呟つぶやいてしまった。

「……どうしてなんだろう」

　雪名の呟きを、傍かたわらに立っていた相原が聞いていた。

「本来ならこの町は、温泉街と同じように、知らない間にガウスの迷めい宮きゆうへ取り込まれた人達が、何も知らずに日常を過ごしていたはずなんだと思う。けれど災厄の数アルヘトスは……異い形ぎようの化ばけ物もの達をけしかけて、温泉街やこの町の人達を虐ぎやく殺さつした。そのはずなのに、この町はまるで〝何事もなかった〟かのように演出されているみたい。今はこうして、偽にせ物ものの人々が日常空間を演出していて、さもここが平和であるかのように取り繕つくろっているようにも見える。何な故ぜ、そんな事をする必要があるんだろう。これは……〝誰に〟見せるための演出なんだろう」

「……」

「何でこの災厄の数アルヘトスは、みんなを虐殺したんだろう。虐殺を行う事と、平和の演出をする事って、何だか矛盾しているように思えて仕方がないよ」

「……思っているようには上う手まくいかない事って、よくあるんじゃないですかね」

「……え？」

　淀よどんでいく雲を悲しそうに見上げながら、相あい原はらは時とき折おり、白い吐と息いきを虚こ空くうへ刻んで言う。

「正しい事をしたいのに、そのために悪い事をしなくちゃいけないとか。優しくしたいのに、傷付けるしかないとか。正直でいたいのに……噓うそをつかなければならないとかですよ」

「……」

　相原の意味ありげな言葉に、雪せつ名なは黙り込んでしまう。

　ふと雪名は気が付いた。

　未いまだ和わ水すい亭ていの仲なか居い姿すがたである相原は寒そうで、しきりに手を擦こすっては息を吐はきかけ、身体からだを温めようとしていた。そんな相原に歩み寄り、雪名は自分のマフラーをかけてやった。

「あ……ありがとうございます。良いんですか？」

「うん。気にしないで」

　雪名は、相原へ微笑ほほえみかけた。

　そう言って相原の隣となりに立ち、雪名も空を見上げてみた。

「……このｉウソの世界に雪が降るんだとしたら、それはきっと、災厄の数アルヘトスの意志なんだと思う」

「……〝灯とう夜や〟の意志、ですか」

「……！」

　その言葉に違和感を持って、雪名は相原に向き直る。

　雪名に見つめられると、相原は困ったように微笑んで見せた。

「羽う鷺さぎさん達がアルヘトスとか言っているものが何なのか、よくわかってません。でも、このガウスの迷めい宮きゆうを創り出したのが誰なのか……たぶん私が、よく知ってる人なんです」

「相原さんは……災厄の数アルヘトスの正体に、心当たりがあるんだね」

　雪名の問いかけに、相原は小さく頷うなずいて見せた。

　少しずつ、鬱うつ積せきした胸の内を吐はき出しているかのように、相原は語り始めた。

「黒くろ枝え灯夜。彼はこの町で生まれ育ちました。一方の私は、東京からこの町に引っ越して来たんです。私達は２人共、この町の片かた隅すみにある高校に通っていたんですよ」

「……通っていた？」

「ええ。私達は高校を辞やめてしまったんです。だから過去形でお話ししてるんですよ」

　相あい原はらはその場で小さく胸を張り、背伸びをする。

「この駅前の町の風景は、実はよく知ってるんですよ。あのビルは去年建ったばかりの新しいビルで、あの店は藤ふじ沢さわってお婆ばあちゃんが１人でやっている定食屋さんです。さっきまで私達がいた喫茶店も、格好かつこいいマスターがやっている人気のお店だったんですよ。……入ったのは、今日が初めてでしたけど」

　相原は、町のあちこちを指差しながら楽しそうに言った。

　しかしすぐに、偽にせ物ものの町を前にして、口調を重くする。

「全部がｉだってわかっていても、あまりにも現実によく似ていて驚かされます」

「黒くろ枝えさんという人も、この風景をよく知っているから、その再現性も高いんだろうね。でもきっと、黒枝さんが知らない場所は滅め茶ちや苦く茶ちやな造型になっているんじゃないかな。あくまでこの世界を創り出しているのは、黒枝さんの想像力だから」

　軽い嘆たん息そくを交まじえて、相原は語り出した。

「私がこの町の学校に転校して来て、初めて話をした同級生は灯とう夜やでした。クラス委員長だった灯夜は、右も左もわからない転校生の私に、校内を案内してくれたんです。それから少しずつ話すようになって……いつからか、私達は一いつ緒しよに帰るようにもなりました」

　優しい口振りで、僅わずかに頰ほおを染そめながら話す相原。

　その態度を見ていた雪せつ名なは、もしかしたらという予測に至る。

「相原さんと黒枝さんは……どんな関係だったのかな」

「１番仲の良い〝友達〟ですよ。告白された事もありますけど、それは断ことわっちゃいました」

「こ、告白……！」

　告白という言葉を聞いた雪名は、呂ろ律れつを乱しながら慌あわてる。

「ここ、告白を断っちゃったって、どど、どういう事なのかな」

「仲が良くても、男の子として好きなわけじゃないって、彼に直接言ったんですよ」

「えっとえっと……それってつまり、黒枝さんの事が嫌きらいだったのかな……？」

「いいえ。大好きでしたよ。でも、だからこそ付き合わなかったんです」

「……？」

「私は灯夜の事が好きでした。灯夜と恋人になりたいって、ずっと憧あこがれてさえいました。子供っぽいって笑われるかもしれませんけどね。この人とだったら……結婚しても良いって思えるくらいに好きだったんです」

　矛盾している相原の話に困惑した雪名は小さく首を傾かしげてしまう。

　相原は頰を搔かきながら、照れくさそうに言った。

「変な話なんですよ。私は彼の事が大好きなのに、嫌いだとしか言った事がないんです。好きだって言えた事は、今までに１度もありません。私はずっと、彼にｉウソをついてきましたから」

　黒くろ枝えが好きなのに、そんな彼に嫌きらいだと言ってきたのだと話す相あい原はら。

　その理由は皆かい目もく、雪せつ名なには見当が付かなかった。

　だから雪名は、尋たずねざるを得ない。

「……どうして？」

　気になった雪名は、恐る恐る上目遣づかいに相原へ問いかけた。

「どうして好きなのに……嫌いだなんて言ったの？」

「羽う鷺さぎさんには、好きな人がいますか？」

　相原に言われてすぐに、雪名には１人の少年の面おも影かげが思い浮かんだ。

　その事が無む性しように恥ずかしい気がして、雪名は思わず赤面して俯うつむいてしまう。
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　目を逸そらして誤ご魔ま化かそうとしている初々しい雪名の態度を見て、相原は苦笑して言った。

「そうですか。いるんですね、好きな人」

「えっと、その……よくわからないかな。好きなのかどうか」

「なら、自分の本当の気持ちに、早く気付いてあげてください。私のように、どうしようもなくなってからでは辛つらいだけですよ」

　白い吐と息いきと共に、相原の唇くちびるからは寂さびしげな言葉が溢こぼれた。

「私にはもう、誰かを好きになる資格がなくなってしまったんです。もうこれ以上、私は灯夜と一いつ緒しよにいられなくなったから……」

　相あい原はらの発した言葉は吐と息いきと共に、見上げた曇どん天てんへと霧む散さんして消えていく。

「人は誰でも、ｉウソを抱えて生きている。羽う鷺さぎさんが言っていた通りだと思います。本当の気持ちが、誰かを不幸にしてしまう事もあるんです。だから私はｉをつき続ける事にしました。自分勝手な想いで、大切な人を苦しめないために。灯とう夜やが……幸せになれるように願って」

　相原の真意を読み取る事が出来ず、雪せつ名なはやはり怪け訝げんな顔をする。

　胸元にそっと手を置き、相原は俯うつむいた。

　誰にも気付かれない自分の気持ちを嚙かみ締しめているように。

「このｉの世界はきっと、私が口にした噓うそから生み出されているんです。だから……ごめんなさい。こんな恐ろしい事に、羽鷺さん達を巻き込んでしまって。私が灯夜に会って説得してみますから……だからどうか、彼を恨うらまないであげてください。悪いのは、全部私なんです」

　片方しかない眼まな差ざしを細めながら、相原は心苦しそうに告つげた。

　相原の気持ちは、雪名にはわからないものだった。

　黒くろ枝えの事が好きなのに嫌きらいで、黒枝が幸せになれるようにｉをついている。

　思いと行動が、まるっきり矛盾しているように思えたのだ。

　相原と黒枝の関係が、友達以上、恋人未満であるのは、聞いていて雪名にも何となくわかった。しかし具体的にどういった関係なのか、雪名には見えてこない。

　相原が瞳ひとみの奥に湛たたえている憂うれいの正体は、未いまだ不明のままだった。

　────背後でガラスが派手に割れる音がした。

「師し匠しよう、危ない！」

　雪名の思考を打ち消したのは、明あく津つの警けい告こくだった。

　先さき程ほどまで雪名達がいた喫茶店の中から────ガラス壁かべを突つき破って化ばけ物ものが現れた。

　全長３メートルはありそうな、巨大な虎とら型の化物だ。

「くっ！」

　雪名は身構え、即座に近くに生はえていた道路標識に手を伸ばす。

　温泉街では上う手まくいかなかったが、今なら、数秘術アルケニツクで道路標識を武器に変えられるのではないかと考えたのだ。

　しかし雪名の思おも惑わく虚むなしく────やはり数秘術アルケニツクは発動しなかった。

「噓うそ……どうしてなの……！」

　不調の雪名の都つ合ごうになど構わず、虎型の化物は前足を持ち上げて襲おそいかかってくる。

　雪名の痛切な言葉は、傍かたわらに立っていた相原の金切り声に搔かき消された。

　だが────悲鳴をさらに銃じゆう声せいが上塗りする。

「爆ばく！」

　虎型の化物の背中が、内部から爆裂れつして肉にく塊かいを飛散させた。

　明あく津つが化ばけ物ものに銃弾だんを浴びせ、内部から禁タ字リ刻ズ印マを起爆させたのだ。

　後背部を根こそぎ吹き飛ばされた虎型の化物は、死にはしないものの、堪たまらずその場で動けなくなってしまう。

「クソが！　車を見つける前に、こっちが見つけられちまうとはよ！　師し匠しよう、大丈夫ですか！」

　窮きゆう地ちに駆かけつけた明津が、雪名と相あい原はらの前ぜん衛えいに立って、化物に銃口を構えた。

　ォォ……

　ォォオォ……

　そうしていると、近くから無数の呻うめき声が聞こえてくる。

　通りの向こうから。建物の陰かげから。

　温泉街が襲しゆう撃げきされた時と同じように、異い形ぎようの化物達が姿すがたを現し始めていた。

「クソが……あんな数を相手にしていられるかよ！」

　明津は愛銃を発はつ砲ぽうする。

　雪名達と化物達の間を線引くような位置取りで、明津が放はなった銃弾は地面に着弾する。

「陣じん！」

　明津が唱となえると、明津が首から提さげていたドッグタグが青白く輝いた。

　地面に着弾した銃弾が、虚こ空くうに生じた青白い線によって結ばれる。すると青白い線からは猛もう烈れつな炎ほのおが吹き出る。それはまるで、道路を分断する炎の防ぼう御ぎよ壁へきだった。

　即席の防御壁を展開した明津は、すぐさま雪名と相原に向かって喚わめいた。

「アイツ等らは傷付いても怯ひるまねえんです！　気休めが効きく内にとっととズラかりましょう！」

　明津は鬼き気き迫る表情だった。

　しかし血の気が失せた顔でへたり込んでいる雪名を見て、明津は一いつ瞬しゆんだけ足を止めた。

「……どうしちまったんですか、師匠……！」

　数秘術アルケニツクが使えないショックから泣きじゃくっていた雪名に、明津は駆かけ寄って懇こん願がんした。

「しっかりしてくださいよ、師匠！」

　明津は片手で雪名の腕を取り、引き上げる。

「やられちまったクソ幸ゆき村むらも、このガウスの迷めい宮きゆうさえぶっ壊こわせば救えるんですぜ！　俺達がこの噓うそっぱちの世界を現実世界に戻す事さえ出来りゃあ、みんな助かるんスよ！」

　明津に肩を揺ゆさぶられ、立ち直れていない雪名は益ます々ます悲しそうに顔を歪ゆがめる。

　だが……それ以上泣くのは堪こらえ、雪名は涙を拭ぬぐい取った。

「…………うん。その通りだ」

　雪名は懸けん命めいに心を奮ふるい立たせ、自分の両脚に力を込める。

　奮い立った雪名に、明津は化物達が迫ってくる方角とは反対方面を指差して言った。

「あっちです！　あっちには、クソ化物共はいやがりませんでした！」

　明津に先導され、雪名達は化物達から逃げ始めた。

　通りの突つき当たりを曲がり、大通りから徐々に細い通りへと入って行く。

　除雪が甘い脇わき道みちに入ったため、残っている積雪の量も増えて滑すべりやすくなっていた。

　息を切らせて撤てつ退たいする最中、先頭を駆かけていた明あく津つが雪名に言った。

「師し匠しよう。実はさっき、使える車を探してる時に見つけたもんがあるんですよ。たぶんもうすぐ、前方に見えてくるはずです」

　明津はそう言って、進路の先を指差した。

　駅前の町並みを抜けると、周囲は積雪で白く染め上げられた一面の田畑になっている。

　その遠く向こう、田畑の中心に────見た事のある赤いシルエットが確認出来た。

「あれって……！」

　気付いた相あい原はらが呟つぶやき、思わずその場で足を止めてしまう。

　一面の雪景色の中で、雪せつ名な達は相原と同じように足を止め、啞あ然ぜんと立ち尽つくした。

「おかしいよ……こんなところに〝東とう京きようタワー〟だなんて！」

「この世界の創造主がいるとすりゃあ、ああいう、たいそうな場所なんじゃねえですか」

　明津はそう言って、場違いな東京タワーを睨にらみ上げていた。

　北ほつ海かい道どうの田舎いなか町まちに、忽こつ然ぜんと聳そびえ立つ塔とう。

　ありえない建造物を遠くに見ていると、やがて曇どん天てんの空から静かに雪が舞い降りてくる。

　寒さが増していく中で、雪名は双そう眸ぼうに決意を宿していた。

「必ず、このガウスの迷めい宮きゆうを抜け出そう……！」

　雪名の呟つぶやきは、強さを増す風の唸うなりに立ち向かっていった。




　　　　■■■




　俺は、医療技術について詳しくない。

　だが見ていた限り、愛あい架かの治療を行っているアンデレの手腕は、素人しろうと目めにも大したものであるように見えた。病院で受けるような正規の治療法とはかけ離れているのだろうが、止血から傷口の縫ほう合ごうまで、その手付きは非常に鮮やかだった。

　自みずから「慣れている」と言っていた通り、アンデレはありものの薬品と機材だけで、千ち切ぎれた愛架の脚を、見事に処置してしまったのである。

　もしかしたら執しつ行こう官かんは皆、こうした医療技術について熟練しているのかもしれない。

　単身で戦場に飛び込んで行く彼女達なら、応急処置やちょっとした治療技術は、必須で習得しているものなのかもしれない。けれどアンデレの技術には、そうした正規医療の知識というよりは、実地体験によって学んできた荒々しさのようなものが窺うかがえる。

　────医者でもないアンデレが、何な故ぜこんなにも医療技術に精せい通つうしているのか。

　考えたところで、正確な事など俺にはわからない。

　そんな事よりも今の俺は、ただただアンデレの力ちから添ぞえに感謝をするばかりだった。

　……愛あい架かの容よう態だいが、少しだけ快方に向かった頃だった。

　アンデレは俺達に、愛架に輸血が必要である事を告つげる。

　愛架を助けるためには、大量の血液パックが必要であるらしい。

　相談した結果……俺と黒くろ枝え、そしてアンデレの３人で、当初向かうはずだった町の病院を目指す事になった。そこでなら、輸血パックを手に入れる事が出来るだろうという算段である。

　安静にしておく必要がある愛架は旅客機に残し、その付き添いとして、雛ひな木ぎが旅客機に残る事となった。

　雛木は俺達を見送った後、旅客機のハッチを閉めて立て籠こもる。

　心配に思いつつも、俺は黒枝とアンデレと共に、下山した先にある町へ向かった。

　下山した先には、山間の田舎いなか町まちの風景が広がっていた。

　遠くまで田畑が広がっている土地のようだが、積雪の白色に埋うもれた今の景色は、広大な雪原地帯にしか見えない。地元住人の家屋が点々と建っている様よう子すも見えていたが、その家々の住人が無事でいるのかどうかを調べている暇ひまはない。

　土地勘かんのある黒枝を先頭に、俺達は病院を目指して歩いた。

　一応とは言え、愛架が命を取り留めた事に安あん堵どしたせいか、俺の思考回路はようやく回転を再開し始めていた。保留していた疑問の数々が、急激に脳のう裏りへ湧わき上がってくる。

　このガウスの迷めい宮きゆうは、何な故ぜ生み出されたのか。

　何故、温泉街は化ばけ物もの達に襲おそわれる必要があったのか。

　虚数ｉの災厄の数アルヘトスとは、一体何者なのか。

　疑問は尽つきないがしかし、もっとも優先して考えるべき事は、酷ひどく単純な事だった。

　────雪せつ名なと明あく津つ、それに相あい原はらというあの少女は無事なのだろうか。

　黙々と歩いていると、つい考えてしまった。

「雪名達と、合流出来れば良いんだけど……難しいかな」

　雪名達が乗ったトラックを運転していたのは……謎なぞのクマの着ぐるみだ。

　雛木の話では、稲いな瀬せ果か穂ほと名乗る着物の少女に助けられたのだと言う。クマの着ぐるみは、その稲瀬という少女に付き従う謎の人物達であったらしい。

　────あのクマは、俺達を見捨てた。

　それは間違いないだろう。

　巨人の化物に叩たたき潰つぶされそうになった俺や雪名を見捨て、トラックを発進させたのだから。

　敵なのか。それとも味方なのか。

　正体は不明である。

　……雪名達があのクマの運転するトラックに連れて行かれ、今どこで何をしているのか、俺には全く想像がつかなかった。それが心配の種の１つでもあった。

　やがて俺達が行き着いたのは、町のはずれにある市民病院であった。

　３階建てで、俺の学校の校舎程てい度どの大きさの施設である。

　大して規模の大きな病院ではない。

　その建物の前で立ち止まると、黒くろ枝えは言った。

「……ここだ」

　黒枝は肩越しに、背後の俺を振り返った。

「僕が、最初に愛あい架かさんを連れて行こうと提案した病院だよ。すまない……どうやらここは、あの化ばけ物もの達に襲しゆう撃げきされた後のようだね」

　黒枝は、病院の周囲に見受けられる血の痕こん跡せきを見渡して謝罪した。

「もしもここに愛架さんを連れて来ていたら……きっと助けられなかっただろう」

「……愛架は助かったんです。今いま更さらな事を、黒枝さんが気にする事なんてありませんよ」

「冴さえ上がみ君……」

　俺と黒枝の会話が途と絶だえると、アンデレが腕を組んで歩み出て来た。

「都つ合ごうが良いわ。この病院には、元々立ち寄るつもりだったから」

「？」

　アンデレの言葉が気にかかり、俺は尋たずねてしまう。

「立ち寄るつもりだったって……何でまたこんな病院に？」

「うっさいわね。別にあんたには関係ないでしょ」

　アンデレに言われ、俺は押おし黙ってしまう。

　思えばアンデレの行動の意図は、終始よくわかっていない。

　教団の目的と言えば、すぐに思い付くのは〝災厄の数アルヘトスの抹まつ殺さつ〟だろう。

　おそらくアンデレは、虚数ｉの災厄の数アルヘトスを殺害しようと行動しているに違いないのだ。

　その目的だけは明確だが……しかしそのために何をするのかと思えば、愛あい架かを助けるために墜つい落らくした旅客機に立ち寄ったり、こうして田舎いなか町まちのはずれの市民病院を訪れてみたりしている。

　意味がある行動を取っているのか、そうでないのか、サッパリわからない。

「入るわよ」

　俺と黒枝に宣言してから、アンデレは率先して院内へ入って行こうとする。

　……相変わらず、アンデレは口が悪い。

　だがいちいち声をかけてくれるあたり、根は良い奴やつなのだろうとは思った。

「やっぱり、変な奴だな……」

　呟つぶやきながら、俺と黒枝もアンデレの後に続いて院内へ向かった。

　電源は落ちているらしく、フロントの自動扉は反応しなかった。

　仕方なく、俺達は裏の扉へ回り込み、そこから院内へと侵入する。

「……やっぱり、誰もいないんだな」

「ここにいた連中も、すでに化ばけ物ものになった後のようね」

　俺の呟つぶやきに答えたのはアンデレだ。

　辿たどり着いたロビーは滅め茶ちや苦く茶ちやに荒らされていた。

　ソファは倒れて転ころがっており、あちこちに血ち飛沫しぶきや流血の痕こん跡せきが残されている。

　アンデレは鋭く周囲の気配を探さぐりながら、背後の俺に忠告した。

「どこに潜ひそんでいるかわからないわ。気を付けなさい」

「ありがとう。心配してくれて」

「なっ！　ち、違うわよ！」

　意い地じ悪わるで礼を言ってみたが、思った通りアンデレは慌あわてている。

　本当に……驚く程ほどに普通で、ちょっとだけ頭の悪い女の子が執しつ行こう官かんをやっているようだ。

「ええっと、３０５号病室はっと……」

　思っている事を口から垂れ流しながら、アンデレはロビーの案内板を注意深く観察している様よう子すだった。……隣となりの俺達に聞かれても良いのだろうか。

　やがてアンデレは目当ての３０５号室を発見し、表情を輝かせた。

「３階の西の突つき当たりね」

　アンデレはすぐに案内板を後にし、階段を上って行ってしまう。

「ちょ、ちょっと待てよ」

　俺は思わず、アンデレを呼び止めてしまう。

「輸血パックを探しに来たんだろ？　それなのにどこへ行くつもりだよ」

「ああ。それはあんたが探してなさいよ。私は別の用事があるの」

　僅わずかに迷った後、俺と黒くろ枝えはアンデレの後を追いかけてみる事にした。

　置いていかれないように、俺と黒枝も急いで階段を上って行った。

　……院内に、俺達の足音だけが響く。

　階段を３階まで上り終えると、目の前を横切る向きに長い廊下が現れた。

　確かアンデレは、目的の病室は西の突つき当たりにあるのだと呟つぶやいていた。

　廊下に足を踏み出した俺達は、だがすぐにその場で立ち止まってしまった。

「……いるな」

「ええ」

　アンデレに同意を求めると、すぐに肯定の言葉が返ってきた。

　窓から射し込む灰色の光に照らし出された廊下。

　その薄暗い通路に、蠢うごめく１体の化物がいた。

　化物の形状は人型であった。しかしただの人ではない。目や鼻はなく、顔からアリクイのような細長い口をぶら下げている。異い形ぎようの人物は車くるま椅い子すに腰こしかけており、不ふ思し議ぎな事に、俺達の姿すがたに気が付いているのに、襲おそってくる様よう子すがなかった。

「……何なんだ、アイツ。襲おそってこないぞ？」

「……たぶん、アレは襲ってこないわ。死に対して残酷なイメージを持っていない人が死んだ姿すがたなんでしょう。きっとここで、心穏おだやかな死を待っていた人なんだと思う」

　身構えていた俺に、アンデレは言った。

「この病院の３階は、寝たきりの老人や、もう助からないと診断された終末医療を受けている患者しかいなかったのよ。あの化ばけ物ものは、この３階の患者の１人だったのね……」

　そう言ってアンデレは、化物に向かって歩いて行く。

　危険がないと判断したため、アンデレは平然と車くるま椅い子すの化物の横を通り過ぎた。アンデレが言う通り、化物はアンデレに襲いかかる様子がなかった。

　俺と黒枝も、アンデレに倣ならって化物に歩み寄って行った。

　すぐ近くに見えてきた不ぶ気き味みな風ふう体ていに、俺と黒くろ枝えは唾つばを飲み込んだ。

「元が人間だとわかっていても……やっぱり近付いて見るのは気き味みが悪いな……」

「不ぶ気き味みの谷現象かもね」

　アンデレは言った。

「不気味の谷現象は、ロボット工学上の概がい念ねん。人はある条件下で、機械や非人間的なものに対して嫌けん悪お感を抱くように出来ているのよ」

「……嫌悪感？」

「例えば、限りなく人に近い容よう姿しをしているけれど、それでも決定的に人ではないロボットという存在に対して、私達は〝気持ちが悪い〟という感情を抱いてしまう。私達は、自分に似ている者を嫌けん悪おするように出来ているのよ。案外、人間同士の差別や迫害なんかも、似たような理屈で起きてるんじゃないのかしら」

「……」

「神様は、自分の姿すがたに似せて人を創ったのだと言われているわ。なら……神様からすれば、きっと私達だって嫌悪の対象なのよ。私達は、神様にとっての不ぶ気き味みの谷で、お互いを嫌悪し合っている。この化物達と私達は、大して変わらないんでしょうね」

　理由はわからなかったが、アンデレは少し俯うつむいて、寂さびしそうにそう言った。

　すぐに、アンデレは俺達に向かって警けい告こくした。

「ここから先は危険よ。私が戻って来るまでは近付かないで」

　睨にらんでくるアンデレの迫力に気け圧おされ、俺と黒枝は足を止めてしまう。

「……この先に、一体何があるんだよ」

「……３０５号室。彼にとって大切な人がいた場所」

「彼って……もしかして災厄の数アルヘトスの事を言っているのか」

「……良いから来ないで。わかったわね」

　アンデレは俺と黒枝に再度警告をし、踵きびすを返す。

　そうして廊下の突つき当たりの病室を目指して、アンデレの背中は遠のいて行った。

　遠ざかるアンデレのヒールの音を耳にしながら、俺は考えていた。

「災厄の数アルヘトスの大切な人が……３０５号室にいたのか」

　呟つぶやきながら、何となく俺は、すぐ傍かたわらにあったドクター控え室に目がいっていた。

　扉のドアノブに手をかけてみると、施せ錠じようがされていない事がわかった。俺はアンデレが３０５号室に向かっている間に、３０５号室の患者のカルテを見る事が出来ないかと考えたのだ。

　思うが早いか、アンデレが３０５号室の中に姿すがたを消したのを見届けて、俺はドクター控え室に忍び込んだ。

「あ、ちょっと、冴さえ上がみ君……！」

　俺の後を追って、慌あわてて黒くろ枝えもドクター控え室に入室した。

　内心、室内に人を襲おそう化ばけ物ものがいたらどうしたものかと不安だったが、杞き憂ゆうだったようだ。

　ドクター達の控え室に化物はおらず、無人だった。

「カルテって、どこにしまってあるものなんだろう」

　独ひとり言ごとを漏もらしながら、俺は室内の隅すみ々ずみを観察し始める。

　ふと俺は、室内にあったちょっとしたものに注意がいった。

　カレンダーである。

「……え？」

　俺は間抜けな声を漏らしてしまった。

　カレンダーは12月のものになっていた。

　それ事態はおかしくないのだが……２０２１年になっているではないか。

　今年はまだ２０２０年。カレンダーの年数は、来年の数字になっているのだ。

「……何だコレ。どういう事なんだ？」

　奇き妙みように思いながらも、よくよく考えて思い至る。

　ここは虚数の災厄の数アルヘトスの、想像によって形作られているガウスの迷めい宮きゆうだ。

　災厄の数アルヘトスが年を誤認していれば、こうした事が起こるのかもしれない。

　そう考え、俺は気にせずカルテを探す作業に戻った。

　手間取るかと覚かく悟ごしていたのだが……労せず、俺は薄い大量の冊子が収おさめられた本ほん棚だなを発見する事に成功した。

　近寄って、本棚から適当に１冊を引き抜いてみる。すると目星を付けた通り、それが患者の病状や問診結果などが書き込まれたカルテである事がわかる。もしかしたら電子カルテ化されていて、暗証コードがなければ読めないかもしれないという予感もあった。だが田舎いなか町まちの病院であるためか、どうやらカルテの管理は低級技術ローテクニツクのようだ。

　本棚のカルテは病室順に整理されているようだった。

　病室の番号の書かれた付ふ箋せんが、本棚から何枚か付き出していた。

　俺は３０５号室のカルテを探した。

「……３０５号室、３０５号室……これか」

　本棚から引き出したカルテを開き、俺はそこに目を通した。

「……入院していたのは、若い女の子だったのか……って、この子は……！」

　俺はカルテの１ページ目に貼はられていた、患者の顔写真に驚きよう愕がくする。

　左ひだり眼めに切り傷のある、あの隻せき眼がんの少女だった。

　１、２度しか見た事のない顔だが、あれ程ほどに特徴的な顔を忘れるわけがない。

　昨日から和わ水すい亭ていで働き出したのだと言っていた、仲なか居いのあの少女にしか見えない。

「この病院には、災厄の数アルヘトスの大切な人が入院していて……しかも終末医療を受けている３階の患者だった……？　じゃあ、つまりあの相あい原はらっていう女の子が……！」

「────そうさ。彼女はこの病院の３０５号室で、死ぬ瞬しゆん間かんを待つだけの患者だった」

「……？」

　俺の呟つぶやきに対して、それまで沈黙し続けていた背後の黒くろ枝えが、急に言葉を発した。

　俺は恐る恐る、黒枝の声に向き直った。

　室内の陰かげった隅すみで、黒枝は壁かべに寄りかかりながら腕を組んで立っていた。

「……一体何を言い出してるんですか、黒枝さん」

　それまでの優しい微笑ほほえみが搔かき消えた黒枝からは、不ふ穏おんな気配が漂ただよっている。

　黒枝は笑いもせずに、冷たい口調で俺に言葉をかけた。

「ようやく２人で話せそうだね、冴さえ上がみ誠せい一いち。出来れば僕は、君とは対立したくはないんだ」

「対立って、どういう事なんですか」

「────僕が虚数の災厄の数アルヘトス、黒枝灯とう夜やなんだ」

「！」

　あまりに唐とう突とつな黒枝の告白に、俺は言葉を発する事も出来ずに打ちのめされた。

　黒枝の優しそうな顔には似合わない、苦笑が窺うかがえた。

「君は〝集合〟の災厄の数アルヘトスを葬ほうむったんだってね。〝クリフォト〟の連中から聞いているよ」

　黒枝は意味不明な事を口にした。

　俺が理解しているかどうかなど気にした様よう子すもなく、黒枝はただ、淡々と告つげるだけだった。

「連中は、君にだけは気を付けろと言っていた。君はどんな〝数リのテ支ラ配ル〟も打ち破ってしまうそうだから。それは……とても困るんだよ。だから僕は、君との衝しよう突とつを避ける事は出来ないかと思って、こうして君達と行動を共にしてチャンスを窺ってきた。２人で話をするには、ここはちょうど良い場所だよ。そうは思わないかい────アンチリテラル？」
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「あの１番明るい星が、おおいぬ座のシリウス。ギリシャ語で〝焼き尽つくす者〟という意味さ。宇宙の暗くら闇やみを照らし出す、眩まばゆい輝きを放はなっているんだ」

　小さな頃、父親と天体観測をした時に聞いた話を、僕は同じように彼女に話していた。

「そしてあっちが、こいぬ座のプロキシオン。そしてオリオン座のペテルギウス。この３つが、冬の大三角と言われているらしい」

　枯かれ草の上に寝ね転ころがり、天の星を指差す。

　２人並んで夜空を見上げ、誰かが付けた星の名前を、僕は読み上げていた。

　それを聞く傍かたわらの彼女は、ただただ感心しながら相あい槌づちを打っていた。

「そんなに星に詳くわしいなんて、灯とう夜やは天文学者にでもなりたいの？」

「いいや。実は全部、僕の父親からの受け売りなんだよ。披ひ露ろうしてカッコつけたかったのさ」

「あはは、何それ。ネタをばらしたら、ちっとも格好かつこ良くないじゃない」

　僕の指差した星へと視線を投げ、彼女は頰ほおに僅わずかな赤みを上らせて微笑ほほえんだ。

「……誘ってくれて、ありがとうね」

「ん？」

「今夜の天体観測」

「……」

　僕も彼女も、お互いの顔を見ることはしなかった。

　ただ広大な宇宙を視界いっぱいに映しながら、呟つぶやくような会話が続く。

「どうしていつも、そんなに私に優しくしてくれるの？」

「僕が君の事を好きだからさ」

　無表情に告つげる僕に、彼女は唇くちびるを閉ざしてしまう。

　だが僕は構わずに言った。

「１週間前の告白の答え……今日、聞かせてくれる約束だっただろう？」

　逸はやる気持ちを抑おさえきれず、僕はついにそれを口にしてしまう。

　生まれて初めて、女の子に告白をしたのだ。

　その成否は、今日まで持ち越されていたのである。

　本題を口にした僕は、一気に鼓動が早くなる。血流が早くなったのか、体中に熱を感じ始めた。今日まで彼女の否定の言葉を恐れ続けてきた僕は、今いま更さらになって、その答えを聞くのが怖こわくて堪たまらない。この場を逃げ出したい気持ちにさえなってしまう。

　けれど、僕は聞いて確かめなければならなかったのだ。

　僕が彼女と一いつ緒しよにいたいと願っているように、彼女も同じ気持ちでいてくれるのか。

　自分が彼女にとって特別な人間になれるのか。

　その答えが恐ろしくても、彼女と関わっていくためには明確にしなければならない問題だ。

　少しだけ沈黙した後に、やがて彼女は唇くちびるを開いた。

「灯とう夜やは優しくて、面おも白しろくて、格好かつこ良くて……私なんかじゃ釣つり合わないと思う」

　彼女の口調は重たかった。

　彼女の発言に対して言いたい事は山やま程ほどあった。だが一ひと通とおり彼女の気持ちを聞こうと、僕は黙る事にした。僕が何も言わないでいると、やはり静かに彼女は話を続けていく。

「羽は塚つかさんとか、蔵くら高たかさんとか。クラスの女の子は、みんな私よりもずっと綺き麗れいじゃない。それなのに灯夜が告白したのは、片目に傷のある、こんな私。それって灯夜は良いのかなと思って。灯夜は……私なんかのどこが良いの？」

　彼女は僕を見ず、ただ泣き出しそうなくらい震ふるえている声で尋たずねてきた。

　弱々しい彼女の言葉に、僕は迷う事なく答えた。

「片目に傷があるところが好きだ」

「……え」

　彼女は呆あつ気けに取られ、間抜けた声を漏もらす。

　僕は捲まくし立てるように、続けて彼女へ言った。

「言い出したら聞かない頑がん固こな性格や、くだらない冗談で一いつ緒しよに笑ってくれるところが好きだ」

「え……え……？」

「携帯電話を上う手まく使えないところも好きだし、ピーマンが食べられないところも好きだ」

「な、何よそれ。変なところばっかりじゃない」

「そうやって照れ笑う時の夕ゆうの顔が……僕は１番好きなんだ」

「……！」

　思わず視線が合ってしまった僕達は、耳まで赤面してしまう。

　お互いに顔を背そむけ、別々の方角に視線の先を逃がした。

　彼女は何も言わなくなってしまった。

　言い過ぎて怒らせてしまったのだろうか。真意はわからない。

　そうして彼女が何も言わずにいると、僕達の間に会話は生まれなかった。

　木々の向こうで囁ささやく虫達の声や、遠くで鳴くフクロウの声だけが聞こえてくる。

　そんな夜の静けさの中に……小さく啜すすり泣く声が聞こえてきた。

「夕……泣いているの？」

　彼女から視線を背けていた僕だったが、その泣き声に気が付き、慌あわてて背後を振り向いた。

　振り向いた先には、こちらに背中を向けて肩を震わせている彼女の後ろ姿すがたがあった。

「ありがとう……ありがとう……灯夜……！」

　彼女は泣き顔を僕に見せず、啜り泣きながら続けた。

「嬉うれしい……灯とう夜やに好きだって言って貰もらった時から、凄すごく嬉しかった。だから……だからありがとう……！」

　彼女は両手で顔を覆おおいながら、声を震ふるわせた。

[image: ]

「でも…………本当にごめんなさい……！」

「！」

「ごめんなさい……あなたの事……好きじゃないの……ごめんなさい……！」

　……きっと僕の顔を見て言えなかったのだろう。

　彼女は震え泣きながら、何度も何度も謝あやまっていた。

　僕は彼女に…………ふられたのだ。

　泣き出しそうになってしまう。息が出来ない程ほど、胸が苦しくなる。

　僕がどれだけ望もうと。僕がどれだけ傷付こうと。僕はもう、彼女にとって特別な人間にはなれないのだ。それが酷ひどく理り不ふ尽じんな事に思えて、思わず彼女の事を憎んでしまいそうになる。

　しかし……僕は震える唇くちびるを引き結び、懸けん命めいに微笑ほほえもうとした。

「……そうか。仕方ないよね」

「ごめんなさい……ごめんな……ゴホッ、ゲホッ！」

　突とつ如じよ、彼女は酷く咳せき込み始めた。

　咽むせたのかと思ったが、それにしては咳き込み方が普通ではなかった。

「夕ゆう……大丈夫……？」

　問いかけるが、彼女の咳せき込みは治おさまる気配がない。

　僕はその場で上体を起こし、様よう子すがおかしい彼女の傍そばへ近付いた。

「夕、急にどうしたんだよ、そんなに咳き込んで────？」

　彼女は両手で唇くちびるを覆おおい、激しく咳き込み続けていた。

　その両手は血にまみれており、周囲の草の上には、彼女の吐と血けつが飛び散っていた。

「お、おい！　夕！　何だよこれ！」

　僕は彼女を抱き起こし、彼女の背中を摩さすった。

　そうしていると、やがて彼女の咳せきは沈静化していく。

　僕の腕に抱き起こされた彼女は、血の気のない蒼そう白はくな表情で、僕を見上げて微笑ほほえんだ。星明かりに照らし出された彼女の口の周りは血で汚れている。片方しかない眼まな差ざしが、酷ひどく弱々しく僕の顔を見つめ返していた。

　その時、僕は初めて知ったのだ。

　僕が好きになった彼女が、重い病に冒おかされていたのだという事を。




　　　　■■■




「冴さえ上がみ君はさっき、カレンダーがおかしい事に気が付いたんだろう？　あれは誤表記なんかじゃない。何な故ぜならこのガウスの迷めい宮きゆうは、すでに誕生して１年が経過しているんだ」

　黒くろ枝えは手近にあった椅い子すを拾い上げ、窓まど際ぎわに持って行く。

　鉛なまり色の空から滲にじむ寒々しい陽光が、窓から室内へ射し込んでいた。

　その光の下に椅子を置き、照らし出された黒枝は腰こしかける。

「もちろん、現実世界での時間じゃないよ。このガウスの迷宮内での時間経過の話さ」

「……途方もない話だな」

　俺は冷や汗を搔かきながら、語調を変えて、目前にいる虚数の災厄の数アルヘトスに向かって言った。

「ガウスの迷宮内で、すでに１年もの時間が経過しているだって？　そうは思えないな。だって俺達は昨日、この世界に足を踏み入れたばかりなんだ。そんなにも長い時間経過を体験したとは思えない」

「君達は昨日来たばかりさ。でも僕達は違うというだけの話だよ」

「……どういう事なんだ？」

「今まであの温泉街は、ガウスの迷宮の外側に位置していた。けれど僕は、温泉街を吞のみ込む大きさにまで、ガウスの迷宮の範囲を広げなければならなかったのさ。その結果、こうして君達をここに招き入れてしまう結果になった。確かに君達はまだ、ここに来て１日しか経たっていない。けれどこの田舎いなか町まちの住人達は……すでに１年近くもの間を、このｉウソの中で生きている。それが真実なのさ」

　黒くろ枝えは眼鏡めがねの位置を直しながら、窓の向こうの空を見上げた。

「どこから話したものだろう。僕と相あい原はら夕ゆうは、この町に住んでいる高校生だった」

「……だった？」

「君が読んだそのカルテにある通り、夕は重たい病を患わずらっている。夕は学校を辞やめて、ここで入院生活を送らなければならなくなったんだ」

　黒枝は空に向かって語り続けるだけだった。

「医者は手の施ほどこしようがないと言っていたよ。夕は何の抵抗さえも出来ず、ただ死を待つだけの毎日を、この病院で送り続けるしかなかった」

　黒枝の独白は、空からっぽの室内に淡々と続けられた。

「夕は、学費や生活費の全てを入院費に充あてながら、この病院で、報われない投薬を受けてきた。もっと金があれば、都会にある設備が良い病院に入院する事だって出来たのかもしれない。けどさ……そうする事も出来ず、満足な症状軽減措そ置ちも受けられないこの町の病院で、夕は孤独に死ぬのを待つしかなかった」

「……」

「冴さえ上がみ君。僕はね…………ずっと彼女を救いたかったんだ」

　黒枝は眼鏡の奥で、悲しげに双そう眸ぼうを尖とがらせる。

「僕は彼女の事が好きだ。彼女のためなら、どんな事だってしてやりたいと思っている。それなのに僕は……彼女にとって何の力にもなれない、あまりにも無力な男だった」

　握った自らの拳こぶしを見下ろし、黒枝は続けた。

「でも今の僕はこうして、比ひ類るいない力を手に入れた。信じたｉウソが現実になる世界を創り出し、そこでならどんな理り不ふ尽じんもなかった事に出来る。このガウスの迷めい宮きゆうは、僕が〝虚構創造〟の力で創り出した創作物だ。この世界において僕は万能。ここでなら僕は……彼女の病気だって、治なおしてあげる事が出来るんだ」

「なるほど……つまりこの世界は、あんたが〝相原夕を救う〟という、ただ１つの目的のために存在したわけかよ……！」

　黒枝は申し訳なさそうに視線を細めた。

「君もあの旅客機の墜つい落らく現場で、執しつ行こう官かんのアンデレさんから聞いただろう？　この世界では、１番強いｉが現実となる。つまり今この世界で１番強いｉとは、僕の想像力だ。僕は元気だった頃ころの相原を強くイメージする事で、この世界の彼女を健康にした。いいや、健康どころの話じゃないかな……彼女はこの世界において〝不ふ死じ身み〟なんだからさ」

「不死身だって……？」

「僕のｉで元気になってくれた彼女は、きっと自分の容よう態だいが自然に回復したのだと考えているだろうね。喩たとえｉだったとしても、彼女が幸せならそれで良かったんだ。けれど僕にとって予定外だったのは……この１年で元気を取り戻した彼女が、就職すると言い出した事さ」

　言われて俺は思い出す。

　相あい原はらは確か……昨日から温泉街の和わ水すい亭ていに勤め始めたのだと言っていた。

　俺は黒くろ枝えの言わんとする事を察知した。

「……彼女が選んだ就職先というのが、あの温泉街にある和水亭だったのか。けれどガウスの迷めい宮きゆうの外にあった温泉街に、彼女は行く事が出来なかった。……だからかよ。あんたがガウスの迷宮に、あの温泉街を取り込んだのは……！」

「……僕の想像力では、創り出せないものが多かったからね」

　俺は黒枝を睨にらみ付けた。

「巻き添えになった無関係な人達を、この虚構の世界から解放するつもりはないのか……？」

　黒枝という偽にせ物ものの神に、俺は問いかける。

　黒枝がこの世界において万能であるというのなら……俺や町の住人達、温泉街の人々を、このガウスの迷宮から解放する事など容易たやすいだろう。

　しかし黒枝はしばらく沈黙した後に、静かに首を横に振って見せた。

「…………残念ながら、それは出来ない相談だ」

「どういう事だ。あんたはこの世界において万能の存在なんだろう？」

　俺は当然の追求を口にする。

　それではまるで、万能の神とは呼べないではないか。

　黒枝は視線だけを伏ふせて、苦々しく答えた。

「僕の力の効果範囲は、対個人ではなくて、対エリアなんだ。この近隣一帯を、僕の創り出したガウスの迷宮内に取り込んでいる。巻き込んでしまった人達を個別に解放する事は出来ない。君達を解放するためには、１度この世界の全てを消し去らなくてはならないだろう」

　黒枝が言わんとする事がよくわからない俺は、単純な発想を口にしてしまう。

「なら、そうすれば良いだけの話だろう」

「出来ないんだ」

「？」

「そんな事をすれば……彼女が助からなくなってしまう」

「……」

　黒枝は苦笑を漏もらした。

「現実世界の夕ゆうは……もうすぐ死ぬ運命だったんだよ。長くは保もたないんだ」

「もうすぐ死ぬって……」

　このガウスの迷宮が消えれば、間もなく死に至る容よう態だいであったという事だろうか。

　ならばつまり、ガウスの迷宮の解放は……イコールで相原夕の死に繫つながっているのか！

「現実世界とは違って、ここは永遠に続く現在。そこに彼女を閉じ込める事で、僕と夕は、これからもこの世界で、あり得なかった〝未来〟を過ごし続ける事が出来る。このｉウソの世界は、死にゆく彼女を生かし続けるために必要なものだ。だからすまない……君達を解放する事は出来ないんだよ」

　黒くろ枝えの独白によって、ようやく全てが繫つながった。

　多くの人々を巻き込み創り上げられたこのｉの世界とは、黒枝が救いたいと願っている、たった１人の少女を救済するための世界なのだ。

　不ふ治ちの病によって近いうちに死んでしまうはずだった少女を────永遠に続く現在の中へ閉じ込めてしまったのだ。

　温泉街に旅行にやって来た俺達は、偶然それに巻き込まれてしまったのである。

「……良かったのかよ」

　俺は歯は嚙がみし、悔くやしい思いで黒枝に問いかけた。

「……あんたの気持ちはよくわかるよ。大切なモノを守りたいのに、何も出来ない無力さを悔しく思う気持ちとかさ。あんたは好きな人を死なせないように戦おうとしている。これがあんたなりの、必死な足あ搔がきなんだろ。けれど……やり方は、これで良かったのかよ」

「……」

　黒枝は無表情で、何１つ答えようとしない。

　俺は黒枝の顔を鋭く睨にらみながら、思っている事を口にした。

「この町で普通に暮らしていた人達はどうなる？　何も知らずに観光を楽しんでいただけの、無関係な温泉街の人達は？　あんたの創りだしたｉの世界に巻き込まれて、そこで死んで化ばけ物ものになってしまった多くの人達の未来は？　あんたと彼女には未来が残されている世界かもしれない。けれどそのために……どれだけの人達の未来が奪うばわれた世界なんだよ……！」

「……君ならわかってくれるんじゃないのかい。僕と同じように、大切な人を救いたいと、そう思っている君になら」

「……！」

　何も言えなくなってしまう。

　何を犠ぎ牲せいにしてでも、妹を助けたいと願っている俺。

　何を犠牲にしてでも、大切に思っている少女を救いたいと願っている黒枝。

　俺達が、あまりにも似た境遇である事に気が付いたからだ。

　俺が黒枝と同じ立場だったらどうするだろう。その答えを考えると……黒枝に対して、強気に出る事など出来なくなってしまった。

　黙った俺に、黒枝は嘆たん息そくを１つ漏もらして言った。

「僕にも君の気持ちは痛い程ほどによくわかる。だからもしかしたら、話し合う事でお互いに理解し合えるんじゃなかと思ったのさ。君がそうであるように、僕は大切な人を守るためなら手段を選ばないよ。この町の住人がガウスの迷めい宮きゆう内で永遠に苦しむ事になろうと、知った事じゃない。それくらいの覚かく悟ごで、僕はこのｉウソを始めたんだから」

「……俺の気持ちがわかっているのなら、俺が何て答えるのかもわかっているだろう」

「……ここはｉの世界だ。君達が僕と対立せずに、このｉの町で人生を過ごす事を許してくれるなら、僕は君の妹さんの怪け我がを治なおしてあげられるんだよ」

　黒くろ枝えの提案に、俺は唇くちびるを固く引き結ぶ。

「断ことわる」

　ハッキリと、俺は黒枝の提案を否定した。

「喩たとえ愛あい架かの傷が癒いえたところで、このｉの町で過ごす愛架が、望む未来を得られるとは思えない。あんたの創ったこんなｉなんかじゃ、俺の妹は幸せになんてなれないんだよ」

　苛いら立だつ気持ちを抑おさえ、しかし黒枝に言わなければならない事を言おうと、俺は続けた。

「……俺には、あんたのしている事が良いのか悪いのか、わからないよ。ただ俺にだって、あんた同様に譲ゆずれないものがある事だけは確かだ」

　俺は改めて、黒枝の目を正面から見返した。

　瞳ひとみの奥に、燻くすぶる怒りを灯ともす。険けわしい顔で、俺は刺すように言い放はなった。

「俺の大切な妹や友人達の未来を、ここで奪うばわれてたまるか」

「……やはり君は、この〝数リのテ支ラ配ル〟に立ち向かってくるのか。衝しよう突とつは避けられないものなんだね、冴さえ上がみ君」

「やめてくれ、黒枝。あんたは平然と人を傷付けるような、残酷な人間なんかじゃないだろう」

　黒枝は残念そうに、左右に首を振って項うな垂だれた。

　しかし再び顔を持ち上げた黒枝の双そう眸ぼうには、揺ゆるぎない決意が窺うかがえた。

「仕方ないようだね」

　黒枝は椅い子すから立ち上がる。

「お互いに譲れないものがある以上、それを賭かけ合おうじゃないか」

　そう言いながら、不意に黒枝は窓の向こうを指差した。

　何事かと思い、俺は黒枝の指差す先に視線を這はわす。

　そして絶句する。

「……東京タワー……だと……！」

　辺境の田舎いなか町まち。その一面の雪景色の中央に、見覚えのある赤いシルエットが聳そびえていた。全長３３３メートルの巨大な鉄骨の塔とうは、降りしきる雪の中で、冷たく佇たたずんでいる。

　そんな馬ば鹿かな！　来る時には見当たらなかった！

　あんな巨大な構造物があったとしたら、最初に気が付かないはずなどない！

　ならば……あの東京タワーは、やはり黒枝が生み出したものだという事になるのか。

　黒枝は東京タワーを見つめながら言った。

「君は妹を助けるために、この病院に輸血パックを取りに来たんだったね。残念ながら、ここにそんなものは無い」

「何だと……！」

「ここは僕の町だ。僕の想像したものが忠実に再現されている虚構空間だ。どこに何があるのか、全ては僕が決めているんだよ？　僕が無いと言えば、ここには無いんだよ」

「黒くろ枝え……！」

「これで君も、僕と戦いやすくなっただろう？　妹や友人達を助けたいなら……もはや君は僕を打ち破るしかない。このガウスの迷めい宮きゆうを抜けられるか否いなか。全てがそれで決するだろう。僕はあの塔とうで待っている。僕から未来を奪うばい返すつもりでいるなら────戦おう」

　黒枝の立っていた場所を俺が振り返った時、すでにそこには黒枝の姿すがたはなかった。

「……消えた？」

　虚こ空くうに向かって、俺は問いかけてしまう。

　気が付けば、いつの間にか開け放はなたれていた窓の外から、冷たい風が吹き込んでくる。

　雪の混じった風に揺ゆれるレースのカーテンを見ながら、俺は呟つぶやいた。

「黒枝灯とう夜や。俺だって、出来る事ならあんたとは……戦いたくないよ」

　その願いは、叶かなわないかもしれない。

　黒枝の未来が勝つか。俺達の未来が勝つか。

　このｉウソの世界に吹く冷たい風の中で、全てが決しようとしていた。




　　　　■■■




「どうやら、アンチリテラル様でも説得は駄目だったみたいね」

　俺がドクター控え室を出ると、廊下の壁かべに背を預けた格かつ好こうのアンデレが話しかけてきた。

　優雅に腕を組みながら、アンデレは俺を横目で見ている。

　俺は腹を立てながら、アンデレに答えた。

「……最初から知っていたな。黒枝が災厄の数アルヘトスなんだって事」

「知っていたわ」

　アンデレは呆あつ気けなく認めて見せる。

「あんたが、ディエゴやタデウスの言っていた奴やつなんだって事には、気付くまで時間がかかったけれどね。すぐに使えると思ったわ。数の支配に屈しない者……いいえ、あんたが真の数の支配を打ち破る者アンチリテラルなんだとしたら、もしかしたら黒枝灯夜を説き伏ふせられるかもしれないってね。まあ結局、こうなってしまったみたいだけど。失望ってところかしら」

　そう言ってアンデレは、俺に歩み寄って来た。

　その双そう眸ぼうには、寒さを感じさせる程ほどの冷酷さが滲にじんでいた。

「私はこの地上において、教団の意志を執しつ行こうする者。第４の執行官アンデレ。私が司つかさどる執行はすなわち〝慈じ悲ひ〟。救われない者を許し、手を差し伸べる事が私の役割」

　滅め入いったように頭を振り、１つだけ嘆たん息そくを漏もらしてからアンデレは言った。

「教団は虚数の災厄の数アルヘトスを捕ほ獲かくし、保護する意思があった。勿もち論ろん、黒くろ枝えが自分の力を永久封ふう印いんするという条件付きでね。けれど……手を振り払う者には、制せい裁さいを与える以外にないのよ」

　アンデレは言いながら、自分の両手の拳こぶしを胸元でぶつけた。

　打ち付けられたアンデレのガントレットからは火花が散り、重々しい金属塊かいの音がする。

「ったくもう────これで殺すしかなくなったってところね、アイツ」

　微笑ほほえみもせずに毒づくアンデレに、俺は気け圧おされてしまう。

　そんな時だった。

「……ん？」

　病院の廊下の向こう、階段から歩いてくる靴音が聞こえる。

　１つではない。

　かなりの大人数だ。

　無人であるはずの病院の廊下に、無数の足音が木霊こだまし始めていた。

　足音と共に、不気味な複数の声が聞こえてくる。

「…………イラッシャイマセ、ゴチュウモンハ」

「……ヤダオクサン、オセジガオジョウズデ」

「…………センセイサヨウナラ」

　廊下の向こう、階段を上ってきたのは────化ばけ物ものではなかった。

　エプロン姿すがたの魚屋の男。太った主婦。ランドセルを背負った子供。

　ぞくぞくと階段を上って姿を現すのは、いずれもこの町の住人達と思われる人間だった。

　その手には各々……出で刃ば包ぼう丁ちようやバット、ゴルフクラブなどの凶きよう器きを手にしている。

　瞳ひとみがない真っ赤な眼球を見開き、皆一様にニタニタと微笑んでいた。

　同じ言葉を呪じゆ詛そのように繰り返しながら、彼等はユラユラと身体からだを揺ゆらして近付いて来る。

「な、何だ！　人間なのか！」

「みっともなく慌あわててんじゃないわよ。あいつらは黒枝のイメージが創り出した木で偶く。本物の人間なんかじゃないわ」

　狼ろう狽ばいする俺を尻しり目めに、アンデレは廊下の向こうから押おし寄せてくる偽にせ物ものの人間達を睨にらみ付けた。

「まったく執しつ行こう官かんも舐なめられたものね。こんな雑ぞう兵ひようで私を止められるとでも思ってんのかしら」

　アンデレは不ふ敵てきに微笑むと、迫り来る木偶達に歩み寄って行った。

「あ、おい！　そっちに逃げ道なんてないぞ！」

「逃げる？　バカ言ってんじゃないわよ」

　アンデレは俺の言葉を鼻で笑い飛ばした。

　するとアンデレのガントレットが、青白いスカラーの光を発し始める。

「突つっ切るのよ、ど真ん中！」

　アンデレは、弾だん丸がんのように飛び出していた。

　突とつ進しんするアンデレを迎むかえ討うつべく、木で偶く達もそれぞれの武器を掲かかげて駆かけ出して来た。

　しかし細長い廊下で接敵している以上、両者はほとんど１対１に近い状態でしか対たい峙じ出来ない。１人で複数を相手取ろうとしているアンデレには、有利極まりない形だった。

　最初にアンデレと接敵した先頭の木偶が、アンデレの頭上目め掛がけてバットを振り下ろした。

　しかしそのバットを、アンデレは横薙なぎにした片腕で弾はじき返す。

「────止まれ」

　即座に────弾かれたバットを中心に、虚こ空くうが水面のように揺ゆらいだ。

　バットはその場に磔はりつけにされたかのように虚空で静止してしまう。

　縫い止められたバットが手から抜け、アンデレに襲おそいかかった木偶は無む防ぼう備びになってしまう。すかさずアンデレは、隙すきだらけの木偶に、息がかかるくらいの距離まで接近する。

　木偶の頭部を、乱暴に摑つかんだ。

「血流よ────止まれ」

　処刑の言葉が囁ささやかれる。

　アンデレに摑まれた木偶の頭部を中心に、虚空が水面のように揺らぐ。

　摑まれていた木偶の頭部は、見る見る暗あん紫し色しよくに鬱うつ血けつし、腫はれ上がった。

　耳や鼻、眼球から────血を流す。

　破は裂れつした頭部から血を吹き出している木偶は、頭部を磔にされ、力を失った四し肢しをダラリと垂らした。アンデレは摑んでいたその木偶の頭を、跳び箱のように軽々と飛び越える。

　そして、後続の主婦の格かつ好こうをした木偶に跳とび蹴げりを繰り出した。

　蹴り飛ばされた主婦型の木偶は、勢い良く後方へ仰のけ反ぞり、さらにその後続の木偶を押おし倒してその場で倒れる。

「ボサッとしてないで、付いて来なさい！」

　アンデレは肩越しに、俺に向かって喚わめいた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし、アンデレの活躍を見守っていた俺だったが、我に返って駆け出す。

　目前に立ちはだかる木偶達を次々に虚空へ磔にし、処刑していくアンデレ。

　漆しつ黒こくのその背中を、無我夢中で追いかけた。

　階段の踊り場へ差しかかった時だった。下階から上がって来たさらなる木偶達が、アンデレに向かってストレッチャーを投げ付けてきた。

　アンデレは、飛来してくるストレッチャーの前に手の平をかざして囁く。

「止まれ」

　まるでためらいがないアンデレの命令。

　虚こ空くうが波打ち、アンデレに触れられたストレッチャーは、例外なく宙で静止してしまう。

　宙に静止したストレッチャーに飛び乗ると、アンデレはそこを足場にして階下の木で偶く達へと飛びかかった。

　手近な木偶の喉のどを摑つかみ、囁ささやく。

　たったそれだけの行為で、木偶達の頭部は次々と鬱うつ血けつし、顔の穴という穴から出血する。

　そうして、アンデレのガントレットから滲にじむ青白い光は、周囲に残光を刻んでいく。

　おそらくアンデレは、木偶達の首くび筋すじを流れている血流を〝止めて〟、脳を物理的に破は壊かいしているのだろう。止められた血流が血管を塞ふさぎ、新たに心臓から送り出された鮮血が行き場を失って、結果として目や鼻から噴ふん出しゆつしているのだろう。

　見た目は地味だが……かなり残酷な殺害方法である。

　アンデレは、最後に残った木偶の首を摑み上げる。

「……止まれ」

　絶対の命令である言葉を発すると、アンデレの頭上で、木偶は目から血を流して大人おとなしくなる。返り血を浴びながら、アンデレは木偶の首からゆっくりと腕を離した。アンデレが手を離しても、摑み上げられた木偶の身体からだは、宙に浮いたままだった。

　気が付けば、俺の周囲一帯に、木偶達が宙に浮いたままで絶命している。

　まるでこれは────処刑である。

　罪人を磔にして回る処刑人のような少女を、俺は呆ぼう然ぜんと見守るしかない。

「そこでいつまで突つっ立てんのよ。もう全員片付いたわよ？」

　アンデレは、階段の踊り場で立ち尽つくしていた俺に声をかける。

　ただただアンデレの背中を追いかけて来た俺だったが、気が付いた時には、いつの間にか病院１階のロビーホールまで辿たどり着いていた。

　いつ辿り着いたのかもわからない早さだ。

　迫り来る木偶達を瞬しゆん殺さつして見せたアンデレは、俺に微笑ほほえんでいた。




　　　　■■■




　雪原を駆かける。

　荒い呼吸を吐はき出し、虚空に刻みつけた白色を、宙ちゆうに置き去りにしていく。

　雪上には足跡を残し、雪の降りしきる北国の地を駆け続けた。

　俺とアンデレは病院を後にし、黒くろ枝えが言っていた東京タワーを目指していた。

　行く手は満足に除雪されていない農道だった。降り始めた雪が、まるで行く手を阻はばむように積もっていく。時間が経たてば経つ程ほど、路面状況は悪くなっていくばかりだろう。

　路面が歩行困難な状況になる前に、少しでも距離を稼いでおこうと、俺は必死だった。

　駆かけながらも、俺は酸素の足りない頭で考え続けている。

　────戦うしかないのだろうか。

　ｉウソの世界に閉じ込められた俺達は、ここを出て現実世界に戻りたい。

　そのためには、ガウスの迷めい宮きゆうの創造主たる黒くろ枝えの協力が必要だったのだ。

　しかし黒枝は、そもそも恋人の命を繫つなぎ止めるために、このガウスの迷宮を創り出した。

　この世界を消し去り、俺達を解放すれば……黒枝の恋人はすぐに死んでしまうのだと言う。

　俺達と黒枝の利害は、一致しないのだ。

　だとすれば黒枝が言う通り、確かに俺達はこのまま〝戦う〟以外にないのだ。

　勝者の願いが叶かない。

　敗者の願いは退しりぞけられる。

　残酷な理論を実践するしかない。そういう状況だ。

　しかし同時に俺達は、お互いに争いたくないとも思っているのは確かなのだ。

「何で戦いたくない俺達が、殺し合いなんかしなくちゃいけないんだよ……！」

　理り不ふ尽じんな気持ちを口から吐はき出す。

　望まない争いを避けたくて。偽ぎ善ぜんと言われようと、誰もの幸せを願って。

　俺は足りない知恵をフル稼か働どうさせて考え続けていた。

　しかし、そんな都つ合ごうの良いアイディアなどすぐに思い浮かぶはずもなく。やがて遠くに見えていた東京タワーが、だいぶ大きく見える距離にまで近付いて来てしまっていた。

　ォォ……

　ォォオォ……

　東京タワーが近付いてくると、周囲から無数の呻うめき声が聞こえてくるのに気が付いた。

　風の唸うなり声かとも思った。

　しかし、すぐにそうではない事に気が付く。

「聞き覚えのある呻うなり声だ……アイツ等らかよ……！」

　辺あたり一面の雪景色に視線を向ける。

　すると雪原の遠く向こうに、小さな点のようなシルエットが無数に姿すがたを現す。

　────化ばけ物ものになった人々の大群だ。

　まだ距離は離れているが、追い付かれたら一ひと溜たまりもない大群だった。動きの遅い連中ではあったはずだが、俺が知らないだけで、動きが速い奴やつだっているのかもしれない。

　油断は出来ない。

「面めん倒どうね」

　戦せん々せん兢きよう々きようとしている俺とは異なり、アンデレは涼すずしい顔で言った。

「皆殺しにする事も出来るけど、意味なさそうだし。疲れるし。無視しましょうか」

　そう言ってアンデレは、再び駆け出して行く。息切れの１つもなく。

「何て並なみ外はずれた体力なんだよ、執しつ行こう官かんは……！」

　ぼやきながら俺は、疲労のせいで筋力が弛し緩かんし始めていた両脚に、もう１度力を込める。

　東京タワーまでの残りの距離を駆かけ抜けようと、姿勢を前のめりにして風を切る。

　背後から、数え切れない化ばけ物もの達の呻うなり声が聞こえてきている。どんどん数が増えているのだろうか、声の数も増えていっているような気がした。

　しばらく雪上をアンデレと一いつ緒しよに走っていると、俺達の少し前方の雪原に、見覚えのある顔ぶれを見つけた。

「雪せつ名な！」

　俺に呼び止められた少女は、驚いた顔で立ち止まった。

　長い白髪に、緑色の双そう眸ぼう。

　見間違えるはずなどない。

　温泉街で離ればなれになってしまった、よく見知った数秘術師アルケニストの少女である。

「……せ、誠せい一いち君！」

　俺の呼び声に気が付いた雪名は、俺の姿すがたを見付けて表情を輝かせた。

　雪名の隣となりで、明あく津つも驚いている様よう子すだった。

「クソ冴さえ上がみじゃねえか！　死んでるとは思ってなかったけどよ、まさかこんなところで会うとは思わなかったぜ！」

　雪名達の傍そばに駆け寄り、俺はようやく足を止める。

　蒸気を発している身体からだの熱と汗を我慢しながら、とにかく息を整えようと、しばらく肩を上下に揺ゆらし続けた。雪名と明津は、俺の傍かたわらを駆けて来ていたアンデレの姿に驚いていた。

「んな、どういう事だ。何でクソ冴上と執行官がペア組んでやがんだ！」

「あなた……誰？」

　警けい戒かいしている雪名と明津に、アンデレは面めん倒どうそうな嘆たん息そく混じりで、適当な挨あい拶さつをしている。

　息が整ってきた俺はようやく喋しやべれるようになり、これまでのいきさつを雪名達に話した。

　愛あい架かが怪け我がをした事。

　アンデレに助けて貰もらった事。

　雛ひな木ぎが愛架と一緒に、旅客機に残っている事。

　病院で暴ばく露ろされた、黒くろ枝え灯とう夜やの正体。

　逆に俺とアンデレは、雪名達からこれまでの経けい緯いを聞き、お互いに情報交換をする。

「……なるほどな、それで納得がいくってもんだぜ」

　俺の説明を一ひと通とおり聞き終えた明津が頷うなずいて言う。

　そうして俺達の視線は、雪名達と一いつ緒しよに行動していた少女へ向けられた。

　俺は、その少女に向かって確認した。

「……相あい原はら夕ゆうさん、だったね」

「……」

　隻せき眼がんの少女、相あい原はら夕ゆうは何も答えようとしなかった。ただ凜りんとした眼まな差ざしで、俺の眼めを正面から強く見つめ返してきている。

　カルテで見た隻眼の少女だ。

　その姿すがたに見間違いはなかった。

　白い肌は確かに健康的には見えなかったが……不ふ治ちの病にかかっているという程ほど、具合が悪そうにも見えなかった。黒くろ枝えの強いｉウソによって、健康だった頃ころの姿を形取っているのだと聞いてはいたが……ガウスの迷めい宮きゆうが解放されれば、本当に彼女は死んでしまうというのだろうか。

「改めてだけど……俺は冴さえ上がみ誠せい一いち。さっき君の入院していた病院で、彼から色々と話を聞いた」

「……」

　俺の言葉を聞いても動じず、やはり相原は何も答えようとしなかった。

　しかし……

　しばらく黙った後に、相原は観念したような苦笑を浮かべて見せた。

「……そうですか。じゃあもう冴上さんは、私と灯とう夜やの関係も知っているんですね」

「ああ」

「じゃあ……不治の病に冒おかされていた私の命を繫つなぎ止めるために、灯夜が巨大なこのｉウソを創り上げた事も、もうわかってるんですね」

　俺は驚いた。

　どういう事なのだろう。

　黒枝はその事実を、相原に気付かれないようにしていたのではないのか。

　このｉの世界で、さも自然に相原の体調が良くなったかのように錯さつ覚かくさせ、黒枝は彼女を騙だまし続けていたのではなかったのか。

「君は……黒枝のｉに騙されている事に気が付いていたのか？」

「いいえ。昨日までは全く気付きませんでした。……あの時計を見るまでは」

「？」

　相原は、優しい顔に微笑ほほえみを浮かべて言った。

　そして自みずからの胸に手を当て、申し訳なさそうに片方だけの目を細めて言った。

「私はもうすぐ死んでしまうでしょう。でも誰かが悪かったわけじゃありません。誰かを恨うらんでいるわけでもないんです。生まれた以上は、誰でも死ぬのが当たり前で。私の場合はただ、それが人よりも早かっただけなんだと思います」

　相原は困ったように、だが優しく微笑んだ。

　それは過酷な運命を背負っているとは思えない程に、他人に対して優しい笑顔だった。

「未来のない私のために、たくさんの未来を奪うばう事が許されて良いはずなんてないんです。私は死ぬべき存在であって、あなた達こそが生きるべき存在なんです。その当たり前を、灯夜は認めたくないんでしょう。だから構いません……どうか私を、死なせてください」

　相あい原はらの強きよう烈れつな言葉に、俺達は何１つとして口を挟はさむ事など出来なかった。

　冷静に自みずからの死の運命を受け止めている相原の態度には、言い様のない儚はかなさと、力強さが輝いている。その眩まばゆさに、俺達の心は、言葉にならない切なさで引き絞しぼられた。

　────死なせてください。

　それはまるで、雪せつ名なが俺に懇こん願がんした言葉だった。

「くっ……！」

　悔くやしさのあまり、俺は思わず、拳こぶしを固めながら俯うつむいてしまう。

　雪名だけではない……相原にさえ、俺は何もしてやれないというのだろうか。

　俺は何て、口だけの男なのだろうか。

　少し遠くに聳そびえ立つ東京タワーの天てつ辺ぺんを、相原は涼すずやかに見上げた。

「……冴さえ上がみさん。あなたがここに駆かけ付けたという事は、あそこで待っているんですね」

「……ああ」

　相原に続き、俺達は一様に聳え立つ東京タワーを見上げた。

　辺境の地に創り出された、紛まがい物の塔とう。

　雪降る鉛なまり色の空を貫こうと天へ伸びるその魔ま窟くつには、このｉウソの世界の神がいるはずだった。

「……急ごう！」

　雪原の向こうから数え切れない程ほどの化ばけ物もの達が押おし寄せて来ている。

　いつまでもここで感かん慨がいに耽ふけっているわけにもいかない。

　俺は雪名達と、一いつ緒しよに東京タワーを目指して再び駆け出した。

「……おい、冴上」

　走っている俺に並び、明あく津つが話しかけてきた。

「師し匠しようの様子がおかしんだよ」

「雪名が？　どういう事なんだ」

「んなの、俺にだってよくわかんねえよ。ただどういうわけか師匠は今、数秘術アルケニツクが全く使えなくなってるみたいだ」

　明津の言葉で、俺は温泉街での出来事を思い出す。

　雪名は道路標識を、数秘術アルケニツクによって武器化しようとしていた。しかしそれは不発で、どういうわけか雪名は力を発揮する事が出来なかった。原因は不明だが……雪名はまだ、数秘術アルケニツクを使えるようにはなっていないという事なのか。

　明津は苦々しい口調で言った。

「今の師匠は戦力にはならねえだろう。黒くろ枝えの野郎と戦うのは、おそらく俺と、あの執しつ行こう官かんの腐くされアマの２人になる。だからお前は────何としてでも師匠を守ってやれ」

「……」

　明あく津つはそれだけを忠告し、俺の先を駆かけて行く。

　────数秘術アルケニツクが使えない雪名。

　どうして雪せつ名なは、数秘術アルケニツクが使えなくなってしまったのだろう。

　旅客機が墜つい落らくし、雪名は山へ単身で救助活動に出かけたのだ。しかし現場へ行き着く前に化ばけ物もの達に襲おそわれた。その応戦をしている時までは……確かに雪名は数秘術アルケニツクの力を使えていたはずだ。しかしその後、目前で化物に変へん貌ぼうした弘ひろ樹きを目もく撃げきしてからだ、雪名が数秘術アルケニツクを使えなくなったのは。

「…………！」

　閃ひらめいてしまう。

　もしも俺の考えが間違っていないのなら────試して見る価値があるかもしれない！

　その時、前触れもなく足下の大地が激げき震しんする。

　よろめきながら、明津が喚わめいた。

「うおお！　何だ！　何だ何だ！」

　地鳴りを伴って激しく振動する大地の上で、俺達は立っている事もままならない。

　地面に伏ふせ────ただ周囲の景色の激変に目を見張るしかなかった。

「…………こんなの反則だろ！」

　俺は堪たまらず、悲鳴に近い声を上げた。

　そう言いたくもなってしまう。灰色だった空が────赤い絵の具を落としたような、奇き妙みようなマーブルカラーへと変化していく。地面は大きくひび割れ、積雪した大地の地中深くから、無数の高層ビルが生はえ出てきているではないか。

「何だぁ、こりゃあ！」

「……ったく。この世界の神は、どうにも職権乱用ね」

　俺と同様に伏せていた明津とアンデレが、周囲の異常現象を見渡しながら言っていた。

「……誠せい一いち君」

　俺の傍かたわらで伏せていた雪名が、怯おびえた顔をしていた。

　雪名は俺の服の裾すそを摑つかみながら、ただ変貌していく周囲の景色を見渡していた。

　やがて地鳴りが治おさまると、地面の揺ゆれも鎮しずまる。

　俺達はゆっくりとその場に立ち上がり、さっきまで雪原地帯だった場所の様よう子すに愕がく然ぜんとする。

　────東とう京きようだった。

　聳そびえ立つビル群。その向こうに見える、東京タワー。

　見覚えがあった。そこはまるで……東京内ない戦せん前の関東の風景であった。

　誰もが言葉を失って立ち尽つくす。

　これから自分達が相手にしようとしている敵が、このガウスの迷めい宮きゆうにおいてどれだけの力を発揮する事が出来るのか。その片へん鱗りんを体感するには十分な出来事を目もく撃げきしたからである。

　……勝つ事など無理なのではないか。

　全員の顔に、否いや応おうなくその絶望が滲にじみ出ていた。

　だがやがて────俺だけが不ふ敵てきに微笑ほほえんで言葉を漏もらす。

「まるで神が持つ、天地創造の力か……上等だよ、黒くろ枝え」

　立ち止まっていた足を進め、俺は東京タワーに向かって歩き出す。

「お、おいおい、冴さえ上がみ！　待てって！」

「ん？　どうした？」

　呼び止めてくる明あく津つを振り返り、俺はわざと不ふ思し議ぎそうに尋たずねた。

　明津は青ざめた顔で、俺に苦言を告つげる。

「……敵を少し舐なめてた。作戦を考えて、慎重に出向いた方が良い」

　その場の誰もが、明津と同じ意見だったのだろう。１人で東京タワーに向かおうとしていた俺を、全員が強こわ張ばらせた顔で見守っている。

　だが俺は、不安そうな全員の顔を笑い飛ばす。

「そんな必要はないよ」

「？」

　怪け訝げんな顔の一同に、俺は言った。

「勝機はある」

「……どういう意味かしら」

　今度は明津ではなく、アンデレが俺に問いかけてくる。

　俺は得意げに言ってやった。

「作戦を立てない。頭は空からっぽで、ただ正面からぶつかる。それだけが唯ゆい一いつの勝機だ」

「はあ？　相変わらずてめえ、イカレてんのか！」

「こんな時に冗談言ってる場合じゃないわよ？」

「冗談なんか言ってない。俺は至って真ま面じ目めだ」

　言いながら、俺は聳そびえ立つ東京タワーへと向き直った。

　俺達を威い嚇かくし、今いま頃ごろ勝ち誇っているであろう黒くろ枝えを見上げ、しかし俺は嘲あざ笑わらった。

「あのバカに教えてやるんだ。このｉウソが……もうとっくに破は綻たんしているんだって事をな」




　　　　■■■




　雛ひな木ぎ加か苗なえは旅客機内のエコノミーシートに腰こしかけ、窓の外の景色を眺ながめ続けていた。

　灰色と赤色が織おりなす────見た事もないマーブルカラーの空が見えていた。

　雛木は不安な気持ちを嚙かみ殺しながら、旅客機内で留守番を続けているところだった。

「んっ……」

　雛ひな木ぎの傍かたわらの、倒したシートに横たわっていた少女が、苦く悶もんの声を漏もらした。

　それに気付いた雛木は────冴さえ上がみ愛あい架かに向き直った。

「愛架ちゃん……」

　未いまだ意識が戻らない愛架。

　愛架の腹部にかけられていた毛布の位置を直してやりながら、雛木はその手を握った。

　……冷たくなってきている。

　血を失いすぎ、右脚を失って。

　愛架の容よう態だいは本格的に悪くなってきている。

　血の気のない頰ほおに涙を一ひと筋すじ流しながら、愛架は青白く変色した唇くちびるで、呻うめきを漏らしていた。

「お兄ちゃん……死んじゃヤダよ……私を独ひとりにしないでよ…………！」

「……」

　温かみを失おうとしている愛架の手の平を、雛木は固く握り締しめた。

　残された愛架の体温を、捕つかまえて逃さないかのように。

「……大丈夫だよ、愛架ちゃん。君のお兄さんは、とっても凄すごい人なんだから」

　雛木は言いながら、僅わずかに頰を桜さくら色に染そめながら言った。

　目を細め、優しく愛架へ微笑ほほえみかける。

「普通の人なら諦あきらめてしまうような状況にだって、希望を見付け出せる。誰もが絶望してしまうような相手にだって、立ち向かえる。そして私達の心に火を点つけ、勇気を与えてくれる。冴上くんはいつだってそう。マイちゃんの時だって……冴上くんは全てを変えてしまった」

　愛架の手を握りながら、雛木は再び窓の向こうに目をやる。

「そんな冴上くんが、大切に思っている妹の愛架ちゃんを、悲しませるはずなんてないよ。たとえ相手がこの世界の神様だって、冴上くんは絶対に負けない」

　雛木の目には、力強い確信があった。

「だって……私は、信じてるもの」

　その確信が揺ゆるぎないものであるように、雛木は自分の胸元を強く摑つかんでいた。







Phase5：ｉアイなき未来へ







「ねえ……灯とう夜やは、死後の世界ってあると思う？」

　彼女は、病室のベッドの上で身を起こしながら、窓の外を眺ながめて微笑ほほえみ問うた。

　夕ゆうの見つめる窓の向こうには、冷めたように黒ずんだ夕焼けが空を焼いている。

　射し込む夕陽に、パジャマ姿すがたの彼女の輪りん郭かくが照らし出されていた。

　彼女と同じ名前の光は、彼女の横顔を、オレンジの粒子で輝かせる。

　彼女のベッドの傍かたわらの椅い子す。

　僕は少し小さめのそれに腰こしを下ろし、彼女のためにリンゴの皮を剝むいているところだった。

「……どうだろう。わからないな。死んだことがないから」

　彼女は窓の向こうを見つめて、片方だけの目を細めた。

　そして、小さく唇くちびるを開いて言った。

「死んだ後にも世界があるとしたなら、死んだ人は、またそこでも生きていくのかしら。死んでいるのに生きて、生きているのに死んで……私達は今、どっちを生きているんだろう」

　僕はリンゴの皮を剝きながら、密ひそかにその横顔を見つめていた。

　彼女の頰ほおには、いつもの人ひと懐なつっこい笑みが浮かんでいる。

　空に大きく浮かぶ夕日よりも、僕には、彼女の瞳ひとみの中に映った夕日の方が美しいと思えた。

　僕は……笑っている彼女の顔が、堪たまらなく好きだった。

「何で急にそんなことを聞くんだい」

「何でかな……何となくよ、きっと」

「何となくか。夕は相変わらず、変わったことを考えるよな」

「……そうよね。変わってるよね」

「……」

　彼女は、浮かべていた微笑みを、少し寂さびしそうなものへと変えた。

　────本当は知っていたのだ。彼女の余命が長くはないことを。

　難しい病名や、それに関する知識は、医者ではない僕にはわからない。ただ、知り合いである病院の院長先生から、彼女の残りの〝生存時間〟について話されていたのだ。

　……彼女はすでに半年近く、このちっぽけな白い病室の中で過ごしている。

　彼女に残された時間が、正確にどれだけ残っているのかは誰にも断言出来ない。

　いつ訪れるかもわからない死の瞬しゆん間かんに怯おびえ、たった独ひとりきりで、この牢ろう獄ごくに幽ゆう閉へいされているだけだ。それがどれだけ恐ろしいことなのか。僕には想像も付かない事だった。

　だから僕は、彼女の苦しみや絶望を、決して「分かる」などと軽々しく口にはしなかった。

　彼女は僕などが想像するよりも、もっともっとたくさんのことを考え、たくさんのことを思い、たくさんのことに傷付けられているはずなのだから。

　僕に今出来ることと言えば、彼女の傍そばで、こうして彼女と話をすることくらいであった。

　それでも、日に日に活力を失い、確実に死の階段を上って行く彼女に気付く僕だって、辛つらかったのは事実である。

　彼女は照れくさそうに笑って言った。

「何かね……もう私、駄目みたいなの」

「！」

　唐とう突とつに告白した彼女の言葉で、鈍感な僕もようやく気が付いた。

　様よう子すがおかしかった今日の彼女は、精せい一いつ杯ぱいに空から元気で笑っていたのだ。

「……な、何を言い出してるんだよ。そんなわけないだろう？」

　微笑ほほえんだ目じりに、小さな涙るい滴てきが垣かい間ま見えていた。

　弱々しい彼女の態度に焦あせりを憶おぼえ、僕は慌あわてて虚むなしい否定をした。

　いつものように。

　学校帰りに光の病室を見舞う。

　いつものように。

　２人きりで語り、２人きりで笑う。

　これからもずっと、そんなふうに毎日が続いていけばいいと思っていた。

　それなのに彼女は、そんな毎日とは違う態度を取り始めた。

　露ろ骨こつに狼ろう狽ばいしている僕の態度を見て、彼女は確信した様よう子すだった。

「……やっぱり、知ってたのね」

「……ま、まだわからないよ！　これから良い治療方法が見つかる可能性もあるだろう！」

　僕は思わず声を荒げてしまう。

　酸素が薄くなったかのように、僕の胸は息苦しさに悲鳴を上げ始めていた。

　胸を引き裂さかれるような思いをしている僕に、それでも彼女は静かな口調で言った。

「……黒枝君。今までありがとう。けどもう、私なんかに構わないで欲しいの。もう帰って」

　彼女は唇くちびるを嚙かみながら声を震ふるわせて言った。だが、

「嫌いやだ……！」

　僕は負けじと否定した。

　そんな頼みは聞けなかった。聞けるわけがなかった。

　しかし彼女も負けじと、怒りを顕あらわに続ける。

「お願いだから、もうここへは来ないで」

「何でだよ、だって僕は君が────」

「今までハッキリ言わなかったけど、私はあなたの事が嫌きらいなの」

「！」

　彼女は叫び、僕は絶句した。

　その叫びは、狭い個室内に幾度となく響き渡るように感じられた。

　僕は彼女からのいきなりの告白に不意をつかれ、勢いをなくして口を噤つぐんでしまった。

「……好きじゃないの。ちゃんと返事、したはずでしょう。私に優しくしてくれたって、私はあなたに何もしてあげられない。何も応こたえてあげられない。そんなのって、あなたが辛つらいだけじゃない。だからもう、あなたはここに来るべきじゃないのよ」

　彼女は苦しげに唇くちびるを嚙かみながら続けた。

「今までありがとう。あなたが毎日お見舞いに来てくれて嬉うれしかった。学校の話をしてくれて楽しかった。けど、もう私といたら駄目。これ以上、あなたが私の事で胸を痛めているところ……私の方が見ていられないんだよ。私が耐えられないんだよ……！」

「……」

　彼女はとうとう視線を落とし、ポタポタと涙を落として俯うつむいてしまった。

　その震ふるえる小さな肩に、恐る恐る手を伸ばそうとする。

　だが彼女は怒気を混ぜて、僕に警けい告こくした。

「……やめて」

　掠かすれた声で叫ぶ彼女を前に、僕はそれ以上、何も口に出来なくなってしまった。

「こんな死んでしまう私に構い続けるのは、あなたにとって時間の無駄にしかならない。お願いよ……もう私以外の好きな人を見つけて、その人と幸せになって」

「……相あい原はら」

「出て行って」

「……」

「もうここには来ないで……！」

　彼女に鋭く睨にらまれ、僕は悔くやしくて唇を引き結ぶ。

　見返りを期待していたわけじゃない。

　彼女にふられたからといって、彼女の事が嫌きらいになったわけでもない。

　ただ……彼女と少しでも長くいたい。そう願っていただけだったのに。

　僕は落らく胆たんし、静かに相原の病室を後にした。

　相原の病室の扉を閉め、その場で項うな垂だれて立ち尽つくす。

　どれだけの時間、そうしてその場で俯うつむいていただろうか。

　閉ざした相原の病室の中から、彼女の声が、微かすかに聞こえてきたのだ。

「……やだ」

　彼女は室内で１人、呟つぶやき続けていた。

「…………やだよ……本当は噓うそなんだよ……どこにも行かないでよ、灯とう夜や……！」

　その声は涙に震え、掠かすれて滲にじんでいた。

「どこにも行かないで……私を置いて行かないで……！　独ひとりぼっちで死ぬのは怖こわい……怖くてたまらないんだよ…………！」

　１人では抱かかえきれない悲しみに震ふるえる彼女の声が、扉越しの僕の胸へと突つき刺さる。

　僕は彼女の病室の扉に背を預け、唇くちびるを塞ふさいで震えた。

　僕は、ようやく全てを理解した。

　彼女はずっと、僕に〝噓うそ〟をついていたのだ。

　僕を傷付けないように。僕を苦しめないように。自分の全ての願望を胸の内で押おし殺し、我慢し、そうして誰も傷付けずに、静かに独りでいなくなろうとしているのだ。

「灯とう夜や……灯夜…………私を……独りぼっちにしないで……！」

　僕は扉に背を預けたまま、その場で腰こしを落としてしゃがみ込んでしまう。

　病院の廊下の天井を見上げ、そうして────静かに涙した。

　僕は心の底から願った。

　彼女を救いたい。

　彼女を……助けたいのだと。




　　　　■■■




　地中から生え出てきた東とう京きようの街並み。

　その中を、雪せつ名な達は東京タワーに向かって歩いていた。

　偽にせ物ものであるその東京に、人の姿すがたはない。しかし道路には放置された無数の自動車や、明めい滅めつし続けている信号機が見受けられた。不ぶ気き味みな色を背負った無人の大都会は静まりかえっており、地面に舞い落ちていく雪の音が聞こえてきそうな程ほどだった。

　先頭を歩く誠せい一いち達から少し遅れた位置を歩く雪名に、相原が近付いて来る。

　相あい原はらは雪名の隣となりに並ぶと、ポツリと問いかけてきた。

「……羽う鷺さぎさんが気になってる人って、冴さえ上がみさんなんじゃないですか？」

「～～っ！」

　いきなりそれを言われた雪名は、耳まで真っ赤になって硬直してしまう。

　その初うい々ういしい態度が可お笑かしくて、相原はつい笑ってしまう。

「やっぱりそうなんですね。見ていてわかりましたよ」

　クスリと笑う相原に、雪名は言葉に困って疑問を投げかける。

「えっと……どういうところが、そういうふうに見えちゃうのかな」

「冴上さんを見る目とか、話し方とか。羽鷺さんが冴上さんの事、すごく信頼してるんだっていう事がよくわかりますよ」

「それって……友達にも言われたんだけど、他の人からもそう見えちゃうのかな……」

「どうでしょうね。でも少なくとも……人を好きになった事がある人には、恋してるかどうかって、わかるものなんじゃないでしょうか」

　相あい原はらはしばらく黙り込んだ後、視線を遠くして再び問いかけた。

「……羽う鷺さぎさんは、冴さえ上がみさんの事をどう思ってるんですか」

「……」

　相原に聞かれた雪せつ名なは、答えを持っていなかった。

　それは雪名自身にも、よくわかっていない気持ちだったからだ。

　確かに誠せい一いちの事が好きかと尋たずねられれば、雪名は迷う事なく「好き」なのだ。しかしそれが、異性に対する好きなのかと聞かれれば……経験のない雪名には判断が出来なかった。

「私は今まで……ずっと独ひとりぼっちで」

　雪名は弱々しく双そう眸ぼうを細めると、胸中の苦悩を吐と露ろするように言った。

「友達ですら、高校に通うまで出来た事がないし。誰かに恋をした事もなかった。だから……誠一君の事、男の子として好きなのかとか、全然わからないんだよ……」

「そうだったんですか」

　相原は腕を組んで、フンフンと頷うなずいて見せた。

「羽鷺さんは、冴上さんの幸せを願っていますか？」

「え……？」

　悪戯いたずらっぽく問いかける相原に、雪名は鼻息荒く肯定した。

「そ、それは勿もち論ろんだよ！」

「それは、誰か他の人を傷付けてでも守りたいものですか？」

「…………うん。たぶん」

　それを聞いた相原は、小さくクスリと微笑ほほえんで断言する。

「そうまでして守りたいものって、もうとっくに普通じゃないと思いますよ」

「……！」

　言われて気が付いたのか。

　雪名は驚きよう愕がくに双そう眸ぼうを見開いていた。

　────自分の気持ちの片へん鱗りんを理解した雪名は、その場で唇くちびるを震ふるわせる。

　あまりにも衝しよう撃げき的てきな悟さとりで、雪名の心臓は壊こわれてしまいそうな程ほどに鼓動を早めていく。驚いている様よう子すの雪名の態度が面おも白しろかったのか、相原は腹部を押おさえながら笑い始める。

　笑われた雪名は無む性しように恥ずかしくて、ただ頭から湯気を立て続けていた。




　　　　■■■




　立ち並ぶビルの谷間を進み、俺達はやがて辿たどり着いた。

　異い形ぎようの天を突つくように聳そびえ立つ赤の塔とう────東とう京きようタワーの足下だ。

　そこに、１人の少年が、俺達を待ち構えていたように佇たたずんでいた。

　黒のシンプルショートヘアー。真ま面じ目めそうな細ほそい顎あごの面おも立だちに、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけている。グレーのダッフルコートを着込んだ、高校生くらいの少年である。

「……やっと会えたね、灯とう夜や」

　１番最初に言葉を発したのは他でもない、俺の隣となりを歩いていた相あい原はら夕ゆうだった。

　俺達は口を閉ざし、ただ相原と黒くろ枝えのやり取りを耳にする。

「……夕」

　前髪を風に揺ゆらし、言葉短く、黒枝は相原の名を呼び返した。

　２人はしばらく見つめ合い、沈黙する。

　やがて相原は悲しそうに眉まゆを歪ゆがめながら、黒枝に言った。

「お願い、灯夜。もうこんな事はやめて」

「こんな事って？」

　黒枝は、感情が窺うかがえない淡々とした口調で問いかける。

　だが相原は、そんな黒枝に必死に訴うつたえかけた。

「私１人のために、ここにいるみんなや、たくさんの人達を傷付けないで欲しい」

「……」

　相原に言われた黒枝は、何も答えようとしなかった。

　黙り込んでしまう黒枝に、相原は構わずに続けた。

「あなたはたくさんの人達を傷付けて、それでも平気でいられるような人じゃない。私の知っている灯夜は優しくて、暖かくて……町の人達や友達に、こんな酷ひどい事なんて出来ない。この世界で死んでしまった人達は、解放されるまで永遠に死の苦しみを味わい続けるって、ここにいる羽う鷺さぎさん達から聞いたの。だから……お願い」

「無理さ」

　相原の懸けん命めいな懇こん願がんを、だが黒枝は一ひと言ことで否定した。

　黒枝はそこでようやく、無表情だった顔に乾いた笑みを作って見せた。

「ごめん、夕」

　黒枝は謝あやまった。

「僕は君が思う程ほどに優しくもなければ、君が期待する程に大人おとなでもない。今の僕を突つき動かしているのは、これからも君と一いつ緒しよにいたい。ただそれだけの気持ちだよ」

「……」

「無理なんだ。駄目なんだ。君がいなくなる事に、僕は堪たえられない」

　黒枝の表情だけは笑っていた。

　しかし今にも泣き出してしまいそうに、唇くちびると声は震ふるえていた。

「だからごめん、夕ゆう。こんな弱い僕を許してくれ。今は憎んでくれても構わない。いつか君に許して貰もらえるその日まで、僕はこの世界を────君がいなくならずに済むこの世界を続けていきたい。ガウスの迷めい宮きゆうを解放する事なんて、僕にはたぶん、一生出来ないと思う」

　黒くろ枝えの言葉で、相あい原はらは黙り込んでしまう。

　しかし相原はもう一度だけ、唇くちびるを開く。

「……灯とう夜や。人は死ぬよ」

　相原は、困ったように微笑ほほえんだ。

「遅かれ早かれ、私達はみんないつか必ず死ぬ。そうなるようにしか生きられないから。だから私だって、もう覚かく悟ごは出来ているの。いつ死んだって構わないと思ってい────」

「そんなのは噓うそだろ！」

　相原に皆まで言わせず、黒枝は叫んだ。

「自分がいつ死んだって構わないと思っているだって……？　君は噓をついているよ、夕。僕は知っている。知っているんだよ。だって、君に病室を追い出されたあの日……僕はすぐに帰らずに、君の病室の前に立っていたんだから……！」

「！」

　言われた相原の顔が、露ろ骨こつに青ざめた。

　黒枝は続けた。

「毎日……病室で弱っていく君を見ていた。毎日……何もしてやれない自分が悔くやしかった。君の事を救ってあげたくて……だからこの世界で、元気だった頃の君の姿すがたを必死に思い描いた。この世界での君は死なないし、もう苦しくないだろう？　死んでも良いなんて噓をつき続けて、生きたいと願い続けてきた君にとって、ここは全ての望みが叶かなう場所なんだ。それでもこの世界を消し去らなければいけないというのか。そんな事はないはずだ」

「……」

　相原は泣き出しそうな顔で、目を伏ふせて黙る。

　つまりその態度が意味するのは、黒枝の言う通りという事なのだろう。

　口では強がっていても────望んで死にたいはずなどないのだ。

　相原が言葉に詰つまると、黒枝は悲しそうな顔をした。

「僕はこの世界を消し去るつもりなんてない。関係ない温泉街の宿泊客や、この町の見知った人達が、永遠に死の苦しみを味わう化ばけ物ものになったとしても……知った事か！」

　感情にまかせ、怒っているように宣言する黒枝。

　だがそんな黒枝に向かって────俺は冷淡に言った。

「……それはｉウソだな、黒枝」

「！」

　黒枝は驚いた顔をして、相原から俺へ視線を転じた。

　そして、憎にく々にくしげに俺を睨にらみ付ける。

「……冴さえ上がみ誠せい一いち」

　笑いもせず俺の名を口にする黒くろ枝えと視線を交まじえ、怯ひるまずに続けた。

「黒枝、あんた言ったよな。ここはあんたと彼女が一いつ緒しよに未来を過ごす場所なんだって。なら決定的におかしいんだよ。何であんた達が〝平和で幸せに過ごさなければならない〟この世界に、化ばけ物ものなんていう、おぞましい連中が必要だったんだよ」

「……」

　黒枝の表情に、僅わずかな動どう揺ようが見られた。

　その様よう子すに少しずつ確信を固めながら、俺は語るのを止めなかった。

「あんたはガウスの迷めい宮きゆうを創り出し、この世界の中で彼女と、１年近い平へい穏おんな時間を過ごしてきたんだったな。つまりこれまでの１年間には、化物達の存在なんてガウスの迷宮内には存在していなかったんじゃないのか。それなのに昨日、旅客機が落ちてきてからだ。化物達が現れ、この世界の平穏が乱れ始めたのは。今までと昨日とで何が違ってしまったのか。問題はそこだ」

「何が言いたい」

「俺はこう推測しているよ。あの化物達は、あんたが望んで用意したものなんかじゃなかった。予期せず出現してしまったものだったんだろ。その原因となったのは────彼女が温泉街に就職した事だったんじゃないのか」

「……！」

　黒枝は犬歯を覗のぞかせて苛いら立だっていた。

　俺は淡々と、黒枝の真実を抉えぐり出していく。

「ガウスの迷宮は元々、この田舎いなか町まちを覆おおい尽つくす程てい度どの大きさだった。けれど温泉街を吞のみ込む大きさにまで迷宮を拡大したんだって、あんたは言ってたな」

　俺は黒枝に向かって、１歩前進する。

「あんたの力の適用範囲は、対個人ではなく、対エリアだそうじゃないか。あんたが広げた迷宮のサイズは、〝意図せず〟あの旅客機の飛行経路にまで達してしまったんじゃないのか。上空を飛行中だった旅客機を、〝誤って〟この世界に取り込んでしまったんだ」

「……冴上君、君は……！」

「ガウスの迷宮に取り込まれた旅客機は墜つい落らくしてしまった。あの事故はあんたにとって予想外のものだったはずだ。それによって〝偶発的に生まれてしまった〟のがあの化物達だ。つまり、今この世界に蔓まん延えんしている化物達は────あんたにとって〝計算外の存在〟だった事になる。本当にあんたが創ろうとしていた世界は、誰も死んでいない、誰も傷付かない。平和だったこの町そのものだったんじゃないのか」

「だ、だったら何だって言うんだ！」

「傷付けるつもりのない人達を傷付けたって事だろ。それって……辛つらいんじゃないのか？」

「黙ってくれ！」

　俺の言葉を遮さえぎるような大声で、黒くろ枝えは怒ど鳴なる。

　しばらく俺を睨にらみ続けた黒枝だったが……やがてその表情から憎しみの色が失せていく。

　再び冷静さを取り戻そうとしながら、黒枝は唇くちびるを開いた。

「参ったな…………確かに君が言う通りだよ、冴さえ上がみ君」

　黒枝は降参と言わんばかりに、俯うつむいて嘆たん息そくした。

「怪かい物ぶつ達が現れ、人々を襲おそい始め、僕が創り出したこの優しいはずだったｉウソの世界は、すっかり想定外の死に満ち溢あふれてしまった。けれど……」

　そう言って黒枝は、空を見上げた。

「もう止められないんだ」

　すると────異様な色の空に、激しい雷が迸ほとばしった。

　そして俺には視みえた。

　黒枝の胸元に現れる────十字型をした赤いスカラーの輝きが。

　それだけではない。黒枝の両手足に、赤いスカラーが炎ほのおのように灯ともって視えた。

　目を凝こらしてよく視れば……黒枝の手足から放出されているものは炎ではなく、実際には無数の細かい粒子のようなものである事に気付く。その粒子とは、アルファベットのｉだ。

「……間違いなく、彼が現実世界と虚構世界が交わる〝原点〟。彼の胸元に現れている十字型の座ざ標ひようが、その証しよう拠こだよ」

　俺の背後で、雪せつ名なが言った。

　雪名に言われてみれば、黒枝の胸に刻み込まれているように視える赤い十じゆう字じ架かは、確かにグラフの座標軸じくような形状にも視みえた。

　双そう眸ぼうを鋭くした黒枝は俺達に向き直り、断言する。

「悪いね。たとえすでに破は綻たんしたｉウソだとしても、僕には夕ゆうを諦あきらめる事なんて出来ない」

「……灯とう夜や」

「君達にはここで死んで貰もらおう。この際仕方ない。他の人達みたいに、化ばけ物もの達に仲間入りして貰う。そしてその後……僕は君達を、虚構世界の永遠の闇やみの中に隔離するつもりだ」

　黒枝が宣告すると、俺の背後から明あく津つとアンデレが歩み出て来た。

　明津は両脚のガンホルスターから、愛あい銃じゆうを取り出して舌打ちする。

「……ったくよお、結局こうなるわけか」

「本当に勝ち目なんてあるんでしょうね、アンチリテラル」

　アンデレは横目で、鋭く俺を睨にらんでいた。

　俺は不ふ敵てきに笑み、アンデレに答えた。

「当たり前だ」

　俺の言葉を聞いた明津は、嘆たん息そく混じりに頭を振って見せた。

「……やれやれだ、クソッタレ」

　明あく津つは肩を竦すくめ、そして黒くろ枝えを睨にらみ付けた。

「俺は何考えてんだかなぁ。どう考えても勝ち目なんざねえのに、不ふ思し議ぎなもんだぜ。冴さえ上がみが言い出すと……何な故ぜだかマジで勝てちまいそうな気がするんだからよ……！」

　苦し紛まぎれに、明津は犬歯を剝むいて微笑ほほえんだ。
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　黒枝は、燃え盛る自らの右腕を虚こ空くうへと持ち上げる。

　するとそれが合図であったかのように、周囲に放置されていた自動車や自転車が、音もなく虚空へと浮き上がった。

　まるで竜巻のように、無数の自動車が黒枝を中心に激しく宙を旋せん回かいし、渦うずを巻き始める。

「……受けてみろ！」

　黒枝の言葉が引き金だった。

　渦巻く大質量の金属塊かいが、次々と俺達に向かって雨のように降り注いだ。

「危ない！」

　俺は咄とつ嗟さに、近くに立っていた雪せつ名なの腕を乱暴に引く。

　すると、俺達が数秒前まで立っていた地面の上に、自動車が正面から深々と突つき刺さり、炎えん上じようして燃え盛る。降り注ぎ始めた自動車の雨は、まるで爆ばく弾だんのようだった。小さな地響きを伴っては、次々と地面へと着弾して爆発炎上していく。

「きゃああああ！」

「相あい原はらさん！」

　俺は聞こえてきた相原の悲鳴を振り返った。

　そこで────奇き妙みような現象を目もく撃げきした。

　相原の直上から落下してきていた自動車が、相原の眼前で赤い粒子となって搔かき消える。まるで風前の砂粒のように、無数の細かいｉの字の形状に解けて消え去ったのだ。

「……？」

　目前で自動車が搔き消えた事に、相原は啞あ然ぜんとして立ち尽つくしている。

　それを見た俺はすぐに理解し、呟つぶやく。

「なるほど、彼女だけには手を出さないってわけかよ、黒枝……！」

「誠せい一いち君！」

「わかってる！　どこかに身を隠かくそう！」

　俺は雪名の手を引いて逃げた。

　熱風とガソリンの匂においを撒まき散らしながら、自動車は俺達の背後や、逃走経路上にも降り注いで爆ばく発はつ炎えん上じようしていった。近くの建物の物もの陰かげに身を隠かくせたところで、俺と雪せつ名なはそこから、ようやく黒くろ枝えの姿すがたを振り返る。

　次に見た時、黒枝の身体からだは────宙に浮かんでいた。

　まるで無数の自動車や道路標識を巻き上げる竜巻の中心に漂ただよう、赤いスカラーの十じゆう字じ架かのように視みえる。黒枝は次々と地上へ自動車を落下させる。それらを正面衝しよう突とつさせては爆発炎上させていく黒枝は、空から地獄の業ごう火かを降らせる魔ま神じんのようだった。

「────止まれ」

　粛しゆく正せいの命令が囁ささやかれる。

　飛来した自動車に手の平をかざし、触れた。

　アンデレが触れた自動車は、虚こ空くうに磔はりつけにされてしまったかのように宙で静止し、動かなくなる。アンデレはその自動車の上に飛び乗ると、そこから黒枝を見上げた。

「随ずい分ぶんとやりたい放題にやってくれんじゃないのよ」

　アンデレは鋭い目つきで、今度は自分の下方に立っていた明あく津つを見下ろした。

「あんた、確か明津憲けん剛ごよね」

「ケっ……クソガキだけじゃなく、てめえも俺の事を知っていやがるってか、執しつ行こう官かん」

「まあね。あんた、タデウスとよく仕事してるみたいだし。名前くらいは知ってるわよ、〝炎ほのおの符ふ術じゆつ士し〟さん」

　アンデレは再び黒枝を睨にらみ上げながら、唇くちびるだけで笑って見せた。

「タダ働きだけど、少しは役に立って貰もらおうかしら」

「クソが。一いち蓮れん托たく生しようなんだ。やってやらぁ」

　明津は肩を鳴らしながら答える。

　アンデレは苦笑した。

「……上等！」

　言うが早いか、アンデレは竜巻の中心にいる黒枝に向かって跳ちよう躍やくした。

「止まれ」

　眼前から飛来してくる自動車に触れ、磔にしてはそこを足場にして飛び移って行く。

　そうして猛もう然ぜんと黒枝へ接近して行くアンデレ。

　黒枝は接近して来るアンデレに向かって、緩ゆるやかに片手の平を掲かかげる。

　すると、周囲を漂っていた自動車や道路標識の数々が、一斉にアンデレが足場にしている車に向かって飛んだ。

　目前から迫り来る鉄てつ塊かいの豪雨を睨にらみ上げ、だがアンデレは不ふ敵てきに笑んだ。

「止まれ！」

　そう叫んで、目前の空間を横よこ薙なぎに撫なでるアンデレ。

　アンデレが撫でた空間は、まるで水面のように揺ゆらぎ始めた。その揺らいだ空間に接触した鉄てつ塊かいの雨は、唐とう突とつに推進力を失って、アンデレの眼前で静止してしまう。

　虚こ空くうに縫ぬい止めた鉄塊の壁かべを、アンデレは跳ちよう躍やくによって飛び越える。

　そうして再び、黒くろ枝えに向かって跳躍した。

　だが、アンデレの周囲にあった浮遊物の大半は、先さき程ほどのアンデレへの集中攻こう撃げきのために使われたため、足場に使えそうなものが見当たらなくなった。

　新たな足場を作るための浮遊物がなく、空中で孤立したアンデレだったが────その背後の足場に、銃じゆう口こうを構えた明あく津つの姿すがたがあった。

「使え！」

　１発の銃声が轟とどろく。

　明津は、アンデレの足下目め掛がけて銃弾を発射した。

　アンデレは虚空で身を捩よじり、飛来してくる明津の銃弾に手の平をかざす。

「────止まれ」

　アンデレは飛来してきた明津の銃弾を摑つかんだ。

　虚空で静止させた銃弾に摑まり、アンデレはぶら下がる。

　落下の勢いを利用し、すぐ近くに浮遊していた自動車へ飛びかかった。

　そして即座に飛び付いた自動車を宙で静止させ、新たな足場として利用する。

　するとアンデレの跳躍の間合いの中に、黒枝の姿が入った。

　アンデレは黒枝に飛びかかり、右腕を伸ばしながら叫ぶ。

「止まれええ！」

　ガントレットから溢あふれ出る青白いスカラーの輝きを虚空に引いて、アンデレの右腕は黒枝の首を捕つかまえた。それはアンデレにとって、必殺の瞬しゆん間かんだった。

　だが────アンデレが捕まえたはずの黒枝の首は、赤い霧となって虚空で解ける。

「！」

　黒枝の身体からだをすり抜けてしまった自分の右腕を愕がく然ぜんと見やりながら、アンデレの身体は重力によって落下を始める。

「何やってやがんだ！」

　明津は再び、アンデレに向かって銃じゆう口こうを構える。今度は銃弾だんを連れん射しやした。

「くっ！」

　アンデレは明津が放はなってくれた銃弾を摑まえる。

　いくつかの銃弾を足場にしながら、再び近くを浮遊していた自動車の上に飛び乗った。

　アンデレが銃弾から離れると、明津は黒枝を睨にらみ上げて喚わめいた。

「炎ほのおよ、我が敵を砕くだきて微み塵じんと為なせ────爆ばく！」

　明津の言葉に呼応して、明津が首から提さげていたドックタグが青白い輝きを放つ。

　アンデレが黒枝の周りに静止させておいた銃弾に、青白い数字が浮かび上がる。集数媒体アーテイフアクトの力を借りて、明あく津つの放った銃じゆう弾だんは一斉にその場で爆ばく裂れつした。

　激しい爆発の炎ほのおの中に、黒くろ枝えの姿すがたが搔かき消えた。

「やったか！」

　明津とアンデレは、注意深く爆発の黒煙が晴れるのを待った。

　しかし黒煙の中から────赤いスカラーの十字が輝いて視みえる。

　霧む散さんした黒こく煙えんの中からは、無傷のままの黒枝が姿を現した。

　その表情には、変わらぬ悲壮な決意が秘められているように見えた。

「…………無む敵てきの神様には効きいてねえってか。ったく、困ったもんだな」

　明津は舌打ちをして、空になった弾倉マガジンを交換した。




　　　　■■■




　明津達と黒枝の攻こう防ぼうを見上げながら、俺は固かた唾ずを吞のんでいた。

「ガウスの迷めい宮きゆう内での黒枝は、本当に無敵みたいだな……！」

「……ごめん」

　呟つぶやいた俺に、傍かたわらの雪せつ名なが急に謝あやまった。

　謝られた俺は、雪名に向き直る。

　……雪名は赤く染そめた頰ほおに涙を流しながら、唇くちびるを引き結んで泣いていた。

「……私の数秘術アルケニツクが使えていたら、明津君達と一いつ緒しよに戦う事が出来たのに……！」

　雪名は震ふるえる自分の両手の平を見下ろし、心底から悔くやしそうに言った。

「私にもっと強い力さえあれば、幸ゆき村むら君だって助けられたかもしれないのに。今だって、誠せい一いち君達を守る事が出来たかもしれないのに。それなのに……私はいつもこうだ。肝かん心じんな時には泣いてるだけで……いつだって誰も救えない。誰の力にもなれない」

「……雪名」

　雪名は震ふるえる自みずからの両手の平を見下ろして言った。

「どうして私、こんなに弱いんだろう。どうして私、こんなに誰の力にもなれないんだろう。私は、周りの人に助けられているばかりだ。数秘術アルケニツクなんて使えても、大切に思っている人の１人だって救えやしない。カナエちゃんが言うような凄すごい力なんて……私は持ってない。結局、私は無力でしかないんだよ……！」

　言いながらその場にへたり込み、雪名は項うな垂だれてしまう。

　雪名は小さな肩を震わせ、俺の顔を見る事さえ出来ずに啜すすり泣くばかりだった。

　俺は……そんな雪名の頭を撫なでた。

「！」

「……お前が誰の力にもなれないなんて、そんなの噓うそだ」

　泣きながら見上げてくる雪せつ名なに、俺は困ったように微笑ほほえんだ。

「確率を操あやつる怪かい人じんにさらわれた俺の妹を、お前は一いつ緒しよに探してくれた。集合を操る殺さつ人じん鬼きには、俺と一緒に立ち向かってくれた。俺１人じゃどうにもならなかった事でも、お前がいてくれたおかげで救われた事は数え切れないよ。でもそれは、単純に数秘術アルケニツクの力のおかげだったわけじゃなかったはずだ」

　俺はしゃがみ込み、正面から雪名の顔を覗のぞき込んで続けた。

「雪名……きっと力だけじゃ、人は救えないんだと思う」

　頰ほおを薄赤く染そめながら、雪名は俺の顔を見つめ返していた。

　だから俺は今こそ、雪名がずっと勘かん違いしていたのであろう事を言葉にして言った。

「今まで俺やみんなを窮きゆう地ちから救ってくれたのは、数秘術アルケニツクの力じゃない。その力の使い方を決めていた、お前自身の気持ちなんじゃないのか。お前はいつだって、他人の事を思い、他人の事を考えられる優しさを持っている。そんなお前が弱いだなんて事、あってたまるか……！」

「誠せい一いち君………………！」

　雪名はそう言って、俺の身体からだに抱き付いてきた。

　いつかの理科室でのように、雪名は俺にしがみ付き、俺の胸で一心に泣きじゃくる。

　俺はそんな雪名に告つげた。

「お前が数秘術アルケニツクを使えなくなった理由なら、何となく予想が付いているんだ。このガウスの迷めい宮きゆうでは、１番強いｉウソこそが現実になるらしい。ならもしかしてお前は、自分で自分に、強烈なｉをついているんじゃないのか────〝自分は無力〟だってな」

「……！」

　驚いた雪名は、顔を持ち上げて俺の顔を見る。

「俺はお前が無力じゃない事を信じている」

「……誠一君」

　俺と雪名は、しばらく無言で見つめ合った。

　見つめ合った雪名の目には、徐じよ々じよに強さが戻り始めていた。

　やがて俺は、雪名に微笑んでしまう。

「雪名。黒くろ枝えに勝てるかもしれない方法が、１つだけあるんだ」

「どんな方法なの」

「すまない、それはまだ言えないんだ。でもそのために、１つだけ頼みたい事がある……これから俺がする事に〝一切手を出さない〟でくれ」

「……何をするつもり？」

「黒枝に、全力で俺を攻こう撃げきさせる」

「……！」

「大丈夫だ。俺は何があっても絶対に死なない。約束するよ」

　雪せつ名なは言葉を失ってしまう。

「雪名……俺は他にも、お前と約束をしたよな。お前を不老不死の宿命から解とき放はなつんだって。けれど、まだその約束は果たせていない。正直なところ果たせる当てもないんだ。今の俺はお前にとって、最低の噓うそつきでしかないよ。けれど俺が考えている黒くろ枝えに勝つ方法っていうのは、お前がこんな俺を、心底から信じてくれるのか、その１点に懸かかっているんだ」

「……」

「お前が俺を信じてくれるなら、それが俺の力になる。お前が信じてくれる限り、俺はどんな強きよう敵てきにだって立ち向かえるだろう。俺は強くもないし、いつも口先ばかりの駄目な男さ。けれどお前は……こんな俺の言う事を信じてくれるか？」

　雪名はしばらく黙り込んだ。

　俺の言っている事がいかに意味不明で、無む謀ぼうな事なのか。そのくらい、雪名はよくわかっているのだろう。しかし雪名は、それでも俺に向かって言ってくれた。

「……君はいつも、滅め茶ちや苦く茶ちやな事を言う人だ。でも……」

　雪名は濡ぬれた頰ほおを、心の熱で温めながら、精せい一いつ杯ぱいに優しく微笑ほほえんで見せた。

「私はいつだって、君を信じてるから」

「ありがとう」

　俺は立ち上がり、黒枝を睨にらみ上げた。

「この世界は、全てがｉウソによって形作られている。なら、ｉにはｉで対抗してやろう。いったい誰が１番の噓つきなのか、神さえも知らずだ」




　　　　■■■




　竜巻が止むと、それまで虚こ空くうに巻き上がっていた自動車や道路標識の全てが、一斉にアスファルトの上に落下していく。

　落下した自動車は炎えん上じようし、辺あたりは鉄てつ塊かいと火柱しか見当たらない炎ほのおの海と化していた。

　ガソリンの匂においが立ちこめる中、地面に叩たたき付けられた明あく津つはのたうち回る。

「……がはっ！」

　吐と血けつし、ひび割れたアスファルトの上を赤く染そめた。

　明津に少し遅れ、近くの自動車のボンネットの上に、アンデレが落下してくる。

　ボンネットに身体からだをめり込ませてしまい、アンデレは身動きが取れずにその場でもがいた。

「もうお終しまいかい？」

　無傷の黒枝は、倒れ伏ふしている明津とアンデレを冷淡に見下ろして問う。

「くっ……調子にのらないでよね……！」

　息も絶え絶えの明津とは異なり、まだアンデレには余力が残ってはいた。

　アンデレだけでも、このまま黒くろ枝えとの戦いを続行する事は可能だろう。

　しかしアンデレも明あく津つも、さすがにこの時になれば理解していた。

　────黒枝を殺す決め手がない以上、このままでは長期戦になるだけで勝ち目がない。

「やめて、灯とう夜や！　お願いよ！」

　明津とアンデレを傷付ける黒枝を見かねて、相あい原はらが泣きじゃくりながら懇こん願がんしていた。

　その涙を心苦しそうに見やり、黒枝は苦虫を嚙かみ潰つぶすように言う。

「……すまない、夕ゆう」

　黒枝は相原の顔を見ずに俯うつむいた。

　だがそんな黒枝に向かって、誠せい一いちが声を張り上げた。

「────想像力の乏とぼしい神様だな。それくらいの芸当しか出来ないのかよ？」

「……？」

　黒枝は怪け訝げんな顔で、大声で挑ちよう発はつしてくる誠一の方を振り向いた。

　宙に浮いている黒枝を見上げながら、誠一は悠ゆう然ぜんと物もの陰かげから歩み出て来る。

　隠かくれる事をやめた誠一の眼まな差ざしには、強い意思が込められていた。

　黒枝の視線だけでない。

　その場にいた相原、明津やアンデレの注目も、一斉に誠一へと集まっていく。

　集められた注目の中、誠一は不ふ敵てきに微笑ほほえみながらポケットに両手を突つっ込んだ。

「竜巻を起こしたり、自動車の雨を降らせたりする程てい度どの事しか出来ないのかって聞いているんだよ。黒枝灯夜」

「……何が言いたいんだい、冴さえ上がみ君？」

「その程度の力じゃあ、この俺は倒せないって言ってるんだよ」

「！」

　黒枝の誠一を見る目が、一気に警けい戒かいの濃度を高める。

　その露ろ骨こつな黒枝の警戒は、誠一の予想通りだった。

　黒枝が考えているであろう懸け念ねんについて、誠一は平然と言って退のける。

「俺には、お前が恐れている〝アンチリテラル〟とかいうものの素質があるんだろう？　なら、お前の操あやつる数なんか、簡単に打ち破やぶってしまえると思わないか？」

「……何を考えているんだ、君は」

「別に。何も考えていないさ。ただ１つだけ言えるのは、俺を殺すつもりなら、もっと強力な攻こう撃げきを考えなければ無理だって事くらいさ。まあ、お前程度の想像力じゃあ、何をどうしようが、俺を殺せるような画期的な攻撃方法は思い付かないだろうけどな」

「……言うじゃないか。なら、こんなのはどうだろう」

　得え体たいの知れない誠一の挑発に対して、黒枝は眼鏡めがねをかけ直して苦笑する。

　次の瞬しゆん間かん────地響きと共に、黒枝の背後で東とう京きようタワーが振動を始めていた。

　東とう京きようタワーの足下のアスファルトは大きくひび割れ、土台になっていた鉄骨の支柱が宙へと浮かび始める。見る見る間に東京タワーは空中に浮かび上がり、遠い空へと浮き上がっていった。……やがて東京タワーは上下の向きを反転させ、その切きっ先さきを誠せい一いちのいる場所へ向ける。

「言われてみれば確かに君の言う通りだったのかもしれないよ、冴さえ上がみ君。そこで這はいつくばっている執しつ行こう官かん達よりも先に、まずは１番の危険因子である君を排はい除じよしておく必要があった」

　そう言って黒くろ枝えは、虚こ空くうに片手を伸ばした。

「東京タワーで狙ねらい撃うちだ────これなら文もん句くなく死ねるだろう？」

　黒枝は掲かかげていた腕を、勢い良く誠一に向かって振り下ろした。

　すると、空遠くに漂ただよっていた東京タワーが────彗すい星せいのような勢いで、誠一を目め掛がけて飛来した。

「クソ冴上！」

「冴上さん！」

　起き上がりつつあった、明あく津つと相あい原はらが蒼そう白はくで叫んだ。

　だがもはや叫びなど無意味だった。

　東京タワーの切っ先は、容よう赦しやなく誠一のいる場所を真ま芯しんに捉とらえる軌き道どうで、一気にアスファルトへと突つき刺さってしまう。大質量の物体が地面に衝しよう突とつした事もあり、アスファルトはクレーター状に酷ひどく陥かん没ぼつし、周囲の物体は衝しよう撃げきで空へ跳はね上がる。

「うおっ！」

「きゃあ！」

　激しい衝撃と粉ふん塵じんに吹き飛ばされ、明津とアンデレは路上を転ころげた。

　やがて濃い粉塵が晴れ、上下が逆になって地面から生はえている東京タワーが現れた。

　────そしてその先せん端たんを、片手で受け止めた格好で誠一が地中から表れた。

「そんな馬ば鹿かな！」

　黒枝が悲鳴のような声を上げてる。

　それは黒枝だけではない、明津やアンデレ、その場にいた相原も、あまりにも非常識なその光景に打ちのめされてしまう。

　飛来した東京タワーを─────生身の人間が受け止めた？

　完全に呆ほうけてしまっている黒枝を見上げ、誠一は皮肉っぽく微笑ほほえんで見せた。

「────このガウスの迷めい宮きゆうは、あんたの想像力によって形作られている。けれどあんたの想像力を越えた出来事は、あんたの制せい御ぎよから抜けてしまう。あんたの制御を抜けた出来事については、その場で１番強いｉウソが優先されて現実になる。それが、この世界のルールだったな」

　誠一は片手で受け止めた東京タワーを、軽々とその場に下ろして見せた。

　地響きを伴って地面に落ちる東京タワー。

　それに手を当てて寄りかかりながら、誠一は言った。

「１つわからなかったのは……ｉウソの強さってものは、何によって決まるのかって事だった」

　誠せい一いちはユラリと身体からだを左右に振りながら、ゆっくりと黒くろ枝えに向かって歩き出した。

　あまりにも常識を外はずれている誠一に畏い怖ふした黒枝は、宙に浮きながらも身を退ひいてしまう。

　誠一は、それを嘲あざ笑わらうように微笑ほほえんで言った。

「救いたい彼女が幸せになれる事を強く信じて、あんたはこの世界を創ったんだったな。彼女が健康だった頃に戻れるのだと信じる事で、あんたはｉを現実化させた。あんただけじゃない。旅客機に乗っていた乗客達は、自分が死んだのだと強く信じる事で化ばけ物ものと化してしまった。このガウスの迷めい宮きゆうでは〝１番強く強く信じられたｉ〟だけが現実となっているじゃないか」

　誠一は、見抜いた真実を口にする。

「その法則性に気付いた時に思ったんだよ。なら俺のｉだって、誰かに強く信じて貰もらえば、現実になるんじゃないかってな」

「そんな……噓うそだろ……！」

　黒枝は露骨に困惑し、疑問を口にしてしまう。

「東とう京きようタワーの直ちよく撃げきなんだぞ……普通の人間が生き延びられるわけなんかないんだ！」

　黒枝は吐はき捨てるように続けた。

「どうしてあの状況で、君が生存する事を強く信じられる人間がいるというんだ。まさか、君自身だけの思い込みでｉを現実化出来たわけがない。君は一体……誰に信じられていたんだ」

「────まあ、確かにクソ冴さえ上がみがただで死ぬような野郎だとは思ってなかったぜ」

「！」

　黒枝の疑問に答えたのは、その場でよろめくように立ち上がった明あく津つだった。

「────バカだとは思ってたけど、やはり聞いていた通り、只ただ者ものじゃなかったみたいね」

　明津に続いて、ようやく車のボンネットを脱出したアンデレも同意する。

　そして最後に────それまで物もの陰かげに隠かくれていた白髪の少女が歩み出て、告つげる。

「誠一君は、あなたなんかに絶対負けないよ。だって誠一君は……噓つきなんかじゃないもん」

　表情に凜り々りしさを取り戻した雪せつ名なが、黒枝に向かってそう断言した。

　誠一は優しく目を細め、感謝した。

「……ありがとう、雪名。こんな俺を、心底から信じてくれていて」

　黒枝はようやく理解した。

　誰もが信じていたのだ────冴上誠一が、この数リのテ支ラ配ルを覆くつがえすのだという事を！

「黒枝、今ならお前も〝俺を信じ始めてしまっている〟んじゃないのか？　俺という存在は、お前の手に負えない。敵かなわない相手なんだってな。そんな今だからこそ、よく聞いておくと良い。これがこの世界で俺が言う、最初で最後の〝とっておきのｉウソ〟だ」

　誠一は不敵に黒枝を嘲あざ笑わらい、決定的な一ひと言ことを宣告する。

「このガウスの迷宮は終わる」

　誠せい一いちがついたそのｉウソを疑う者は、もはやこの場にはいなかった。

　黒くろ枝えの制せい御ぎよ外がいであるそのｉを誰もが信じ、そして、ガウスの迷めい宮きゆうの崩ほう壊かいは現実となる。

　誠一の言葉が引き金であったかのように、黒枝の創り出したガウスの迷宮は崩壊を始めた。

　風景が────赤い粒子のように解けて霧む散さんしていく。

　空も、山も、立ち並ぶビルも、道路も。

　誠一が〝何かをやらかすかもしれない〟という可能性を、黒枝が信じ込んでしまったせいなのだろう。全てものが端はしから赤い綻ほころびを広げて崩壊していこうとしていた。

「そんな……そんなバカな！　こんな事があるはずがない！」

「なら、俺よりも強いｉをついてみることだな。お前のｉをお前以外に信じる者がいるなら、そのｉはこの世界で現実になるはずだろう？」

　誠一の発言に、黒枝は犬歯を剝むいて睨にらむしかなかった。

　だが思い至り、黒枝は不ふ敵てきに笑む。

「……この世界の崩壊が終わる前に、君を殺してしまえば良い。そうすれば、君を信じる者は誰もいなくなるはずだ。つまり冴さえ上がみ君さえ死ねば────ガウスの迷宮は終わらない！」

　確信するが早いか、黒枝の意思１つで、遥はるか頭上に数え切れない程ほどの東とう京きようタワーが姿すがたを現し始める。細かいｉの字が細胞のように寄り集まる事で構成された東京タワーだ。それらは今しがた誠一を貫つらぬこうと飛来してきた時と同じように、先端が地面に向けられていた。

　空を覆おおい尽つくす膨ぼう大だいな東京タワーを見上げ、明あく津つもアンデレも呆ぼう然ぜんとしていた。

　黒枝は勝ち誇った笑みを浮かべ、誠一に向かって宣告した。

「東京タワー１本で駄目なら、１０００本ならどうだ！」

　黒枝は片腕で、目前の虚こ空くうを薙なぎ払う。

　するとそれが合図となり、空を埋うめ尽つくしていた東京タワーが、矢のように誠一達を目め掛がけて降り注ぎ始めた。

「────化学結合分解オープン・ケミカルボンド」

　呟つぶやきと共に、空には青白い光で描かれた巨大な幾き何か学がく模も様ようの魔ま法ほう円えんが現れる。

　複雑な数式によって構築されているその魔法円は、障しよう壁へきのように誠一達の頭上に展開された。

「！」

　黒枝は言葉を失う。

　誠一達目掛けて飛来してきていた無数の東京タワーは、その魔法円に触れると同時に、砂のように解けて霧散していくのだ。魔法円に接触した東京タワーは、原子レベルで分解されて搔かき消えてしまったのである。

　誠一達の前ぜん衛えいに、雪せつ名なが立っていた。

　白い長髪の小柄な少女。氷の彫ちよう像ぞうであるかのように冷酷な無表情で、その緑色の双そう眸ぼうには、ネオン管の輝きのような淡い光が灯ともっている。
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「……羽う鷺さぎ……雪せつ名な……！」

　黒くろ枝えは露ろ骨こつな恨うらめしさを表情に出しながら、その名を吐はき捨てた。

　雪名の身体からだからは、青白い光の粒子が溢あふれ出ていた。

　その光の粒子は、よく見れば微細なｉの字をしているように見える。

　それは災厄の数アルヘトスの黒枝が操あやつる、赤い色のｉではない。

　傷付けられていない、自然界に存在する純粋なスカラーの色のｉだった。

　それを見た黒枝は理解する。

「……ｉウソにｉを重ねて、力が使えないというｉを無効化したのか……！」

　雪名が力を発揮出来ない事を知っていた様よう子すの黒枝は、再び数秘術アルケニツクの力を使えるようになった雪名を見て驚きよう愕がくしていた。

　黒枝を見上げる雪名は、普段の優しい口調をやめて、刺とげ々とげしい冷淡な口調で告つげる。

「……誰もが信じたがる噓うそには、そこに救いがあるのかもしれない。しかし誰もが信じない噓には、救いなどない。その噓によって誰もが傷付き、苦しめられているだけだ」

　雪名が手にしていた分厚い辞書のような本が、静かに宙を漂ただよい始めた。

　バラバラとページが開かれていく本には、隙すき間まなく書き込まれた数あま多たの数式が並んでいた。それらを見下ろしながら、雪名は続けた。

「このガウスの迷めい宮きゆうの崩ほう壊かいが意味するところはつまり、お前のついた噓が誰にも望まれていない、独ひとりよがりなものだったという事の証明にはならないか、虚数の災厄の数アルヘトス？」

「なっ！」

　黒くろ枝えは言葉を失う。

　そうして黒枝は、地上から自分を見上げている面々を見渡した。

　誠せい一いちも、明あく津つも、アンデレも。誰もが、憐あわれむような顔で黒枝を見上げていた。

　そして黒枝が救いたいと願い続けていた────相あい原はらさえも。

「黙れ！　黙れ黙れ黙れ！　黙れぇええええええ！」

　黒枝は自や棄けになり、頭を搔かき毟むしって喚わめき始める。

「駄目だ！　そんなの絶対に駄目だ！　僕は彼女を……助けたいんだ！　君達に認めて貰もらえなくても、僕にはこの噓うそが絶対に必要なんだ！　それを邪じや魔まするつもりなら……！」

　黒枝は雪名に向かって手の平をかざす、すると雪名の立っていたアスファルトの路上が割れて、底が見えない程ほどの深い裂さけ目が生まれる。

「この下に〝火山がある事にした〟よ。マグマの噴ふん出しゆつが始まる。君達はもう逃げられないさ！」

　勝ち誇って言う黒枝の言葉の後に、地面の奥底から重々しい地響きが聞こえ始めた。

　黒枝の足あ搔がきを憐れみながら、雪せつ名なは目前に漂ただよっていた本の数式に、指先を当てる。

「……ここは噓の世界だったな。なら現実世界では出来ない、効果範囲の限定も出来そうだ」

　そう言った雪名は、小さく苦笑して見せた。

「天体物理学の宇宙論において、重力とは〝全ての物体がお互いに引き付け合っている〟という万有引力と、ほぼ同一に扱あつかわれている。ある宙ちゆう域いきの重力を観測すると、観測値と理論値に差が発生する事がある。この差は重力異常と呼ばれている。その発生の理由は、不可視のスカラーが大量に空間に溢あふれる事によって、空間密度が理論値よりも遥はるかに高くなるために発生する。なら空間中に〝無限〟のスカラーを発生させられれば、重力異常を引き起こせるはずだ」

　雪名は、指差していた数式の１つを静かになぞる。

「────局所重力異常グラビテイー・アノマリー」

　処刑宣告のような雪名の囁ささやきに呼応し、雪名になぞられた数式が青白く輝く。

　次の瞬しゆん間かん、裂さけた大地の底から青白い光の奔ほん流りゆうが吹き出てきた。

　雪名は地中深くに、大量のスカラーを生じさせる事で重力異常を任意に発生させたのだ。

　今にも天高く吹き上げられようとしていたマグマは、局所的に生じた重力異常によって、地中深くへと押おし込められてしまう。

「ぐあああああっ！」

　重力異常によって押おさえ付けられたのはマグマだけではない。

　優雅に宙を漂ただよっていた黒枝も同じである。黒枝の身体からだは地面に叩たたき付けられ、地を這はいつくばって身動き出来なくなってしまう。

　誠一達には重力異常の影響がないというのに、マグマと黒枝だけが、地の底に引き付けられているようだった。




　　　　■■■




　冴さえ上がみ誠せい一いちは、地面に這はいつくばる無ぶ様ざまな僕を見下ろしていた。

　それが悔くやしかった。憎かった。

　────僕達は互いに、譲ゆずれないものを守るために戦った。

　彼は妹や友人達の未来を。

　そして僕は……大好きな人の未来を。

　いずれか一方の願いしか叶かなわない戦いだったのだ。その戦いに敗者が生まれる事は仕方がない事だ。だが……敗者が自分自身になるなどとは、思ってもいなかったのだ。

　悔しくて。

　……いいや。

　情けなくて涙が流れ落ちた。

　大切な人を守るための戦いだった。負けて良いはずなどなかった。

　それなのに……自分は守れなかったのだ。

「────灯とう夜や」

　僕の名を呼ぶ声がした。

　全てが赤い霧の中に搔かき消えていく世界の中を、愛いとしい彼女が歩み寄って来ていた。

　いつも通り、相変わらず笑顔がよく似合う隻せき眼がんの顔で、彼女は俺に微笑ほほえみかけてくれる。

「泣かないで、灯夜。あなたが悲しいと、私も悲しい気持ちになってしまうもの」

「ああ……夕ゆう……」

　僕は呻うめくように、彼女に向かって手を伸ばした。

　彼女は伸ばした僕の腕を優しく受け止め、自分の胸元へ押おし当てて握り締しめた。僕の前で膝ひざを突つき、泣き顔の僕に微笑み続けてくれる。

「……これで良かったんだよ。だってね。私達のせいで未来が奪うばわれようとしていた人達は、良い人達だったんだよ。きっと出会い方さえ違っていれば……灯夜だって、友達になれたはずだと思うくらいに」

「………………」

「死んだと勘かん違いして、今も苦しみ続けている町の人達や温泉街の人達は、あなたの大好きなふるさとの人達でしょう。みんなを傷付けてまで私を生かそうだなんて苦しい選択、最初から灯夜に向いてなかったんだよ」

「…………そんな事ない……！」

「そんな事ある。だってあなたは優しい人。馬ば鹿かみたいに真ま面じ目めで。馬鹿みたいに素直で。優しすぎて、自分自身が傷付いてしまうような、そんな繊せん細さいな人」

「…………」

「だからなんだよ？　私があなたの事を好きになったのは」

「……！」

　突発的な告白で、僕は絶句してしまうしかない。

　彼女は僕に向かって、小さく頭を下げて言った。

「今までずっと……噓うそをついていてごめんなさい」

　下げていた頭を持ち上げた彼女は、愛いとおしげに眼めを細め、頰ほおを染そめていた。

「あなたが好きよ。大好き」

「……」

「でも…………それなのにごめんね……」

「…………」

「私が生きられないから……もう一いつ緒しよにいられないから……だからあなたから、私は離れていた方が良いんだって、ずっとそう思って噓をつき続けてきた……」

　小さく肩を震ふるわせながら、涙に掠かすれた声で彼女は続けた。

「けれどやっと……やっとこうして本当の気持ちを言う事が出来た。あなたに伝えたかった事、やっと全部言えたの。だからもう私…………これだけで十分だよ」

　彼女は片方しかない瞳ひとみから、一ひと筋すじの涙を流した。

「私の知っている灯とう夜やは、優しい人。だから、たくさんの人達を苦しめているこんな状況、私のためだからって、最初から平気でいられるはずなんてなかった」

「……平気だったさ……！」

「ううん。平気なはずなんてない」

「平気だ！」

「平気じゃない。絶対に平気じゃいられない。だって、私はよく知ってるもの」

　そう言って、彼女は一拍の間を置いてから、困ったように微笑ほほえんで言った。

　自らの胸元にそっと手を当て、苦々しく微笑んだ。

「噓をつき続けるのって、辛つらいものなんだよ？」

「…………！」

　噓をつき続けていた彼女の心の痛みを思い、僕は何も言えず、静かに言葉を吞のみ込んだ。

「もしも冴さえ上がみさんや羽う鷺さぎさん達を殺して、何事もなくｉウソの世界を２人で過ごすような事になったなら……私はあなたの事が嫌きらいになっていたと思う」

「……」

「それにね。いくらあなたが現実に似た世界を創っても、あなたはそれを、ずっと現実ではないと思い続けて生きるでしょう。あなたの想像力の中にしかないこの世界は、いつまでも何も変わらない。新しい事は何もない。ただ乾いた今までが繰り返されていくだけだった」

「……夕ゆう」

「あなたは私の幸せを、真剣に考えてくれた。その結果がこのｉウソだったんでしょう。だってこの世界は、こんなにもたくさんのあなたのｉアイで溢あふれていた。だけどあなたが私の幸せを望んでくれるのと、同じくらい私は、あなたの幸せを望み続けているの」

「……」

「本当の事を言うとね。ここで２人で生きるのも悪くないって、ちょっとだけ思った。でもすぐに考えが変わったよ。だって灯とう夜やが辛つらいと思っているこの世界で、私は幸せになんてなりたくないもの。灯夜が心の底から幸せになれない世界なら、そんなもの私には必要ない」

　彼女は、心から願っていたであろう気持ちを、僕にぶつけてきた。

「私からのお願いよ。……この世界が終わっても、あなたにはまだ未来があるじゃない。なら私の分も一生懸けん命めいに生きて。そして白髪の優しいお爺じいちゃんになってよ」

　彼女は、さらなる言葉で懇こん願がんしてくる。

「私が憧あこがれていたのは、こんなｉウソにまみれた世界なんかじゃない。私が本当に行きたいと願っていたのは、私がどんなに望んでも絶対に行けない────未来よ。灯夜。あなたがどんなに頑がん張ばっても、私はそこには行けなかった」

　彼女の言葉が終わる頃には、周囲一面は赤い霧に包まれて何も見えなくなっていた。

　もはやそこには冴さえ上がみ誠せい一いち達の姿すがたも見当たらず、ただ目前の彼女以外には何も映らなかった。

　やがて……長い沈黙の後に。

　僕は心が搔かき毟むしられるような思いで言った。

『………………ごめん』

　みっともなく、震ふるえた涙混じりの声だった。

　僕は構わず、情けない程ほどに涙で歪ゆがんだ声を発し続けた。

　懸命に。彼女に届くように。そう願って。

「…………ごめん……ごめんな……僕はこんなにも無力で……何もしてやれなかった……」

　僕の謝罪を聞いていた彼女は、静かに瞼まぶたを閉じて答えた。

「……そんな事ない。私はあなたから、もうたくさんのものを貰もらってしまったよ」

　彼女は頭上を見上げ、再び涙を流している。

　僕は重々しい重力の中で立ち上がり、縋すがるように彼女の身体からだをきつく抱き締しめた。

　温かい、彼女の体温。震える息づかい。

　その全てが自ら創り出したｉウソでしかないというのに、僕はその全てを愛いとしく思った。

「君の事が……こんなに好きなんだ……何とかしてやりたいと思っているんだ……でも駄目なんだ……何もしてやれない……しょうもない男なんだ……！」

　彼女は何も言わず、ただ抱き締める僕の背中に手を回した。

「夕ゆう…………ごめん……ごめんよ……」

　何度も何度も。

　謝あやまり続けた。

　ｉウソにまみれた世界で、初めて僕達は本当の気持ちを打ち明け合った。

　彼女が好きだった東とう京きようタワーが消えていく。

　彼女と共に過ごした学校の校舎も消えていく。

　彼女が「好きな人と行きたい」と言っていた、結婚式の教会も消えてしまう。

　僕が彼女につきたかった噓うそが、次々と霧む散さんしては消え去っていった。

　幾千と続けられた僕の言葉が尽つきた頃、もはや目の前は赤い粒子に覆おおわれ、彼女の姿すがたさえも見えなくなってしまう。

　それこそが、この迷めい宮きゆうを満たしていた全てのｉウソが消え去った瞬しゆん間かんだった。




　　　　■■■




　帰りの新幹線の時間が、少しずつ近付いてきていた。

　今夜はクリスマスイブの本番だ。

　札幌さつぽろ駅前のイルミネーションの前には、手を繫つないで歩く、幸せそうな恋人達の姿が多く見受けられた。俺は冷たいベンチに腰こしかけて、何をするでもなく、人々の行き交かう様を見ていた。

　……本当なら、この中に黒くろ枝えと相あい原はらの２人がいても良かったはずなのだ。

　それを思うと、どうにも気分が重たくなってしまうのだ。

　────気が付けば温泉街にいた。

　そうとしか言い様がなかった。

　周囲が大量の赤い粒子に満たされたかと思うと、次の瞬間────俺達は温泉街のバスターミナルで、シャトルバスを降りたばかりだったのである。

　手荷物を持って、和わ水すい亭ていにチェックインする前の時間。

　俺達はガウスの迷宮に足を踏み入れた、あの瞬間に戻っていたのだ。

　弘ひろ樹きもいる。

　明あく津つや雪せつ名な、雛ひな木ぎもいる。

　愛あい架かの右脚も千ち切ぎれておらず、五体満足な姿だった。

　周囲にいた人々を含ふくめ、俺達全員が、その場でしばらくキョトンと立ち尽つくしてしまった。

　……まるで悪い夢から醒さめた直後のようだった。

　ただ目を瞬またたかせて呆ぼう然ぜんとする以外に、適切な反応などない。

　あの後、俺は弘樹達とお互いにガウスの迷宮内で起きた出来事について話をしてみた。

　そしてわかったのは……全員があの世界での記憶を、しっかりと忘れずに持っているという事実である。

　しかし本当の事情を知っている俺達のような人間以外は、専もつぱら〝謎なぞの集団幻覚〟という説を信じており、ちょっとした恐怖体験談として考える事にしたようだった。

　翌日になって、さっそく面おも白しろそうな噂うわさを嗅かぎ付けたゴシップ雑誌記者が、温泉街を取材して回っているのを見かけたくらいだ。

　あれは……悪い夢だった。

　誰もがそう思い込もうとしているように見えた。

　周りからそう言われれば、俺もそんな風に錯さつ覚かくしてしまいそうだった。

　全てが、何事もなかったように元通りになっている。

　俺達は和わ水すい亭ていで温泉旅行の続きを楽しんだ。

　しかし……心底から楽しめたわけではない。

　こっそり雛ひな木ぎのお祖ば母あちゃんに聞いたところ、和水亭に相あい原はら夕ゆうという従業員がいた形けい跡せきもなくなっていた。

　翌朝、旅館をチェックアウトし、午前の日差しの中に映える雪山を見上げてみても……そこには旅客機が墜つい落らくした痕こん跡せきなど微み塵じんも残っていなかった。

「……誠せい一いち君？」

　力なく伏ふせてしまっていた視線を上げれば、目の前に、１人の少女が立っている。

　白い長髪に緑の瞳ひとみ。

　赤い眼鏡めがねをかけている彼女は、この北国の寒さで、鼻先と頰ほおを赤くしていた。

「……待ってたよ、雪せつ名な」

　雪名をここへ呼んだのは俺だった。

　ベンチから立ち上がり、俺は雪名の前に立った。

　雪名は困ったような表情で視線を伏せる。やはり、俺の顔を見ない。

　黙り込んでしまう雪名に……俺は言った。

「…………すまない」

「……？」

　俺に謝あやまられた雪名は、形の良い眉まゆを怪け訝げんそうに歪ゆがめた。

　俺は構わず、自分の心境を独白した。

「……怒っていたんだろう、俺の事？」

「……へ？」

「俺の事、時々苦しそうな顔で見てただろ。気付いてたんだ」

「そ……それは、その……」

　雪名の頰は赤みを増して、しどろもどろになってしまう。

「俺はお前に、殺してやるだなんて威勢の良い事を言った。でも俺が何もしようとしないから、怒ったんじゃないのか」

「……」

「あれはハッタリなんかじゃない。お前が死ねないのを何とかしてやりたいって、俺は真剣に思ってるんだ。でも……すまない。そもそも俺なんかよりずっと頭が良くて、俺なんかよりもずっと強いお前が、今までどうにも出来なかった事なんだ。やっぱり簡単じゃないよ」

　俺は雪せつ名なから目を逸そらし、自分の無力さが悔くやしくて歯は嚙がみする。

「お前はあの噓うその世界で、こんなに不ふ甲が斐いない俺を信じてくれた。お前が信じてくれて、凄すごく嬉うれしかったよ。その気持ちに応こたえるためにも、必ず何とかする。だから頼む…………まだここにいてくれないか。どこにも行かないで欲しいんだ」

　俺は懸けん命めいに懇こん願がんした。

　我ながら最低だった。

　自分が雪名に何も出来ていないのがわかっているのに、ただ一方的に自分の頼みばかりを押おし付けているのだから。でもそうでもしなければ……俺は雪名との関係を失ってしまう気がしていた。それが何な故ぜか、言い様もなく恐ろしい事であるように思えていた。

「……大丈夫。私は、どこにも行ったりしないよ」

　再び雪名を見ると、潤うるませた瞳ひとみで俺を見上げているのがわかった。

　マフラーに首を埋うめながら、雪名は白い吐と息いきを交まじえて俺に言った。

「怒ってなんかない。嫌きらってなんかない。私は学校のみんなの事も、誠せい一いち君の事も、すごく大切に思っているよ。こんなにたくさんの幸せな気持ちをくれたのは、誠一君じゃない」

　そう言って雪名は、温もりを感じさせる優しい顔で、俺に向かって微笑ほほえみかけた。

「それに、誠一君は無力なんかじゃないよ」

「え……」

「君の頑がん張ばりは、いつも私達に大切な事を気付かせてくれる。君はいつも、誰もが屈くつしてしまいそうになる絶望とだって戦える。そして君は、どんな人々の気持ちだって塗ぬり替えてしまえる。それってどう考えても────〝最強〟の力なんじゃないのかな」

「……雪名」

　俺は思い出し、ポケットの中を漁あさった。

　そこからキーホールダーを取り出した。それを雪名に手渡して言った。

「……これ。大したものじゃないけど、クリスマスプレゼントだ」

「え……私にくれるの……！」

「ああ。何もしてやれていない俺だ。せめてもの罪滅ほろぼしのつもりで買ったんだ」

　雪名は俺から手渡されたキーホルダーを、掲かかげて見た。小さな白いウサギの人形が取り付けられた、旅館の土産みやげ物ものコーナーで売っている安ものでしかない。

　しかしそれを大切に抱き締しめ、雪名は幸せそうに瞼まぶたを閉ざした。

「ありがとう。大切にするよ」

「……メリークリスマス、かな」

　帰りの新幹線の時間になった。

　土産みやげ物ものを買いに別行動を取っていた旅行メンバーが、駅の入り口に集合しつつあった。

　遠くで俺を呼んでいる弘ひろ樹きと愛あい架かに気付き、俺は、俺の大切な人々に向かって微笑ほほえんだ。







エピローグ







「あの１番明るい星が、おおいぬ座のシリウス。ギリシャ語で〝焼き尽つくす者〟という意味さ。宇宙の暗くら闇やみの全てを照らし出す、眩まばゆい輝きを放はなっているんだ。そしてあっちが、こいぬ座のプロキシオン。そしてオリオン座のペテルギウス。この３つが、冬の大三角と言われている」

　いつか来た２人の秘密の草原には、白い雪が積もっていた。

　冷たさに構わず、２人はあの日のように寝ね転ころがり、天の星を指差す。

　２人並んで夜空を見上げ、誰かがつけた星の名前を、彼は読み上げていた。

　それを聞く傍かたわらの彼女は、呆あきれ顔だった。

「それ……前に来た時にも聞いた話じゃない」

「そうだった？　言われてみればあの時も、同じ父親の受け売りを披ひ露ろうしてカッコ付けたかな」

「フフ、何それ。何だか今も昔も、灯とう夜やは灯夜って事みたいだよね」

「どういう意味だよ」

「どういう意味でしょう」

　彼の指差した星へと視線を投げ、彼女は頰ほおに僅わずかな寂さびしさを交まじえ、それでも微笑ほほえんで言った。

「……灯夜って昔から本当に馬ば鹿か……格好かつこ付け屋で、すっごく頑がん固こで、言い出したら聞かない性分なんだもの……こんなところまで私に付き合う事なんてなかったのに……………」

「そうしたかったんだ。仕方ないだろう」

「……」

　彼も彼女もお互いの顔を見ることはせず、ただ広大な宇宙の有あり様さまを視界いっぱいに満たした。

　しばらくしてから彼女は、もう１度だけ、彼へ優しい声で問いかける。

「ねえ……死んだ先にも……世界は続いていると思う……？」

　彼は白い吐と息いきを空に漏もらしながら、答えた。

「前にも言っただろ。死んだことなんてないんだ。僕にはわからないさ。でも今は……」

　彼は少しだけ言葉を濁にごして表情を歪ゆがめる。

　やがて、悲しみを抱かかえた笑いを浮かべて答えた。

「……そうだったなら、どんなに良いだろうと思っているよ」

　会話が途と切ぎれてしまった。

　だから彼は、そこで切り出す事にした。

　彼はその場で上体を起こす。それにつられて、彼女も起き上がった。

「……受け取ってくれないか」

　彼は握り締しめていた手の平を解き、その中身を彼女に差し出した。

「…………これって」

「婚約指輪だ」

　彼がそう言って差し出した指輪は、決して高価なものではなかった。

　だが光こう沢たくを持って輝くその銀の指輪は、彼女の手の平の中に落とされた。

「灯とう夜や……」

　彼女は語尾を濁にごして、困ってしまう。

　それでも構わずに、彼は力強く言葉を続けた。

「……決めたんだ。僕はもう、どこにも行かない。最さい期ごまで、君の傍そばにいるよ」

「そんな……そんなの、きっとあなたが辛つらいだけだよ」

「そうかもしれないね。けれどもう、離れたくない気持ちの方が大きいんだ」

　指輪を手の平に乗せたまま泣き始める彼女に、彼は迷うことなく言った。

「愛してる」

　彼の言葉に、彼女は迷った。何も答えられなかった。

　本当の気持ちなら、とっくの昔から定まっている。

　しかしそれを言う事が、彼のためにならない事をよく理解していた。

　だから今まで、ずっと本当の気持ちを押おし殺してきたのだ。

　そんな彼女に向かって、彼は照れた微笑ほほえみを浮かべて言った。

「…………なあ、夕ゆう。僕達はずっと間違っていた。彼女が言った通りなんだよ。誰もが信じない噓うそには……誰もが望まない噓には、きっと救いなんてない。たとえ真実が残酷なものだったとしても、そこから目を逸そらしてまで、噓を抱かかえ込む必要なんてないはずだ」

　彼は彼女の手の平を両手で包み込み、静かに指輪を握らせた。

「頼むよ、夕────もう君が苦しいだけのｉウソはやめてくれ」

　星空を見上げる彼の目め尻じりから、一ひと筋すじの涙がつたい落ちていく。

「……私も愛してた。ずっとずっと、あなたを愛してた……！」

　彼女の唇くちびるから発せられた白い息が、星空へ舞い上がって霧む散さんしていった。

　そんな彼女を抱き締しめ、彼も涙を流した。

「……結婚しよう。君が息絶たえるその日まで、僕は君を幸せにし続けたいんだ」

「…………ありがとう……！」

　星空の下で、２人の男女は噓をつく事をやめた。




　　　　■■■




　帰りの新幹線も満席状態だった。

「んだよぉ……この激マブの、コイツはよぉ……！」

　明あく津つは鼻血を垂らしながら悶もん絶ぜつしていた。

「どうしちゃったのよ、明あく津つちゃんったら……」

　隣となりの席で、弘ひろ樹きは鼻血を垂らす明津を気持ち悪そうな横目で見ていた。

　行きの新幹線と同じメンバーが同じ座席になっている。明津は俺の目の前の席で、しきりに札幌さつぽろ駅の売店で買った人形を眺ながめ回していた。

　それは北ほつ海かい道どう新幹線開通記念のマスコットを模もして作られた人形である。

　確か名前は「ドウミンちゃん」だったと思う。

　明津はドウミンちゃんの短い手足を指先で突つつきながら、目を血走らせていた。

「このだらしねえ顔……このクソおまけみたいに付いてるだけの短い手足。パねえ……イカしすぎだろうが……パねえよ！」

　どうやら明津はドウミンちゃんのディテールに惚ほれ込んでしまったようで、先さき程ほどからドウミンちゃんの人形を上下左右から隈くま無く眺め回していた。

　明津の態度を見ていた愛あい架かが、嫌いやそうに顔を顰しかめながら毒づいた。

「うわー……明津さん気持ちわる！」

「っせー、クソ妹！　誰が何と言おうと、俺は今日コイツと一いつ緒しよに寝るからな！」

「……誠せい一いちちゃん、明津ちゃんったら病気みたいなんだけど」

「放ほっておけよ。世の中には色んな幸せの形があるんだろ」

　弘樹が明津を心配して、俺に密告してきた。だが俺は悟さとったように微笑ほほえみ、ただ静かに首を左右に振るだけだった。

「────ちょっと、すいません」

　隣となりの席の女性から話しかけられ、俺達はそちらを振り向く。

　見れば、俺達の隣に座っていた２人の少女が、苛いら立だった顔でこちらを見つめている。

　２人の少女は、関東圏けん内ないで見かけた事のある、都内有名女子校の制服姿すがただった。

　どう見たところで、俺達と同じく高校生である。

　関東の学校の制服を着ている女子高生が、俺達と同じ新幹線に乗っているという事は……札幌から関東に帰る途中なのだろうか。

　２人の少女は俺達に警けい告こくした。

「騒々しいので、少し静かにして貰もらえますか。他の乗客の方達にも迷惑ですよ」

「あ……はい、すいません」

　どうやら俺達は騒ぎすぎたようだ。というか明津が騒いでいただけではあるのだが、それでも反省し、俺達は注意してくれた少女達に小さく頭を下げた。

「ん？」

　何かに気が付いた様よう子すの明津が、注意してきた２人の少女の内、１人をマジマジと眺ながめた。

　その明津の態度に気が付き、俺も何となくその少女を見やってしまう。

　赤毛だった。３つ編みにした細い髪の束たばを、前に１本垂らしている。

　ん……待てよ。

　その特とく徴ちよう、どこかで見たような────

「あああああああ！」

「えええええええ！」

　大きな声を上げたのは、明あく津つと少女の２人同時だった。

　明津はその場で立ち上がり、額ひたいに青あお筋すじを浮かべながら少女を睨にらみ付けた。

「て、てめえ、執しつ行こう官かんの腐くされアマじゃねえか！」

　明津に指摘された制服姿すがたの少女────アンデレは、具合の悪そうな顔に脂あぶら汗あせを浮かべた。

　身を乗り出し、明津はアンデレに向かって吠ほえる。

「何で俺達と同じ新幹線に乗ってやがんだ！　それに何だぁ、その学生みてえな制服はよ！　てめえまさか、執行官が学校ごっこやってましたとかじゃねえだろうな、おい！」

「だだ、誰と人間違いをしていらっしゃるのか、サッパリ見当が付きません事ね、ほほほ」

　明後日あさつての方角を見上げながら、アンデレは必死に惚とぼけている様よう子すだった。

　その態度から推測するに、どうやら同行者の同級生と思おぼしき少女には、アンデレという身分を隠かくしているらしい。

　明津は拳こぶしを鳴らしながら、全身から怒りの色を噴ふき出し始める。

「この腐れアマ……あん時はよくも俺を盾たてにしてくれやがったな！」

「何です、安あん藤どうさん。この粗そ野やな方とはお知り合いなんですか？」

「いやいやいやいやいやちっとも１ミクロンたりとも知り合いじゃありませんから他人ですから何でもないですから」

　アンデレは据すわった目つきで、懸けん命めいに手の平を振り回して否定していた。

　同級生らしき少女は、アンデレの事を安藤さんと呼んでいた。

　日本人っぽくない外見なのに、随ずい分ぶんと和風な名前である。

　おそらくそれはアンデレの偽ぎ名めいなのだろうが……。

　怒っている明津は、愛あい架かと弘ひろ樹きによって宥なだめられていた。

　明津とは別に、俺も呆あきれた顔でアンデレに言った。

「アンデレ……お前、学生やってたのか……？」

「い、いい加か減げんにして貰もらえますかしら。私はアンデレとかいう人じゃありません！　安藤照てる子こですよ！　安藤照子！」

　アンデ……じゃなかった。

　安藤照子さんとやらは、さっさと話を終わらせたい様子で、俺から即座に顔を逸そらす。

　えーっと。安藤照子、アン藤テル子、アンデレ……？

「まさか……アンとデレで、安藤照子とかいう安直な偽名を名乗ってるのか……？」

「だだ、だからアンデレという人じゃないって言ってんでしょうがこの馬ば鹿か！」

　頭にきて思わず身を乗り出してしまったアンデレ。じゃなかった安あん藤どう照てる子こ。

　俺を睨にらみ付けていた安藤の様よう子すを怪け訝げんそうに見やりながら、同級生の少女が問いかける。

「安藤さん？」

「あ……！」

　上品な口調だった安藤は、同級生の前で「この馬鹿！」などと俺を口汚く罵ののしってしまった失態に気付いた。慌あわててその場を取り繕つくろい、安藤は席に座った。

「い、いやいやいや、今のは言葉の綾あやでして、おフランス仕込みの麗うるわしい罵ば詈り雑ぞう言ごんでそこの彼を窘たしなめたまでですのよほほほ！」

　一生懸けん命めいに誤ご魔ま化かそうとしている安藤が、何な故ぜだか不ふ憫びんに思えてしまった。

　俺はそれ以上、安藤に話しかけるのを止めておいた。

　愛架に連行され、隣となりの車両に移される明津を見やりながら、俺は小さく苦笑した。




　　　　■■■




　空港の待合エリアで、着物姿すがたの少女は待ち人を捜さがしていた。

　電光案内板が頭上に乱立している、広大な広間を進む。

　すると約束の場所に、１人の老ろう紳しん士しが立っているのを発見した。

　行き交かう人々の流れを横切り、少女は老紳士に近付いて話しかけた。

「椚くぬ木ぎさん、お久しぶりですねぇ」

　少女に椚木と呼ばれた老紳士は、ビジネススーツを着ていた。

　椚木も少女に気が付き、人当たりが良さそうな優しい笑顔をする。

「相変わらず、奇き抜ばつな格かつ好こうでいらっしゃりますな。稲いな瀬せ様は」

「そうですかぁ？　普通の格好のつもりなんですけどねぇ」

　椚木に言われた少女、稲瀬果か穂ほは愛想あいそ笑わらって答えた。

　稲瀬は椚木の格好にも目をやり、同じように服装の話題を続ける。

「今日の椚木さんよりもぉ、私がこの前お会いした時の椚木さんの方が格好良かったですねぇ。執しつ事じ姿が似合ってましたぁ。来くる栖すさんのお家でぇ、永久就職しちゃうのかと思ってましたよぉ」

「ハハハ。滅めつ相そうもございません。小娘に忠実な執事を演じるのも、老体にはなかなか堪こたえましたとも。次は人を殺せる仕事だと、もっと楽しめるのですがね」

「なるほどぉ。それは同感ですぅ」

　奇妙な冗談を交わし、２人はその場で談笑する。

　そうしていると、唐とう突とつに稲瀬の携帯電話に着信がかかった。

　稲瀬は着物の袂たもとから携帯電話を取り出し、耳に当てて言った。

「もしもしぃ。お待たせしちゃいましたかぁ、博士？」

『予定通りか？』

　稲いな瀬せが〝博士〟と呼んだ人物は、挨あい拶さつもせずに問いかけてくる。

　その不ぶ躾しつけな態度には慣れたもので、稲瀬は薄笑いを浮かべて答えた。

「それはもちろんですよぉ。何人死んでも良いからぁ、ちゃんとお仕事だけは完かん遂すいしなさいって言われてたじゃないですかぁ」

『そうか。そうか。なら良い』

　博士の口調に喜びは見られなかった。

　ただ淡々とした口調のまま、機械のような無感動さで話を続けた。

『前回の〝集合〟の時の実験は。失敗してしまった。今度の〝虚数〟でなら上う手まくいくと思ったが。また失敗に終わってしまったようだな。彼の覚かく醒せいには至らなかったか』

「それにしてもぉ。酷ひどい話ですよねぇ」

　独ひとり言ごとのように話していた博士を、稲瀬は皮ひ肉にくる。

「恋人を助ける方法を教えてやると言って災厄の数アルヘトスにしておきながらぁ、結局ただの捨て駒ごま扱あつかいですものぉ。鬼き畜ちくですよねぇ、博士ってぇ」

『鬼畜。何だそれは。日本の諺ことわざか』

「んもぉ、しっかりしてくださいよぉ、博士は天才なんですからぁ」

　博士の言葉を楽しみながら、稲瀬は電話越しに笑った。

　そうしていると、今度は博士の方から稲瀬に言った。

『それはそうと。そろそろ。教団も〝我々クリフオト〟の存在に気が付くだろう。少なくともすでに〝観測〟と〝隠いん匿とく〟の執しつ行こう官かんは。我々の追跡を始めている。気を付けなさい』

「それは困りましたねぇ。私達２人じゃぁ、執行官を２人も相手にするのは無理ですよぉ」

『大丈夫。心配する必要はない。そちらへ〝教団殺し〟を向かわせておいた』

　博士の発言に、稲瀬は少しだけ感心してしまう。

「教団殺しってぇ、もしかして〝カラス〟君の事ですかぁ」

　その名前を口にしながら、稲瀬は湧わき上がってくる喜びの感情に高こう揚ようする。

　────カラス。

　その名がどれだけ危険で破は壊かい的な代しろ物ものであるのか。稲瀬はよく知っていたのだ。

　博士は淡々と無機質な口調で続けた。

『執行官を屠ほふった実績を持つ男だ。彼とはサンタ・クローチェ聖堂で合流すると良いだろう。ついでに。マルコーニの祈き念ねん碑ひでも見てくると良い。生きていた時のアイツは気にくわなかったが。死んだ今では良い奴やつなんだ』

「了解しましたぁ。伺うかがいまぁーす」

　稲瀬は博士の言葉を聞き、その場で片腕を上げて了承した。

『あの〝アンチリテラル〟と〝無限〟には。引き続き目を光らせておきなさい』

「言われなくてもぉ、大丈夫ですよぉ」

　稲いな瀬せは怪あやしく微笑ほほえみ、小さく出した舌で唇くちびるを舐なめる。

「彼も最近はぁ、あんまり頭痛を感じなくなってきているみたいでしたよぉ。あと１回くらい刺激を与えてあげられればぁ、覚かく醒せいに至るかもしれませんねぇ」

『素晴らしい。実に素晴らしい。次こそは上う手まくいくだろう』

「それじゃぁ、そろそろ飛行機の時間なんで失礼しますぅ」

『ああ。なんだ。もうそんな時間か。それでは』

　そう言って、博士は一方的に通話を切ってしまう。

　その電話を見下ろし、稲瀬は傍かたわらの椚くぬ木ぎへ話しかけた。

「ではぁ、行きましょうかぁ、椚木さん。次の作戦はぁ、ちょっと大掛がかりですよぉ」

「それは楽しみですな。何人くらい殺して良いのでしょう」

「さぁ、フフ。どうですかねぇ」

　稲瀬と椚木は、並んで歩き出す。

　飛行機へ向かう人の流れに紛まぎれ、稲瀬は不吉な呟つぶやきを漏もらした。

「もっと楽しい事ぉ、早く始めたいですよねぇ、ニコラ＝テスラ博士」







　　　　あとがき







　入社したての頃です。

　新入社員研修に参加した事があります。

　大した事はやっていません。

　名刺交換のやり方。電話の受け答えの仕方。

　そうした、日本社会一般で通じるビジネスマナーの勉強会でした。

　会社によって、新入社員研修でどんな事をやるのかは様々だと思いますが、私の会社の場合は、新入社員同士のグループワークが主でした。




　ある日の研修も、グループワークでした。

　課題は、同じグループになった人達に対して「感じた印象」を発表するというもの。

　相手のイメージカラーとか、相手を動物に喩たとえると何か、とか。まだ大して仲が良いわけでもない、他人同然の人達に向かって、自分が感じた印象を伝えるというものでした。

　相手の事を話題にするのならまだしも。

　自分の事を話題にされるのは、少し緊張しました。

　もしかしたらヘコむ事を言われるかもしれないじゃないですか。

　心配している間に、私の事が話題にされる順番が回ってきました。





進行役「それじゃあまず最初の議題。兎う月づきくんを動物に喩えると、何になるかな？」

社員Ａ「う～ん……」

社員Ｂ「何だろう。犬かな。ハスキー犬とか」

社員Ｃ「犬じゃないだろ。キリンじゃね？　そんな雰ふん囲い気きだろ」

社員Ｄ「違うやろ！　どう考えても〝ガチャピン〟やん！」

一同　「あぁ～！（納得しながら）」

私　　「……（動物っつーか、それ恐竜なんスけどぉ！）」









　というわけで皆さん、お久しぶりです。

　ガチャピンさんの魂ソのウ生ルきメ別イれトであるらしい、兎月山や羊ぎです。

　最近、暑い日が続いてますよね！

　もう夏だなんて、いやはや月日が経たつのは早いものです。

　思えば、私が担当編集さんから初めて連絡をいただいたのが、去年のこの頃。あれからもう１年近くが経過しており、デビューしてからは半年くらいが経たっているわけです。

　早い……！

　早すぎるよ、２０１１年さん……！

　時間なんて、あっという間に過ぎてしまうものだという事を痛感させられます。

　そりゃ友人が、いつの間にやら二児の父親になっていたりもするわけですよ。

　一方の私はと言えば、こうして二次の産ちみちのお親やになっていたりするわけですが。




　さて、不毛な話題が続いてしまいました。

　アンチリテラルの数秘術師アルケニストも、早いもので３巻目です。

　この本を手に取り、尚なおかつ、あとがきにまで目を通してくださっている読者の皆さんには、いつも頭が下がる思いです。本当にありがとうございます。読んでくださる皆さんがいるからこそ、気が狂いそうな程ほどに忙しい毎日も乗り越えていけます。

　私は弱い人間ですので、いつも読者の皆さんから元気を貰もらってばかりなんです。

　その御ご恩おんに報いられるよう、面おも白しろい作品を作っていけたのなら幸せです。




　当巻では、１巻と２巻に潜ひそませていた伏ふく線せんの一部を回収させていただいております。この巻まで本シリーズを追いかけてくださっている読者さんに、「あれは、そうだったのか！」という驚きを与える事が出来たのなら本ほん懐かいです。

　実は私、伏線が好きな書き手です。

　せっかくのシリーズものですから、複数の本に渡って回収出来る伏線というのも面白いかと思い、挑戦させていただいてます。特に序章扱あつかいの１巻には色々と仕込ませて頂いております。これら全ての伏線の結末をお披ひ露ろ目めするタイミングに恵まれれば良いのですが、さてどうなるか。




　末筆となりますが、この本が出版されるまでにご尽力いただいた全ての方々にお礼を申し上げます。そして今回も多くのお力ちから添ぞえをくださった編集さん達や、素敵なイラストで本作を彩いろどってくださったトモエちん先生。もちろんの事、この本を手に取ってくださった全ての読者の皆さんに感謝です。嬉うれしくて、ありがたくて、私の言葉１つではお礼が間に合いません。

　今後もよりいっそう、面白い作品を生み出していけるように精しよう進じんします。

　また近い内にお会い出来る事を、心より願っております。











うづき
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兎う月づき山や羊ぎ

昼はくたびれたサラリーマン。夜はくたびれた物書き。１日20時間労働の生活が続いて早くも１年。色々と「ヒャッハー！」な境地へ辿り着く。ガイアが俺に、もっと書けと囁いているので、まだまだ書き続けていくつもりDeathよ！　よろしくね！

[image: ]




笹ささ森もりトモエ

今年三回目ですがパソコンが壊れました。１巻、２巻、この３巻全てに消えてしまったので最初から描き直した絵が最低１枚あります。探してみて下さいね。あたしって、ほんとバカ。
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